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重
原
久
美
春
氏
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
趣
旨

重
原
久
美
春
氏
は
日
銀
入
行
後
、
内
外
金
融
政
策
の
企
画
部
門
が
長
く
、
ま

た
、
調
査
・
研
究
に
も
従
事
す
る
と
共
に
、
７０
年
以
降
、
４
回
に
亘
り
経
済
協

力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
に
出
向
、
そ
の
中
核
で
あ
る
経
済
総
局
の
要
職
を

歴
任
す
る
な
ど
、
国
際
派
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
バ
ブ
ル
が

発
生
し
た
８６
年
央
〜
８７
年
央
に
日
銀
の
参
事
考
査
役
、
金
融
研
究
所
副
所
長
を

務
め
、
バ
ブ
ル
が
絶
頂
に
あ
っ
た
８７
年
初
秋
か
ら
２
年
余
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
経
済
総

局
・
政
策
調
査
局
長
、
そ
の
後
、
バ
ブ
ル
が
崩
壊
に
向
か
っ
た
８９
年
末
〜
９２
年

央
ま
で
は
日
銀
の
金
融
研
究
所
長
の
任
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
経
済
の
低

迷
が
続
い
た
９０
年
代
末
ま
で
の
７
年
間
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
経
済
総
局
長
、
次
い
で

副
事
務
総
長
と
し
て
、
日
本
を
含
む
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
経
済
運
営
に
関
す
る

政
策
提
言
を
行
う
と
共
に
、
国
際
経
済
政
策
協
調
を
図
る
立
場
に
あ
っ
た
。

当
事
者
と
し
て
金
融
政
策
の
実
務
に
携
わ
っ
た
経
験
は
バ
ブ
ル
発
生
前
の
国

内
金
融
調
節
と
民
間
銀
行
の
国
際
業
務
に
関
す
る
指
導
が
主
で
あ
る
が
、
あ
る

時
は
日
銀
本
店
と
い
う
内
部
か
ら
、
あ
る
時
は
パ
リ
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
本
部
と
い
う

外
部
か
ら
、
８５
年
９
月
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
、
バ
ブ
ル
期
を
経
て
現
在
に
至
る

ま
で
の
日
本
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策
や
金
融
政
策
を
眺
め
て
実
践
的
な
政
策
提
言

を
行
っ
て
き
た
視
点
は
、
他
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
は
な
い
貴
重
な
も
の
で
あ

る
。重

原
氏
に
は
ま
ず
、
プ
ラ
ザ
合
意
後
、
ル
ー
ブ
ル
合
意
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン

デ
ー
を
経
て
、
バ
ブ
ル
期
に
至
る
ま
で
の
日
銀
の
金
融
政
策
を
公
定
歩
合
操
作

と
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
取
扱
い
を
中
心
に
振
り
返
り
、
総
括
的
に
評
価
し
て
い

た
だ
く
。
ま
た
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
９０
年
代
に
長
く
海
外
で
勤
務
し
た
重
原
氏

か
ら
見
て
、
日
本
経
済
が
バ
ブ
ル
後
遺
症
に
長
く
悩
ま
さ
れ
た
原
因
は
何
か
、

独
自
の
観
点
か
ら
の
分
析
を
伺
う
。
さ
ら
に
、
長
年
に
亘
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
勤
務
で

培
っ
た
経
験
に
基
づ
い
て
、
第
１
次
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
と
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ

（
景
気
循
環
増
幅
効
果
）
の
関
連
性
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
国
際
機
関
に
よ
る
多

国
間
政
策
監
視
（
マ
ル
チ
ラ
テ
ラ
ル
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
）
の
有
効
性
な
ど
に

つ
い
て
も
論
じ
て
い
た
だ
く
。



５９８

重
原
久
美
春
氏
年
譜

関
連
出
来
事
年
表

１
９
３
９
年（
昭
和
１４
年
）
群
馬
県
前
橋
市
で
誕
生

１
９
６
２
年（
昭
和
３７
年
）
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、
日
本
銀
行
に
入
行

本
店
発
券
局
勤
務
、
広
島
支
店
（
国
庫
課
、
営
業
課
）

１
９
６
６
年（
昭
和
４１
年
）
フ
ラ
ン
ス
中
央
銀
行
業
務
研
修
（
１
年
間
）

１
９
６
７
年（
昭
和
４２
年
）
日
銀
調
査
局
（
欧
米
調
査
課
、
内
国
調
査
課
）

１
９
７
０
年（
昭
和
４５
年
）
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
経
済
総
局
・
政
策
調
査
局
・
金
融
調
査
課

（
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
課
長
補
佐
、
課
長
を
歴
任
）

１
９
７
４
年（
昭
和
４９
年
）
日
銀
企
画
局
主
査
（
国
内
金
融
調
節
担
当
）

１
９
７
５
年（
昭
和
５０
年
）
日
銀
外
国
局
資
金
係
長

（
邦
銀
及
び
外
銀
在
日
支
店
の
外
貨
業
務
の
指
導
）

１
９
７
６
年（
昭
和
５１
年
）
日
銀
企
画
局
調
査
役
・
外
国
局
調
査
役

（
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
規
制
監
督
委
員
会
委
員
を
兼
任
）

１
９
８
０
年（
昭
和
５５
年
）
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
経
済
総
局
・
政
策
調
査
局
次
長

１
９
８
２
年（
昭
和
５７
年
）
日
銀
金
融
研
究
所
研
究
第
一
課
長

１
９
８
３
年（
昭
和
５８
年
）
日
銀
長
崎
支
店
長

１
９
８
５
年（
昭
和
６０
年
）

９
月
―
蔵
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議（
Ｇ
５
）ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て
開
催
。

ド
ル
高
是
正
の
経
済
政
策
協
調
推
進
で
一
致
（
プ
ラ
ザ
合
意
）

１
９
８
６
年（
昭
和
６１
年
）
日
銀
参
事
考
査
役

９
月
―
経
済
対
策
閣
僚
会
議
、
総
合
経
済
対
策
を
決
定
（
内
需
中
心
の
景

気
拡
大
・
雇
用
の
安
定
な
ど
に
よ
り
、
経
済
の
拡
大
均
衡
を
め
ざ
す
）

（
約
３
兆
６
０
０
０
億
円
）

重
原
久
美
春
氏
略
歴
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１
９
８
７
年（
昭
和
６２
年
）
日
銀
金
融
研
究
所
副
所
長

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
経
済
総
局
・
政
策
調
査
局
長

２
月
―
主
要
国
蔵
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
パ
リ
に
て
開
催
。
黒
字
国
の

内
需
拡
大
（
低
金
利
政
策
）、
為
替
レ
ー
ト
の
現
水
準
で
の
安
定
化
を
確

認
（
ル
ー
ブ
ル
合
意
）。
２
月
―
公
定
歩
合
引
き
下
げ
（
３
・
０
％
↓
２
・

５
％
・
８９
年
５
月
ま
で
）。
５
月
―
経
済
対
策
閣
僚
会
議
、
緊
急
経
済
対

策
を
決
定
（
約
６
兆
円
）。
１０
月
―
大
暴
落
（
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ン
デ
ー
）

１
９
８
８
年（
昭
和
６３
年
）

７
月
―
Ｂ
Ｉ
Ｓ
中
央
銀
行
総
裁
会
議
・
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
「
銀

行
の
自
己
資
本
比
率
の
国
際
的
統
一
基
準
」
を
決
定

１
９
８
９
年（
平
成
元
年
）
日
銀
金
融
研
究
所
長

５
月
―
公
定
歩
合
引
き
上
げ
（
２
・
５
％
・
８７
年
２
月
よ
り
２
年
３
カ
月

↓
３
・
２５
％
）

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）

３
月
―
金
融
機
関
の
土
地
関
連
融
資
の
総
量
規
制
を
示
達

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）

５
月
―
地
価
税
法
公
布
・
一
部
施
行
。
１２
月
―
景
気
減
速
・
地
価
急
落
に

対
処
し
金
融
機
関
の
不
動
産
融
資
の
総
量
規
制
の
解
除
決
定

１
９
９
２
年（
平
成
４
年
）
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
経
済
総
局
長
兼
チ
ー
フ
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

（
加
盟
国
経
済
官
庁
の
次
官
級
ポ
ス
ト
）

６
月
―
金
融
制
度
改
革
法
成
立
。
８
月
―
「
金
融
行
政
の
当
面
の
運
営
方

針
」
１２
項
目
を
発
表
。
８
月
―
総
合
経
済
対
策

総
額
１０
兆
７
０
０
０
億

円

１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）

４
月
―
新
総
合
経
済
対
策
決
定

総
額
１３
兆
２
０
０
０
億
円

１
９
９
４
年（
平
成
６
年
）

２
月
―
総
合
経
済
対
策
を
決
定

１５
兆
２
０
０
０
億
円
。
２
月
―
「
金
融

機
関
の
不
良
債
権
問
題
に
つ
い
て
の
行
政
上
の
指
針
」
を
発
表

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）

１
月
―
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
３
月
―
東
京
共
同
銀
行
が
営
業
開
始
。
６

月
―
「
金
融
シ
ス
テ
ム
の
機
能
回
復
に
つ
い
て
」
を
発
表
。
１２
月
―

６
８
５
０
億
円
の
財
政
資
金
投
入
を
含
む
住
専
処
理
法
案
決
定

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）

６
月
―
住
専
処
理
法
な
ど
金
融
６
法
成
立
。
１１
月
―
橋
本
総
理
「
日
本
版

ビ
ッ
グ
バ
ン
」
を
指
示

１
９
９
７
年（
平
成
９
年
）
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
副
事
務
総
長

（
各
種
の
経
済
問
題
に
関
す
る
閣
僚
級
の
国
際
会
議
に
お

け
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
代
表
な
ど
担
当
）

７
月
―
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
。
１１
月
―
三
洋
証
券
会
社
更
生
法
の
適
用
を
申

請
。
北
海
道
拓
殖
銀
行
が
北
洋
銀
行
へ
の
営
業
権
譲
渡
を
発
表
。
山
一
證

券
大
蔵
省
に
自
主
廃
業
を
申
請



６００

重
原
久
美
春
氏
年
譜

関
連
出
来
事
年
表

１
９
９
８
年（
平
成
１０
年
）
（
ベ
ル
ギ
ー
・
リ
エ
ー
ジ
ュ
大
学
名
誉
経
済
学
博
士
）

１０
月
―
日
本
長
期
信
用
銀
行
の
特
別
公
的
管
理
を
決
定
、
初
の
民
間
銀
行

国
有
化
。
１２
月
―
日
本
債
券
信
用
銀
行
も
国
有
化

１
９
９
９
年（
平
成
１１
年
）
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
副
事
務
総
長
退
任
（
８
月
末
）

３
月
―
金
融
再
生
委
員
会
が
大
手
１５
行
の
経
営
健
全
化
計
画
を
承
認
（
７

兆
４
５
９
２
億
円
の
資
本
注
入
）

２
０
０
０
年（
平
成
１２
年
）
日
本
国
内
及
び
海
外
で
経
済
講
演
・
論
文
執
筆
活
動
に
従

事

２
０
０
８
年（
平
成
２０
年
）
国
際
経
済
政
策
研
究
協
会
（
本
拠
パ
リ
）
会
長
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第
２
部

オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑬

重
原
久
美
春
氏
（
元
日
銀
金
融
研
究
所
長
・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
経
済
総
局
長
）

日
時

２
０
１
０
年
３
月
８
日
㈪

１４
時
〜
１６
時
３０
分

場
所

内
閣
府
（
合
同
庁
舎
４
号
館
）
１
２
１
２
会
議
室

日
本
銀
行
に
よ
る
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
取
り
扱
い
方

【
原
田
】
７５
年
７
月
の
日
本
銀
行
の
調
査
月
報
で
は
、
そ
の
前
の
石
油
シ
ョ
ッ

ク
前
後
の
過
大
な
金
融
緩
和
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
の
だ
と
い
う

議
論
が
あ
り
ま
し
て
、「
今
後
、
適
切
な
経
済
の
発
展
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
動
向
に
十
分
な
注
意
を
払
い
、
そ
の
行
き
過
ぎ
を
防

い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
日
本
銀
行
は
、
し

ば
ら
く
は
そ
う
い
う
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、
９０

年
代
前
半
か
ら
特
に
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
管
理
を
否

定
し
続
け
ま
し
た
。
日
銀
が
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
管
理
を
放
棄
し
た
の
は
い
つ

で
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
、
日
銀
は
厳
密
な
意
味
で
の
マ
ネ

タ
リ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

【
重
原
】
こ
の
ご
質
問
で
す
が
、「
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
管
理
」
と
い
う
言
葉

が
適
切
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
一
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
私
と
し
て
は
こ
れ
を

や
や
拡
大
解
釈
し
て
、
日
本
銀
行
に
お
け
る
「
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
取
り
扱
い

方
」
と
読
み
替
え
て
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
ま
い
り
ま
す
と
、
日
本
銀
行
が
置
か
れ
て
い
た
金
融
シ
ス

テ
ム
の
仕
組
み
と
そ
の
変
化
、
そ
れ
か
ら
、
日
本
を
大
き
く
取
り
巻
く
対
外
的

な
経
済
あ
る
い
は
資
本
市
場
の
動
き
等
々
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
わ
け
で
す

の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
こ
の
話
を
し
た
ほ
う
が

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
後
半
に
ま
た
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
マ
ネ
ー
サ

プ
ラ
イ
を
金
融
政
策
の
中
間
目
標
（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
）
に
し
て
バ
ブ
ル
破
裂
後
の

金
融
政
策
を
や
っ
た
ら
ど
う
い
う
結
果
に
な
っ
た
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
い

わ
ゆ
る
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
論
争
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
当
時
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
に
い
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
論
争
と
い
う
も
の
も
、
パ

リ
か
ら
見
て
い
る
限
り
は
、
一
部
の
学
者
の
方
々
の
か
な
り
昔
の
時
代
の
マ

ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
管
理
に
関
す
る
ご
理
解
に
よ
っ
て
、
議
論
が
非
常
に
混
乱
し
て

し
ま
っ
た
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
こ
の
点
を
も
う
少
し
さ
か
の

ぼ
っ
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
重
視
の
動
き
が
出
て
く
る
背
景
で
す
。
そ
の
前

に
、
で
は
日
本
銀
行
は
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
を
６０
年
代
ぐ
ら
い
に
は
ど
う
考
え
て

い
た
の
か
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
か
ら
、
ご
承
知
の
よ
う
に
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
の
動

き
が
学
界
、
特
に
〔
ミ
ル
ト
ン
・
〕
フ
リ
ー
ド
マ
ン
（
元
シ
カ
ゴ
大
教
授
）
以

下
で
出
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
頃
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
、
つ

ま
り
金
利
で
は
な
く
量
的
な
指
標
で
あ
る

aggregates

（
総
量
）
と
い
う

も
の
が
金
融
政
策
運
営
の
上
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
中

で
さ
ら
に
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
と
い
う
も
の
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て

い
た
の
か
と
い
う
こ
と
、
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
時
間
の
関

係
も
あ
り
ま
す
の
で
簡
単
に
い
た
し
ま
す
。

冒
頭
申
し
上
げ
ま
し
た
通
り
、
日
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム
は
第
２
次
大
戦
後
も

長
い
間
、
金
利
の
規
制
、
業
態
別
金
融
機
関
の
活
動
制
限
、
為
替
管
理
と
い
っ

た
よ
う
に
、
内
外
両
面
に
わ
た
り
ま
し
て
非
常
に
規
制
の
厳
し
い
状
態
に
置
か

れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
従
い
ま
し
て
日
本
銀
行
の
金
利
操
作
も
か
な
り
限
定
さ



６０２

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
い
う
な
か
で
日
本
銀
行
は
ど
の
よ
う
に
金
融
政
策
を
行
っ
て
い
た
か
と

い
う
と
、
事
実
上
は
民
間
銀
行
貸
し
出
し
総
量
を
非
常
に
重
視
し
て
い
ま
し

た
。
６０
年
代
は
、
日
本
銀
行
に
限
ら
ず
他
国
の
中
央
銀
行
で
も
ま
だ
、
中
央
銀

行
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
金
融
変
数
の
レ
ベ
ル
の
問
題
は
は
っ
き
り
意
識
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
金
融
政
策
手
段
と
い
う
も
の
か
ら
、
段
階
を
追
っ
て
操

作
目
標
、
中
間
目
標
、
そ
し
て
最
終
的
な
目
標
（
こ
れ
が
イ
ン
フ
レ
率
、
物
価

安
定
な
の
か
、
そ
れ
と
も
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
等
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
的
な
も
の
な
の
か

等
い
ろ
い
ろ
あ
り
え
ま
す
が
）、
こ
れ
ら
の
段
階
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
追
っ
て

政
策
効
果
が
波
及
し
て
い
く
の
か
と
い
う
意
識
は
、
ど
こ
の
中
央
銀
行
で
も
画

然
と
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

こ
の
時
期
（
７０
年
）
に
私
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
仕
事
を
始
め
た
わ
け
で
す
が
、
各

国
は
ど
の
よ
う
な
金
融
政
策
手
段
を
ど
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
の
か
、
そ
れ
か

ら
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
波
及
過
程
を
通
じ
て
金
融
シ
ス
テ
ム
そ
し
て
実
体
経
済

に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
と
い
う
研
究
を
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
最
も
重
要
な
経
済
政

策
委
員
会
（Econom

ic
Policy

Com
m
ittee

）
第
３
作
業
部
会
（W

orking
Party

N
o.3,“W

P3”

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
主
要
１０
カ
国
の
財
務
省
次
官
、
中
央
銀

行
副
総
裁
ク
ラ
ス
が
集
ま
る
金
融
政
策
、
財
政
政
策
、
為
替
政
策
に
関
す
る
国

際
協
力
の
場
。
当
時
の
議
長
は
西
独
ブ
ン
デ
ス
バ
ン
ク
副
総
裁
で
の
ち
の
総
裁

の
オ
ッ
ト
マ
ー
ル
・
エ
ミ
ン
ガ
ー
）
の
指
示
と
い
い
ま
す
か
依
頼
で
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
日
本
銀
行
あ
る
い
は
海
外
の
中
央
銀
行
の
中
で

も
、
学
界
に
も
、
こ
う
い
う
金
融
政
策
の
実
際
の
運
営
と
効
果
に
関
す
る
体
系

的
な
文
献
は
存
在
し
な
い
状
況
で
し
た
か
ら
、
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
作
業
で
し

た
。
研
究
シ
リ
ー
ズ
の
第
１
巻
と
し
て
、
私
が
執
筆
を
担
当
し
た
報
告
書

（“M
onetary

Policy
in
Japan”,O

E
CD
M
onetary

Policy
Studies

Se-

ries,V
olum

e1,Paris,

７２
年
１２
月
刊
行
）
は
、
そ
の
発
刊
直
後
に
、
英
国
『
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
』
誌
が
全
２
ペ
ー
ジ
に
亘
る
詳
細
な
紹
介
記
事
を
載
せ
、
日
本
の

新
聞
で
も
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
の
重
要
な
論
点
は
、
日
本
で
は
金
融
政
策
の
運
営
に
あ
た
っ

て
、
当
時
は
結
局

aggregates

を
中
心
に
考
え
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
そ
の

aggregates

と
は
何
か
と
い
い
ま
す
と
、
先
ず
は
民
間

銀
行
貸
し
出
し
総
量
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
こ
が
次
に
重
要
な
点
で
す
が
、
マ

ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
を
全
く
無
視
し
て
い
た
の
か
と
い
う
と
、
実
は
そ
う
で
は
な

か
っ
た
。
当
時
置
か
れ
て
い
た
状
況
で
は
、
中
央
銀
行
を
含
む
銀
行
組
織
全
体

のconsolidated
balance

sheet

（
連
結
貸
借
対
照
表
）
の
資
産
サ
イ
ド
を

見
る
か
、
負
債
サ
イ
ド
を
見
る
か
と
い
っ
て
も
大
き
な
違
い
は
な
く
、
負
債
サ

イ
ド
に
あ
るm

onetary
aggregates

（
貨
幣
供
給
総
量
）
と
資
産
サ
イ
ド
に

あ
る
貸
し
出
し
総
量
は
だ
い
た
い
両
建
て
で
パ
ラ
レ
ル
に
動
い
て
い
る
。
そ
こ

が
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
く
る
点
は
、
主
と
し
て
民
間
非
金
融
部
門
の
ネ
ッ
ト
で
み

た
対
外
収
支
が
ど
の
よ
う
な
動
き
を
す
る
か
に
よ
り
ま
す
。
当
時
は
、
対
外
資

本
取
引
が
非
常
に
制
限
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
か
ら
、
民
間
非
金
融
部
門
に
よ
る

ネ
ッ
ト
対
外
収
支
（balance

on
net
non-m

onetary
transactions

）、
特

に
経
常
収
支
が
赤
字
に
な
る
と
、
民
間
銀
行
貸
し
出
し
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た

資
金
の
う
ち
の
一
部
が
海
外
に
対
す
る
決
済
の
た
め
に
流
出
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
伸
び
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
銀
行
信
用
の
伸
び
よ

り
も
低
く
な
る
。
当
時
の
固
定
平
価
制
度
の
下
で
こ
う
い
う
自
動
的
な
調
整
作

用
み
た
い
な
も
の
が
効
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
景
気
が
行
き

過
ぎ
て
国
際
収
支
が
赤
字
に
な
り
、
金
融
引
き
締
め
が
必
要
に
な
っ
た
時
に

は
、
民
間
銀
行
貸
し
出
し
の
総
量
の
動
き
の
ほ
う
を
見
て
い
れ
ば
物
事
が
大
体

う
ま
く
い
く
と
い
う
仕
組
み
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
日
本
銀
行
が
そ
う
意
識
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し
て
説
明
を
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
実
態
は
そ
う
い
う
こ
と
だ
と
私

は
理
解
し
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
書
い
た
報
告
書
の
中
で
日
本
に
お
け
る
金
融
政
策

運
営
の
枠
組
み
を
説
明
し
た
わ
け
で
す
。

も
っ
と
も
、
日
本
銀
行
は
信
用
総
量
重
視
説
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
ビ
ュ
ー
）
と

い
う
も
の
だ
け
で
よ
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
実
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
特
に

７１
年
以
降
の
経
常
収
支
の
黒
字
、
そ
れ
に
伴
い
預
金
通
貨
の
増
大
が
対
外
要
因

か
ら
生
ず
る
よ
う
に
な
る
と
、
中
央
銀
行
を
含
ん
だ
銀
行
組
織
全
体
のcon-

solidated
balance

sheet
の
負
債
サ
イ
ド
に
あ
る
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
を
従
来

よ
り
も
重
視
し
な
け
れ
ば
国
内
経
済
の
安
定
化
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
は
金
融
政
策
の
中
間
目
標
と
い
う
も
の
と
し
て
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ

を
位
置
づ
け
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
を
含
む
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
主
要
国
の
金
融
政
策
運
営
を
比
較
研
究
し
た
報
告
書
『
金
融
政
策
と
景
気
調

整

―
主
要
６
カ
国
の
国
際
比
較
―
』
の
抜
粋
〔
資
料
１
〕
が
あ
り
ま
す
が
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
金
融
調
査
課
長
で
あ
っ
た
私
が
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
の
ニ
ー
ル

ス
・
テ
ィ
ー
ゲ
セ
ン
教
授
と
共
同
執
筆
し
た
こ
の
本
の
な
か
で
、
こ
の
辺
の
事

情
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。
こ
の
資
料
は
、
日
本
銀
行
、
そ
の
他
、
各
国
の

金
融
専
門
家
が
集
ま
る
会
議
に
ま
ず
ド
ラ
フ
ト
段
階
で
提
示
し
、
彼
ら
の
意
見

も
取
り
入
れ
て
最
終
版
に
仕
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
日
本
銀
行
の
企

画
、
営
業
、
調
査
部
門
等
か
ら
も
コ
メ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

私
の
こ
の
考
え
方
は
、
日
本
銀
行
で
は
公
式
に
は
そ
う
い
う
言
い
回
し
を
使
っ

て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
結
果
的
に
「
重
原
の
書
い
た
通
り
で
違
和
感
は
な

い
」
と
い
う
よ
う
な
感
じ
で
通
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
お
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
手
前
味
噌
で
す
が
、
当
時
、
日
本
で
は

aggre-
gates

等
の
表
現
が
ま
だ
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
報
告
書

の
邦
語
訳
で
は
「
信
用
総
量
」
と
か
「
金
融
総
量
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
使
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
辺
は
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
７０
年
代
に
入
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
で
ご
質
問

に
あ
る
通
り
、
日
本
銀
行
調
査
月
報
の
７５
年
７
月
号
が
関
心
を
呼
ん
だ
わ
け
で

す
。
７５
年
と
い
う
の
は
、
釈
迦
に
説
法
で
あ
り
ま
す
が
、
第
１
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
た
直
後
で
、
こ
の
年
は
金
融
政
策
の
面
で
も
非
常
に
重
要

な
年
で
す
。
７５
年
４
月
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
﹇＝

連
邦
準
備
制
度
理
事

会
﹈
が
定
期
的
に
マ
ネ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
の
年
間
の
目
標
レ
ン
ジ
を
設
定
す
る
よ

う
議
会
か
ら
要
請
さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
る
か
た
ち
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
同
じ

７５
年
中
頃
に
は
、
カ
ナ
ダ
中
央
銀
行
が
政
府
の
イ
ン
フ
レ
対
策
に
対
応
す
る
か

た
ち
で
、
中
期
的
な
マ
ネ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
（
こ
れ
は
Ｍ
１
で
す
）
の
抑
制
方
針

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
翌
年
の
７６
年
７
月
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｍ
３
の
伸
び
を

１２
％
に
抑
え
る
と
い
う
政
策
を
導
入
し
ま
し
た
。
従
い
ま
し
て
、
英
語
圏
の
主

要
国
で
は
、
７５
年
と
い
う
の
は
金
融
政
策
上
も
非
常
に
重
要
な
位
置
づ
け
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
時
期
に
日
本
銀
行
の
調
査
局
が
こ
う
い
う
月
報
論
文
を
出
し

た
わ
け
で
す
。

私
は
、
７４
年
１１
月
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
金
融
調
査
課
長
か
ら
日
本
銀
行
に
戻
り
ま

し
て
、
総
務
部
（
今
は
企
画
局
に
な
っ
て
い
ま
す
）
企
画
課
の
主
査
に
な
り
ま

し
た
。
当
時
は
、
部
長
が
そ
の
あ
と
総
裁
に
な
っ
た
三
重
野
〔
康
〕
さ
ん
、
企

画
課
長
が
青
木
〔
昭
〕
さ
ん
で
、
ご
承
知
の
通
り
澄
田
〔
智
〕
さ
ん
が
総
裁
で

あ
っ
た
時
代
の
企
画
担
当
理
事
で
す
。
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
が
７５
年
頃
か
ら
バ

ブ
ル
期
ま
で
の
こ
と
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
さ
れ
る
な
ら
、
澄
田
さ
ん
亡
き

あ
と
は
お
そ
ら
く
三
重
野
さ
ん
と
青
木
さ
ん
が
一
番
の
適
任
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
。
実
は
今
年
の
日
銀
Ｏ
Ｂ
新
年
会
で
青
木
さ
ん
に
お
会
い
す
る
機
会
が

あ
っ
て
、「
青
木
さ
ん
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
か
」と
聞
い
た
ら
、

「
い
や
、
そ
う
い
う
話
は
聞
い
て
い
な
い
」
と
い
う
話
で
あ
り
ま
し
て
、「
そ
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れ
は
お
か
し
い
で
す
ね
」
と
―
―

。

【
原
田
】
お
願
い
し
て
来
週
お
伺
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
重
原
】
あ
あ
、
そ
れ
は
い
い
こ
と
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
調
査
役
に
は
福
井
〔
俊
彦
〕
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
そ

の
下
の
主
査
で
、
そ
の
下
に
ま
た
若
い
方
が
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

日
銀
Ｏ
Ｂ
と
申
せ
ば
、
調
査
局
の
こ
の
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
論
文
に
つ
い
て

は
、
お
そ
ら
く
鈴
木
淑
夫
さ
ん
か
ら
話
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
？

【
原
田
】
え
え
、
あ
り
ま
し
た
。

【
重
原
】
鈴
木
さ
ん
は
当
時
調
査
局
の
重
鎮
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
大

変
な
実
力
者
で
し
た
か
ら
、
こ
の
論
文
の
大
き
な
ラ
イ
ン
は
鈴
木
さ
ん
か
ら
出

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
金
融
調
節
を
担
当
す
る
企
画
課
の
主
査
で
し
た
の
で
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
こ
の
論
文
の
ド
ラ
フ
ト
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
総
務
部
内
で
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
私
の
見
解
で
は
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
を
目
標
に
ま
で
持
っ
て
い
く
の

は
問
題
が
多
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
進
言
し
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
青
木
さ
ん
が
覚
え
て
お
ら
れ
る
か
ど
う
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
青
木

さ
ん
も
そ
の
他
の
方
々
も
そ
の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
総
務
部
と
い
う
の
は
金

融
政
策
の
企
画
立
案
の
ほ
か
国
会
に
お
け
る
日
銀
総
裁
の
想
定
問
答
な
ど
も
作

成
す
る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
か
た
ち
で
総
裁
に
も
国
会
で
の
答
弁
も

し
て
頂
い
た
か
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
お

そ
ら
く
鈴
木
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
説
明
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
企
画

部
門
の
ほ
う
か
ら
見
て
い
て
少
し
腰
の
引
け
た
対
処
を
進
言
し
ま
し
た
し
、
そ

れ
が
総
務
部
全
体
の
ス
タ
ン
ス
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
の
問
題
は
何
か
と
い
う
と
、
通
貨
需
要
の
安
定
性
が
第
一
で
す
。
私

ど
も
か
ら
見
て
も
、
日
本
で
は
特
に
Ｍ
２
（
当
時
は
Ｍ
２
＋
Ｃ
Ｄ
で
は
な
か
っ

た
）
に
つ
い
て
い
え
ば
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
目
標
を
数
値
で
置
い
て
い
る
国
に

遜
色
な
い
く
ら
い
の
安
定
性
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
冒
頭

申
し
上
げ
た
通
り
、
通
貨
需
要
関
数
の
計
測
対
象
期
間
の
大
半
は
規
制
金
利
の

時
代
で
し
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
金
融
を
本
格
的
に
自
由
化
し
て
い
こ
う
と
い
う

よ
う
な
時
に
こ
れ
だ
け
の
実
証
分
析
で
十
分
か
と
い
え
ば
、
実
は
不
安
定
要
因

が
自
由
化
後
は
非
常
に
多
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
私
の
当
時
の

懸
念
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
と
い
う
か
、
も
っ
と
広
い
意
味
で
の

ag-
gregates

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
で
す
が
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
（
中
央
銀
行
通
貨
量
）
を
ど
う
考
え
る
か
と

い
う
話
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
総
務
部
、
そ
れ
か
ら
現
場
を

や
っ
て
い
る
人
た
ち
（
営
業
局
等
）
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
だ
と
思
い
ま
す
が
、
少

な
く
と
も
銀
行
券
と
い
う
も
の
は
短
期
的
に
はsupply-determ

ined

（
供
給

決
定
）
で
は
な
い
。
こ
れ
はdem

and-determ
ined

（
需
要
決
定
）
で
あ
っ

て
、
日
本
銀
行
が
受
動
的
に
需
要
を
充
足
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
発
券
局
等
現
場
の
人
が
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
不
測

の
銀
行
券
需
要
が
起
き
た
時
で
も
、
中
央
銀
行
が
そ
の
充
足
を
リ
フ
ュ
ー
ズ

（
拒
否
）
す
る
と
い
うsupply-constrained

（
供
給
制
約
）
に
な
っ
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

残
る
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
最
後
の
部
分
は
日
本
銀
行
に
対
す
る
民
間
銀
行

か
ら
の
預
け
金
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
も
当
時
の
シ
ス
テ
ム
（
日
銀
の
民

間
銀
行
に
対
す
る
有
利
子
貸
し
出
し
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
中
央
銀
行
通
貨
の

一
部
が
強
制
的
に
無
利
子
の
日
銀
預
け
金
に
さ
せ
ら
れ
る
、
と
い
う
課
税
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
内
包
し
た
シ
ム
テ
ム
）
に
お
い
て
、
民
間
銀
行
は
法
定
準
備
ぎ
り
ぎ

り
の
水
準
に
中
央
銀
行
預
け
金
を
置
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
う
し
た
シ
ス
テ
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ム
の
下
で
民
間
銀
行
の
中
央
銀
行
預
け
金
の
総
量
を
直
接
的
に
金
融
政
策
の
操

作
目
標
と
し
て
厳
格
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
市
場
金
利
の
大
変
な
ボ
ラ

テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
（
変
動
性
）
を
甘
受
し
な
い
限
り
実
際
上
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
わ
け
で
す
。

マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
と
ノ
ミ
ナ
ル
（
名
目
）
Ｇ
Ｄ
Ｐ
等
と
の
間
の
相
関
関
係

を
事
後
的
に
見
る
と
非
常
に
高
い
わ
け
で
す
が
、
因
果
関
係
は
、
当
時
の
日
本

の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
下
で
は
、
前
者
か
ら
後
者
に
走
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
当
時
は
、
公
定
歩
合
と
コ
ー
ル
レ
ー
ト
の
操
作
、
そ
し
て
金
融
引
き

締
め
期
に
お
け
る
窓
口
指
導
、
を
主
体
と
し
た
金
融
政
策
手
段
に
よ
っ
て
、
先

ず
民
間
銀
行
貸
出
総
量
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
こ
れ
が
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ

（
そ
し
て
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
預
金
通
貨
総
量
で

決
ま
っ
て
く
る
準
備
預
金
量＝

マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
構
成
要
素
の
一
つ
）
に

影
響
を
与
え
、
さ
ら
に
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
そ
し
て
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
マ
ネ

タ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
も
う
一
つ
の
構
成
要
素
で
あ
る
日
本
銀
行
券
（
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
名
目
個
人
消
費
と
強
い
相
関
関
係
に
あ
っ
た
）
に

影
響
が
及
ぶ
、
と
い
う
因
果
関
係
に
あ
っ
た
、
と
い
う
の
が
、
日
本
の
金
融
政

策
の
効
果
の
波
及
過
程
に
関
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
報
告
を
書
い
た
私
の
見
方
で
し

た
。
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
直
接
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
と
い
う
考
え

方
は
当
時
の
シ
ス
テ
ム
を
前
提
と
す
る
限
り
な
じ
ま
な
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

そ
う
な
る
と
、
中
央
銀
行
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
上
に
あ
る
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー

ス
よ
り
も
う
少
し
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
広
義
の
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
企
画
部
門
に
い
た
我
々
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
金

利
の
規
制
が
だ
ん
だ
ん
外
れ
て
い
く
な
か
で
、
政
策
金
利
を
ど
れ
だ
け
動
か
し

た
ら
う
ま
く
広
義
の
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
の
か
と
い
う

政
策
金
利
の
変
動
幅
、
そ
れ
か
ら
ど
の
く
ら
い
の
タ
イ
ム
ラ
グ
で
そ
れ
が
効
い

て
く
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
は
非
常
に
不
安
定
な
要
因
が
あ
る
の
で
、
そ
の
意

味
で
も
な
か
な
か
精
緻
な
対
応
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
目
標
に
関
す
る
議
会
の
要
請
に
飛
び
つ
い
た
と

い
う
も
の
の
、
目
標
レ
ン
ジ
を
非
常
に
広
く
設
け
て
や
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
日
本
の
場
合
は
、
数
値
目
標
と
い
う
の
は
皆
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
で

あ
っ
て
、
い
っ
た
ん
作
る
と
そ
れ
が
一
人
歩
き
し
て
、
何
が
何
で
も
そ
れ
を
守

ら
な
い
と
ダ
メ
み
た
い
な
話
に
な
り
か
ね
な
い
。
日
本
銀
行
と
し
て
は
、
そ
う

い
う
か
た
ち
に
な
る
目
標
値
と
い
う
も
の
は
好
ま
し
く
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と

で
、（
今
申
し
上
げ
た
）
調
査
局
の
月
報
論
文
の
ゲ
ラ
に
対
す
る
慎
重
な
コ
メ

ン
ト
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
な
か
で
、
そ
れ
で
は
ど
う
い
う
か
た
ち
で
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
重

要
性
を
具
体
化
し
て
い
く
か
と
い
う
話
に
な
り
、
こ
れ
が
結
局
７８
年
７
月
か
ら

の
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の「
予
測
値
」の
発
表
と
い
う
と
こ
ろ
に
い
く
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
予
測
で
あ
っ
て
目
標
で
は
な
い
わ
け
で
す
が
、
予
測
値
の
発
表
に
も
実

は
悩
ま
し
い
問
題
が
多
い
。
従
っ
て
、
日
本
銀
行
は
非
常
に
特
殊
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
四
半
期
ベ
ー
ス
の
前
年
比
の
伸
び
率
を
そ
の
当
期
の
四
半
期
が
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
予
測
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
３

四
半
期
分
は
過
去
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
１
四
半
期
分
の
見
通
し
を
乗

せ
、
し
か
も
そ
れ
を
前
年
比
で
出
す
と
い
う
か
た
ち
の
予
測
で
す
。
こ
う
し
て

世
の
中
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
金
融
指
標
の
中
で
マ

ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
が
最
も
重
要
な
指
標
で
あ
る
と
し
た
訳
で
す
。
私
は
こ
れ
を
、

「
情
報
変
数
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
に
位
置
づ
け
た
の
だ
」
と
い
う
言
い
方

（
日
本
銀
行
の
当
時
の
公
式
資
料
で
は
そ
う
表
現
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
）
で

説
明
し
ま
し
た
。〔
資
料
２
〕
の
９０
年
９
月
『
金
融
研
究
』
に
発
表
し
た
論
文
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で
も
そ
う
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
資
料
は
、
１０
ヵ
国
の
金
融
政
策

担
当
の
局
長
ク
ラ
ス
、
今
Ｆ
Ｒ
Ｂ
で
偉
く
な
っ
て
副
議
長
を
し
て
い
る
ド
ナ
ル

ド
・
コ
ー
ン
と
か
そ
う
い
う
連
中
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
集
ま
る
会
合
の
た
め
に
私
が

書
い
た
も
の
で
す
。
当
時
、
私
は
金
融
研
究
所
長
で
し
た
。
同
僚
の
企
画
局
長

や
営
業
局
長
に
も
ド
ラ
フ
ト
を
見
せ
て
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
上
で
発
表
し
た
も

の
で
す
か
ら
、
そ
の
意
味
で
、
普
通
の
『
金
融
研
究
』
に
載
る
論
文
よ
り
は
セ

ミ
・
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
性
格
の
も
の
と
し
て
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。そ

う
い
う
こ
と
で
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
情
報
変
数
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
高

ま
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
も
っ
と
も
、
ご
質
問
の
、
な
ぜ
日
本
銀
行
が
マ
ネ
ー

サ
プ
ラ
イ
の
管
理
を
放
棄
し
た
の
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
対
象
と
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、「
放
棄
」
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
し
、
情
報
変
数
と
し
て
の
重
要
性
に
関
し
て
は
、
予
測

値
を
発
表
し
て
や
っ
て
い
る
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
問
題
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
何
か
と
い
う
と
、〔
資
料
３
〕
の
私
が
書
い
て
い
る
『
金
融
自
由
化
の
進

展
と
金
融
政
策
』
と
い
う
論
文
の
中
に
説
明
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
金
融
自
由

化
の
影
響
で
す
。
そ
れ
は
、
国
内
の
金
融
自
由
化
、
２
番
目
に
は
海
外
と
の
間

の
資
本
取
引
の
自
由
化
、
こ
の
二
つ
の
動
き
が
通
貨
需
要
を
不
安
定
に
し
て

い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
従
っ
て
私
の
目
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
以
外
の
情
報

変
数
が
今
後
は
重
要
に
な
っ
て
き
て
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
は
引
き
続
き
重
要
だ

け
れ
ど
も
、
ほ
か
の
金
融
変
数
を
も
情
報
変
数
と
し
て
か
な
り
活
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
訳
で
す
。

金
融
の
自
由
化
の
中
で
債
券
市
場
も
発
達
す
る
。
そ
れ
は
単
に
銀
行
が
金
融

債
を
発
行
す
る
だ
け
で
な
く
、
企
業
が
社
債
を
発
行
す
る
か
た
ち
で
の
資
金
調

達
も
出
て
く
る
し
、
国
債
発
行
市
場
が
自
由
化
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す

か
ら
、
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
（
利
回
り
曲
線
）
を
情
報
変
数
と
し
て
使
っ
て
い
く

こ
と
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
か
ら
、
資
産
取
引
が
非
常
に
進
ん

で
き
た
こ
と
か
ら
、
国
内
の
資
産
価
格
、
特
に
株
価
が
重
要
な
役
割
を
果
た

す
。
幅
広
い
個
人
層
が
株
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
ば
、
そ
れ
の
持
つ
資
産

効
果
（
ウ
ェ
ル
ス
・
エ
フ
ェ
ク
ト
）
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
資
本
取
引
の
自

由
化
に
伴
っ
て
為
替
相
場
の
大
幅
な
変
動
が
あ
る
。
こ
れ
が
実
体
経
済
に
及
ぼ

す
影
響
も
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
く
る
。
そ
う
な
る
と
、
結
局
マ
ル
チ
ス
コ
ー

プ
で
物
を
見
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
実
績
値
が
予
測

で
き
な
い
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
変
動
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
予
測
自

体
の
も
つ
意
味
が
だ
ん
だ
ん
と
薄
ら
い
で
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
最
初
の
ご
質
問
に
関
す
る
お
答
え

で
す
。

【
原
田
】
調
査
月
報
の
言
い
方
も
、「
十
分
な
注
意
を
払
い
、
そ
の
行
き
過
ぎ

を
防
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
８０
年
代
末
に
は
マ
ネ
ー
サ

プ
ラ
イ
の
伸
び
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
、
そ
の
あ
と
は
極
端
に
小
さ
く
な
っ

て
い
た
わ
け
で
す
ね
。
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
論
争
に
参
加
し
た
経
済
学
者
が
考
え

て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
に
対
し
て
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
行
き
過
ぎ
を
防
い
で

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
お

考
え
に
な
り
ま
す
か
。

【
重
原
】
そ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
バ
ブ
ル
の
と
こ
ろ
で
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
原
田
】
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
。
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マ
ネ
タ
リ
ス
ト
の
行
動

【
重
原
】
次
に
原
田
さ
ん
が
冒
頭
で
言
わ
れ
た
「
厳
密
な
意
味
で
の
マ
ネ
タ
リ

ス
ト
」
の
行
動
が
日
銀
に
必
要
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
で
す
。
ち
ょ
っ
と
言

葉
尻
を
と
ら
え
る
よ
う
で
恐
縮
で
す
が
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
予
測
値
と
実
績

値
と
の
乖
離
、
つ
ま
り
自
分
で
目
標
を
立
て
て
そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の

が
外
れ
た
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
も
予
測
と
い
う
、
ノ
ー
マ
テ
ィ

ブ
な
要
素
が
な
い
も
の
が
外
れ
た
場
合
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
と
し
て
と

ら
え
る
と
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
「
厳
密
な
意
味
で
の
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
」
の
行

動
は
す
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
の
が
当
然
の
答
え
に
な
り
ま
す
。

も
し
「
厳
密
な
意
味
で
の
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
」
の
行
動
を
す
る
と
す
れ
ば
、
結

局
そ
れ
は
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
伸
び
率
の
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
は
な
く
、
マ

ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
水
準
、
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
従
っ
て
、
乖
離
し
た
ら
そ
れ
を
取
り
戻
す
た
め
の
政
策
金
利
の
調
整

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
市
場
金
利
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
を
高

め
、
実
体
経
済
に
対
し
て
も
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
実
質
的
な
理
由
は

そ
こ
で
す
が
、「
厳
密
な
意
味
で
の
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
」の
行
動
と
い
う
も
の
が
、

今
申
し
た
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
全
然
す
べ
き
で
な
い
と
い
う

の
が
私
の
答
え
で
す
。

【
原
田
】
自
分
で
質
問
を
し
て
お
い
て
言
い
方
が
変
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
厳
密

に
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
目
標
よ
り
も
伸
び
率
な
い
し
は
レ
ベ
ル
が

低
く
な
っ
た
ら
金
利
を
下
げ
、
目
標
よ
り
も
上
が
っ
た
ら
引
き
締
め
る
と
い

う
、
そ
の
程
度
の
話
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
あ
っ
て
も
、
日
銀
は
あ
ま

り
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
に
理

解
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

【
重
原
】
そ
れ
が
よ
か
っ
た
か
ど
う
か
は
あ
と
の
問
題
と
し
て
お
話
し
し
ま
す

が
、
そ
う
い
う
こ
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
訳
で
す
。

プ
ラ
ザ
合
意
（
１
９
８
５
年
９
月
２２
日
）
後
の
協
調
介
入
、

協
調
利
下
げ

【
原
田
】
プ
ラ
ザ
合
意
後
、
ド
ル
が
下
落
し
、
下
落
し
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
、
各
国
と
も
足
並
み
を
揃
え
て
利
下
げ
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
協
調
利
下
げ
に
つ
い
て
、
重
原
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
か
。

【
重
原
】
一
般
的
な
評
価
と
い
う
こ
と
で
ま
い
り
ま
す
と
、
こ
れ
は
９６
年
に
ブ

ン
デ
ス
バ
ン
ク
で
私
が
行
っ
た
記
念
講
演
〔
資
料
４
〕
の
中
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
ブ
ン
デ
ス
バ
ン
ク
の
講
演
は
、
原
田
さ
ん
も
ご
承
知
の
ハ
ン
ス
・
テ
ィ
ー
ト

マ
イ
ヤ
ー
が
総
裁
を
し
て
い
る
時
に
、
チ
ー
フ
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
理
事
を
し

て
い
た
私
の
旧
友
で
あ
る
オ
ッ
ト
マ
ー
ル
・
イ
ッ
シ
ン
グ
（
の
ち
の
欧
州
中
央

銀
行
専
務
理
事
）が
、
６０
歳
の
記
念
に
大
き
な
こ
と
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

企
画
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
も
含
め
た
金
融
政
策
の
枠
組
み

を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
講
演
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
の
講
演
で
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
、

当
時
の
理
事
で
今
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
総
裁
を
や
っ
て
い
る
マ
ー
ヴ
ィ

ン
・
キ
ン
グ
、
こ
れ
も
私
の
旧
友
で
す
が
、
彼
が
講
演
し
ま
し
た
。
３
番
目
に

は
、
今
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
為
替
相
場
を
目
標
に
す
る
金
融
政
策
に
つ
い

て
、
ヌ
ー
ト
・
ウ
ェ
リ
ン
ク
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
（
中
央
）
銀
行
の
当
時
の
調
査

担
当
理
事
（
現
在
は
総
裁
）
が
講
演
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
３
人
で
そ
れ
ぞ
れ

論
文
を
提
出
し
ま
し
た
。
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私
は
、
為
替
相
場
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
・
タ
ー
ゲ
ッ

テ
ィ
ン
グ
、
そ
の
ほ
か
の
い
ろ
い
ろ
な
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
含
め
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。
勿
論
、
全
部
お
読
み
い
た
だ
く

必
要
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
後
の
結
論
的
な
こ
と
と
し
て
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
等
の
有
用
性
に
関
し
て
は
、
マ
ー
ヴ
ィ
ン
・
キ

ン
グ
と
は
だ
い
ぶ
違
う
見
解
を
、
日
本
で
は
ま
だ
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
タ
ー

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
議
論
が
あ
ま
り
さ
れ
て
い
な
い
頃
で
す
が
、
提
出
論
文
〔
資

料
４
p．
２７
以
降
〕
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
論
文
で
は
、
最
後
のConcluding

rem
arks

の
と
こ
ろ
で
為
替
相
場

タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
話
も
出
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
基
本
的
に
は
為
替
相
場

の
安
定
の
た
め
に
国
内
経
済
政
策
を
損
な
う
よ
う
な
相
克
（
コ
ン
フ
リ
ク
ト
）

が
あ
る
場
合
は
、
金
融
政
策
は
や
は
り
国
内
経
済
安
定
を
重
視
す
る
と
い
う
こ

と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
主
要
国
間
の
財
政
政
策
の
ス
タ
ン
ス
が
国
際

的
に
整
合
性
を
欠
い
て
い
る
場
合
に
、
金
融
政
策
と
い
う
１
本
の
手
段
（
イ
ン

ス
ツ
ル
メ
ン
ト
）
に
最
終
目
標
を
二
つ
与
え
て
や
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
と
大
変

な
問
題
が
起
こ
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
がConcluding

rem
arks

の
中
で
言
っ

て
い
る
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
す
（
注
１
参
照
）。

そ
れ
を
ま
ず
申
し
上
げ
た
う
え
で
、
今
の
個
別
の
問
題
、
プ
ラ
ザ
合
意
後
の

金
融
政
策
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
が
、
ご
質
問
は
、
日
本
を
含
め
た
各
国
の
対

応
を
ど
う
評
価
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
お
手
元
に
差
し
上
げ
た
〔
資
料
６
〕、
パ
ル
グ
レ
ー
ブ

（Palgrave

、
現
在
は
パ
ル
グ
レ
ー
ブ
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
。
学
術
書
専
門
の
世
界

的
出
版
社
）
か
ら
出
版
し
た
も
の
で
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
（International

Econom
ic

A
ssociation

国
際
経
済
学
協
会
）
の
９８
年
の
年
次
総
会
で
の
講
演
の
た
め

に
私
が
作
成
し
た
論
文
が
あ
り
ま
す
。
だ
い
ぶ
遅
れ
て
０１
年
に
出
版
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
論
文
は
、
学
者
方
か
ら
日
米
の
金
融
政
策
の
比
較
を
し
て
く
れ
と

い
う
依
頼
を
受
け
て
書
か
れ
ま
し
た
。
日
本
経
済
が
８０
年
代
後
半
の
バ
ブ
ル
時

代
の
あ
と
９０
年
代
の
か
な
り
の
部
分
も
た
つ
い
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ

カ
経
済
は
比
較
的
う
ま
く
い
っ
た
。
こ
れ
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
チ
ー
フ
・
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
と
し
て
の
私
は
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
と
問
わ
れ
て
、
そ
れ
に
対
す
る

答
え
と
し
て
書
き
ま
し
た
。
従
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
日
本
銀
行
と
か
、
米
国
連
邦

準
備
制
度
の
人
た
ち
と
は
全
く
独
立
し
た
立
場
で
書
い
た
わ
け
で
す
。
た
だ
、

印
刷
物
に
な
る
前
に
は
〔
ア
ラ
ン
・
〕
グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
）
に

も
見
せ
て
、
彼
か
ら
も
自
署
し
た
書
簡
で
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
彼

の
コ
メ
ン
ト
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
後
で
申
し
上
げ
ま

す
。〔

資
料
６
〕
の
p．
４８
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
す
ぐ
お
読
み
い
た
だ
く
必
要
は

な
い
の
で
口
頭
で
申
し
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
、
先
ず
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
プ
ー
ル

（
元
米
セ
ン
ト
ル
イ
ス
連
銀
総
裁
）
が
プ
ラ
ザ
合
意
に
関
連
し
て
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
論
文
を
紹
介
す
る
か
た
ち
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
プ
ー
ル
の
９０
年
論
文

で
は
、
プ
ラ
ザ
合
意
の
結
果
と
し
て
、
８５
〜
８６
年
の
間
、
ア
メ
リ
カ
の
金
融
政

策
の
過
度
な
緩
和
状
態
が
余
り
に
も
長
期
に
わ
た
っ
て
続
き
過
ぎ
た
。
つ
ま
り

ア
メ
リ
カ
側
に
と
っ
て
も
問
題
だ
っ
た
、
と
主
張
し
て
い
ま
す（
注
２
参
照
）。

私
は
そ
れ
に
対
し
て
さ
ら
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
プ
ー
ル
は
そ
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
が
、
当
時
の
米
国
公
開
市
場
操
作
委
員
会
（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
の
記

録
を
見
る
と
、
ド
ル
の
下
落
に
伴
う
イ
ン
フ
レ
圧
力
が
出
て
き
た
時
に
は
、
Ｆ

Ｒ
Ｂ
は
国
内
経
済
安
定
中
心
の
金
融
政
策
に
転
じ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

は
８７
年
に
起
こ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
点
で
い
け
ば
日
本
銀
行
が
置
か

れ
た
立
場
よ
り
も
ず
っ
と
ま
し
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
（
注

３
参
照
）。
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そ
れ
で
は
日
本
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
私
か
ら
見
る
と
特
に
問
題
が
多
か
っ

た
。
８６
年
の
初
め
か
ら
金
融
は
緩
和
に
向
か
う
。
一
方
、
当
時
の
国
際
的
に
合

意
さ
れ
た
目
標
で
あ
る
対
外
収
支
の
是
正
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
と
逆
方
向
に
行

く
よ
う
に
財
政
は
緊
縮
方
向
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
（
注
４
参

照
）。

こ
の
点
は
、
あ
ま
り
鮮
明
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、〔
資
料
７
〕
の
p．
４９
の
グ

ラ
フ
を
見
て
い
た
だ
く
と
分
か
り
ま
す
（
注
５
参
照
）。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
の

は
日
米
独
の
一
般
財
政
部
門
の
構
造
収
支
（structural

balance

）
で
す
。

こ
れ
を
基
に
、
収
支
の
レ
ベ
ル
そ
の
も
の
で
は
な
く
、（
日
本
の
）
構
造
赤
字

の
前
年
比
で
の
変
化
を
見
て
い
く
と
、
赤
字
幅
は
縮
小
し
て
い
っ
て
財
政
は
常

（注１）
Another lesson to be drawn from the experience of the past
decade is that internationally co-ordinated discretionary use of
monetary policy for the sake of exchange rate stabilisation of
major currencies can run the risk of increased domestic eco-
nomic instability, in particular when fiscal policies are mis-
aligned or, more generally, when cyclical positions diverge sig-
nificantly across countries.（pp.３４―３５）

（注２）
Poole argued that the outcome of the 1985 Plaza agreement of
the G5 Finance Ministers and Central Bank Governors to man-
age the exchange rate was mismanagement of domestic mone-
tary policy. His judgement was that the Plaza agreement led to
a situation in which US monetary policy was too expansionary
for too long in 1985-6, by providing “an international stamp of
approval on US policies to achieve that result [dollar deprecia-
tion]” and “to prevent the Federal Reserve from reacting to de-
preciation by tightening monetary policy.”（Poole, １９９０, pp.５９，
６３）．

（注３）
Nevertheless, I would add that, unlike in the earlier period, the
Federal Reserve did not wait for unequivocal signs that inflation
was in fact rising before taking the first step to tighten mone-
tary policy: the first tightening action in 1987 came……〔資料６
p.４８〕

（注４）
In this context, the orientation of monetary policy in Japan was
particularly problematic. Monetary expansion there started to
accelerate in early 1986 in the face of the deflationary demand
effects of the yen’s sharp appreciation and fiscal contraction.〔資
料６ pp.４７―４８〕

（注５）

Notes :
*Structural budget balance as
percentage of GDP; a positive
number indicates a surplus.
**Fiscal thrust is the change in
structural deficit ratio to GDP;
a positive number indicates
stimulus.
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に
緊
縮
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
Ｉ
Ｓ
バ
ラ
ン
ス

（
貯
蓄
投
資
差
額
）
的
な
議
論
を
す
れ
ば
、
む
し
ろ
経
常
収
支
の
黒
字
を
増
や

す
方
向
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
従
っ
て
、
そ
う
い
う
な
か
で
内
需
を
増
や

す
た
め
の
中
央
銀
行
の
政
策
だ
け
が
経
常
黒
字
の
縮
小
と
い
う
目
的
に
振
り
向

け
ら
れ
た
（
ア
サ
イ
ン
さ
れ
た
）
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
財
政
政
策
と
金
融

政
策
と
が
完
全
にinconsistent

（
矛
盾
し
て
い
る
）
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

植
田
〔
和
男
東
大
教
授
〕
さ
ん
は
た
し
か
９３
年
の
論
文
で
（
私
の
Ｉ
Ｅ
Ａ
論

文
の
中
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
）、
８６
年
の
日
本
銀
行
の
公
定
歩
合
の
引
き

下
げ
は
妥
当
で
あ
っ
た
と
い
う
評
価
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
ほ

う
は
８６
年
１１
月
に
発
表
し
た
対
日
（
経
済
審
査
）
報
告
の
中
で
、
金
融
政
策
の

さ
ら
な
る
緩
和
に
は
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
す
。〔
資
料

７
〕
p．
１
の
第
１
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
は
、
金
融
政
策
の

さ
ら
な
る
緩
和
に
は
リ
ス
ク
が
あ
り
、
必
要
な
場
合
は
財
政
の
拡
大
で
対
処
し

ろ
と
提
言
し
て
い
ま
す
（
注
６
参
照
）。

私
は
当
時
ま
だ
日
本
に
お
り
ま
し
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
政
策
調
査
局
長
に
な
る

前
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
う
い
う
考
え
方
で
い
い
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

従
っ
て
、
私
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
行
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
う
い
う
提
言
を
ひ
っ

く
り
返
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
く
て
済
む
な
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

今
の
ご
質
問
に
対
す
る
お
答
え
で
す
。

【
原
田
】
金
融
緩
和
し
過
ぎ
て
い
た
し
、
も
し
景
気
拡
大
策
が
必
要
で
あ
っ
た

ら
財
政
で
す
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

【
重
原
】
そ
う
で
す
ね
、
基
本
的
に
は
そ
う
で
す
。
た
だ
し
、
も
ち
ろ
ん
プ
ラ

ザ
合
意
の
あ
と
の
急
激
な
円
高
の
場
合
は
極
め
て
大
き
な
デ
フ
レ
シ
ョ
ッ
ク
で

あ
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
当
初
は
金
融
政
策
も
緩
和
方
向
に
運
営
し

て
い
く
こ
と
が
妥
当
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
金
融
政
策

運
営
の
枠
組
み
が
、
た
と
え
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
・
タ
ー

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
ろ
う
と
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
タ
ー
ゲ
ッ

テ
ィ
ン
グ
で
あ
ろ
う
と
、
最
終
目
標
と
し
て
の
物
価
に

関
す
る
直
接
的
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
タ
ー
ゲ
ッ

テ
ィ
ン
グ
で
あ
ろ
う
と
、
金
融
政
策
手
段
の
面
で
は

オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
金
利
の
引
き
下
げ
で
反
応
を
す

る
筈
で
す
。
た
だ
、
経
常
収
支
の
不
均
衡
を
是
正
す
る

た
め
に
金
融
政
策
を
割
り
当
て
る
（
ア
サ
イ
ン
す
る
）

の
は
間
違
い
だ
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
原
田
】
た
だ
、
マ
ン
デ
ル
フ
レ
ミ
ン
グ
・
モ
デ
ル
で

す
と
、
こ
う
い
う
と
き
に
財
政
を
出
せ
ば
、
金
利
が
上

が
っ
て
円
高
に
な
り
ま
す
が
。

【
重
原
】
は
い
。

【
原
田
】
そ
れ
で
も
財
政
を
出
し
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

【
重
原
】
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
程
も
う
少
し
申
し
上
げ

ま
す
。

（注６）
Since end-1985, monetary policy has been significantly eased, with monetary growth sub-
stantially exceeding that of nominal income and the discount rate being reduced in steps
to 3 per cent, its lowest level ever. Further relaxation may risk triggering excessive
monetary growth and rekindling inflationary pressures in the future. There is perhaps
somewhat greater scope for fiscal policy.（p.９３）
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ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
（
１
９
８
７
年
１０
月
１９
日
）

【
原
田
】
そ
ろ
そ
ろ
景
気
も
良
く
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、
各
国
と
も
利

上
げ
を
す
れ
ば
い
い
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
日

本
、
西
ド
イ
ツ
で
は
国
内
景
気
の
回
復
を
受
け
、
市
場
金
利
の
高
め
誘
導
策
が

開
始
さ
れ
、
そ
う
い
う
こ
と
が
引
き
金
と
な
っ
て
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
が
起
き

た
の
で
、
日
本
は
そ
の
後
、
金
融
引
締
め
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
あ
た
り
を
ど
う
評
価
さ
れ
る
か
を
お
伺
い
し
ま
す
。

【
重
原
】
恐
縮
で
す
が
、
頂
い
た
ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
少
し
揚
げ
足
取
り
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
原
田
】
い
え
い
え
、
と
ん
で
も
な
い
。
正
確
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

【
重
原
】
「
し
か
し
、
日
本
、
西
ド
イ
ツ
で
は
国
内
景
気
の
回
復
を
受
け
、
市

場
金
利
の
高
め
誘
導
策
が
開
始
さ
れ
」、
そ
う
い
う
こ
と
が
引
き
金
と
な
っ
て

ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
に
な
っ
た
と
い
う
か
た
ち
で
、
日
本
と
ド
イ
ツ
が
一
緒

に
、
し
か
も
日
本
を
最
初
に
名
指
し
な
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
必
ず
し
も
そ

う
で
は
な
か
っ
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

８７
年
９
月
に
私
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
政
策
調
査
局
長
に
な
り
ま
し
て
、
翌
月
に
こ

の
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
が
起
き
た
わ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
の
こ
と
は

一
番
よ
く
覚
え
て
い
て
、
私
の
最
初
の
大
仕
事
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
先
駆
け
て
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
は
ど
の
よ
う
に
国
際
政
策
協
調
を
や
っ
て
い
く
べ
き
か
考
え
る
こ
と
で
し

た
。
そ
の
観
点
か
ら
私
は
ま
ず
事
務
総
長
に
、
秘
密
書
簡
をGroup

of１０

（
Ｇ
１０
）
の
大
蔵
大
臣
と
中
央
銀
行
総
裁
に
書
く
べ
き
だ
と
進
言
し
ま
し
た
。

そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
の
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
あ
と
の
金

融
市
場
へ
のliquidity

（
流
動
性
）
の
供
給
は
中
央
銀
行
の
喫
緊
の
課
題
だ
け

れ
ど
も
、
よ
り
難
し
い
の
は
、
ど
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
れ
だ
け
の
量
のli-

quidity

を
吸
収
し
て
い
く
か
と
い
う
出
口
政
策
だ
。
そ
れ
に
つ
い
て
今
か
ら

我
々
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
第
３
作
業
部
会（
Ｗ
Ｐ
３
）等
で
よ
く
議
論
し
た
い
か
ら
、

あ
な
た
方
（
各
国
の
大
蔵
大
臣
及
び
中
央
銀
行
総
裁
）
のdeputies

（
代
理
者

で
あ
る
次
官
及
び
副
総
裁
ク
ラ
ス
の
人
た
ち
）
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
側
（
結
局
は
私
と

い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
）
で
や
っ
て
い
こ
う
、
と
い
う
趣
旨
の
手
紙
を

送
っ
て
い
る
ん
で
す
。

で
は
、
ご
質
問
の
日
本
や
西
ド
イ
ツ
の
金
融
政
策
に
つ
い
て
の
事
実
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
や
っ
ぱ
り
大
き
な
点
は
、
こ
れ
は
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
の

話
に
戻
っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
ド
イ
ツ
が
マ
ネ
タ
リ
ー
・
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン

グ
を
２
年
間
に
わ
た
っ
て
ミ
ス
し
始
め
て
い
る
わ
け
で
す
。
ド
イ
ツ
の
景
気
の

状
況
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
ほ
う
か
ら
見
て
い
る
と
、
日
本
の
ほ
う
が
景
気
回
復
の
足

腰
は
よ
り
強
い
、
ド
イ
ツ
の
ほ
う
は
も
っ
と
不
確
か
だ
と
思
わ
れ
て
い
な
が

ら
、
マ
ネ
ー
・
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
（
ブ
ン
デ
ス
バ
ン
ク
の
マ
ネ
タ
リ
ー
・

タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
当
時
は
中
央
銀
行
通
貨
、「
セ
ン
ト
ラ
ル
バ
ン
ク
・
マ

ネ
ー
」
が
対
象
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
）
に
対
す
る
執
着
、
そ
れ
か
ら
、
そ
れ
に

中
央
銀
行
のcredibility

（
信
認
）
を
か
け
て
い
る
割
合
が
非
常
に
強
い
も
の

で
す
か
ら
、
市
場
の
ほ
う
に
も
、
ブ
ン
デ
ス
バ
ン
ク
は
や
は
り
政
策
金
利
を
上

げ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
期
待
を
生
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
で

す
か
ら
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
金
融
資
本
市
場
が
ナ
ー
バ
ス
な
反
応

を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
収
支
の
悪
い

数
字
が
パ
ッ
と
出
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
新
聞
報
道
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と

ド
イ
ツ
の
間
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
政
策
論
争
み
た
い
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
ド
イ
ツ
側
は
、
ル
ー
ブ
ル
（
合
意
）
で
約
束
し
た
ド
ル
安
（
ド
イ
ツ
マ
ル

ク
高
及
び
円
高
）
の
是
正
を
目
指
す
よ
り
も
、
マ
ル
ク
が
高
く
な
っ
て
も
構
わ
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な
い
と
い
う
か
た
ち
で
国
内
の
物
価
優
先
型
に
行
く
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が

国
際
金
融
資
本
市
場
のexpectation

（
期
待
）
を
変
え
て
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー

の
素
地
を
作
っ
た
と
い
う
の
が
私
共
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
考
え
方
で
し
た
。

日
本
は
ド
イ
ツ
よ
り
も
実
は
景
気
の
足
取
り
は
し
っ
か
り
し
て
い
た
け
れ
ど

も
、
も
う
ち
ょ
っ
と
腰
が
引
け
て
い
る
う
ち
に
こ
の
事
件
が
起
こ
っ
た
か
ら
、

あ
と
の
事
態
の
推
移
は
原
田
さ
ん
の
ご
認
識
と
同
じ
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
結

果
的
に
は
金
融
引
き
締
め
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
遅
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
面

が
あ
る
ん
で
す
ね
。

そ
の
事
実
は
と
も
か
く
と
し
て
、
日
本
と
し
て
は
ど
う
い
う
対
応
を
金
利
政

策
の
面
か
ら
す
べ
き
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
一
番
心
髄
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
場
に
お
け
る
マ
ク
ロ
政
策
協
力
と
い
う
こ
と
が
後
ほ

ど
話
題
と
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
９０
年
代
に
関
す
る
問
題

で
す
の
で
、
こ
こ
で
は
８０
年
代
の
後
半
、
８７
〜
８９
年
ま
で
、
つ
ま
り
私
が
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
に
政
策
調
査
局
長
と
し
て
在
職
中
に
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
。

差
し
上
げ
た
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
見
解
」〔
資
料
７
〕
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
が
起
き
た
直
後
の
８７
年
１２
月
に
発
表
さ
れ
た

「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
（Econom

ic
O
utlook

）」
で

何
を
言
っ
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
こ
こ
で
は
、
と
も
か
く
先
ほ
ど
申
し
た
通
り

流
動
性
（liquidity

）
の
追
加
供
給
を
行
う
こ
と
は
そ
う
難
題
で
は
な
い
け
れ

ど
も
、
も
う
少
し
先
を
考
え
た
場
合
ど
う
や
っ
て
物
価
の
安
定
の
た
め
に
流
動

性
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
か
、
こ
れ
が
一
番
難
し
い
。
そ
の
一
般
論
を
ま

ず
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
（
注
７
参
照
）。

そ
の
上
で
、
特
に
日
本
に
関
し
て
名
指
し
で
イ
ン
フ
レ
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

な
政
策
が
望
ま
し
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
し
て
、
国
内
流
動
性
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
大
切
だ
と
（
注
８
参
照
）。

も
う
少
し
詳
し
く
申
し
ま
す
と
、
こ
の
提
言
と
共
に
１２
月
に
発
表
さ
れ
た
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
予
測
（
と
い
う
こ
と
は
１１
月
に
作
成
し
た
予
測
と
い
う
わ
け
で
す
が
）

で
は
、
日
本
銀
行
が
金
利
を
上
げ
る
見
通
し
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
金
利

引
き
上
げ
が
い
つ
頃
に
始
ま
る
と
予
測
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
８８
年
上
期
か

ら
で
す
。
８７
年
後
半
に
は
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
が
起
き
た
あ
と
、
短
期
市
場
金

利
は
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
も
う
修
正
し
て
８８
年
前
半
に
は
金
利

を
上
げ
て
い
く
、
そ
し
て
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
８９
年
に
か
け
て
引
き
上

げ
を
続
け
て
い
く
。
当
時
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
こ
う
い
う
日
本
の
短
期
市
場
金
利
に

関
す
る
見
通
し
に
照
ら
し
ま
す
と
、
日
本
の
利
上
げ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
非
常
に

遅
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
（
注
９
参
照
）。

【
原
田
】
そ
れ
は
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
国
内
均
衡
を
重
視
し
て

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

【
重
原
】
そ
う
で
す
ね
。
こ
う
し
た
日
本
の
金
利
引
き
上
げ
が
国
際
的
に
許
容

で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
て
、
今
日
は
こ

こ
で
は
詳
し
く
は
申
し
上
げ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
ご
興
味
が
あ
る
方
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
提
言
を
差
し
上
げ
た
資
料
で
後
ほ
ど
お
読
み
下
さ
い
。

国
内
均
衡
と
い
う
目
的
と
の
相
克
（
コ
ン
フ
リ
ク
ト
）
が
起
こ
ら
な
い
限
り
は

為
替
相
場
の
ほ
う
に
も
目
配
り
し
た
金
融
政
策
を
す
べ
き
で
あ
る
が
、
コ
ン
フ

リ
ク
ト
が
起
こ
る
よ
う
な
時
は
や
っ
ぱ
り
国
内
均
衡
を
優
先
す
べ
き
で
あ
り
、

対
外
不
均
衡
の
是
正
は
財
政
政
策
で
や
る
べ
き
だ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
も
う
一
つ
別
の
こ
と
で
言
い
ま
す
と
、
国
際
収
支
赤
字
国
と
黒
字

国
と
の
喧
嘩
両
成
敗
み
た
い
に
、
ア
メ
リ
カ
が
財
政
赤
字
を
減
ら
し
た
ら
日
本

と
ド
イ
ツ
は
財
政
の
拡
大
を
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
、
ポ
リ

テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
問
題
と
し
て
政
治
家
の
レ
ベ
ル
で
は
起
こ
り
や
す
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い
の
で
す
が
、
私
ど
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
は
そ
う
い
う
議
論
に
は
賛
同
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
ず
っ
と
前
の
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
８０
〜
８２
年
、
こ
の
時

期
に
は
私
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
経
済
総
局
の
次
長
で
出
向
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
第

２
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
後
で
あ
っ
た
こ
の
時
期
に
も
そ
う
い
う
問
題
が
起

こ
っ
た
わ
け
で
す
。
政
治
の
レ
ベ
ル
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
は
財
政
の
緊
縮
を
求

め
、
ド
イ
ツ
と
日
本
に
つ
い
て
は
財
政
の
拡
大
を
や
れ
と
い
う
こ
と
を
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
の
事
務
局
の
中
で
も
私
の
上
に
い
た
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
幹
部
連
中
が

主
張
し
た
ん
で
す
。
私
は
当
時
は
次
長
の
立
場
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

絶
対
に
お
か
し
い
と
反
論
し
ま
し
た
。
当
時
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ

が
単
独
で
財
政
赤
字
を
減
ら
す
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
長
期
金
利

が
下
が
っ
て
い
く
か
た
ち
で
ド
ル
安
に
な
る
場
合
に
は
、
日
本
は
そ
れ
を
受
容

す
べ
き
だ
け
れ
ど
も
、
日
本
が
喧
嘩
両
成
敗
み
た
い
な
か
た
ち
で
財
政
を
拡
大

す
る
こ
と
は
や
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
私
の
基
本
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ

て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
政
策
調
査
局
長
で
あ
っ
た
時
も
、
経
済
総
局
長
で
あ
っ
た
時

も
、
私
は
そ
の
考
え
を
通
し
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
５
月
の
公
定
歩
合
引
き
上
げ

【
原
田
】
話
が
重
な
り
ま
す
が
、
公
定
歩
合
を
８９
年
５
月
に
２
・
５
％
か
ら

３
・
２５
％
に
上
げ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
は
、
８７
年
２
月
か
ら
ず
っ
と
２
・

５
％
の
ま
ま
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
対
外
均
衡
の
た
め
に
金
融
緩
和
を
や
り
過
ぎ

て
い
た
と
い
う
ご
判
断
か
ら
す
る
と
、
こ
の
２
・
５
％
の
公
定
歩
合
は
長
過
ぎ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

【
重
原
】
ま
ず
、
２
・
５
％
に
下
げ
た
こ
と
が
妥
当
だ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題

が
一
つ
あ
り
ま
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
は
、
そ
こ
ま
で
や
る
必
要
は
な
い
、
３
・

（注７）
Monetary authorities are now faced with the task of gauging and responding to the de-
mands for extra liquidity arising from financial unrest while ensuring, over a slightly
longer-term horizon, that liquidity increases are not such as to give rise to an upsurge of
inflation.（p.Ⅶ）

（注８）
The Japanese authorities will need to remain vigilant to ensure that domestic activity re-
mains on an appropriate growth path conducive to non-inflationary external adjustment.
The prospective strength of demand in the immediate future underlines the need for
control of domestic liquidity as well as the usefulness of import liberalization.（p. x）

（注９）
Interest rate projections for Japan by OECD（call money, per cent）
1987/1H 3.6 1988/1H 3.4 1989/1H 3.7
1987/2H 3.3 1988/2H 3.6 1989/2H 3.8
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０
％
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
公
定
歩
合
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
も
う
十
分

だ
、
と
い
う
判
断
を
打
ち
出
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
点
が
ま
ず
現
実

の
動
き
と
違
い
ま
す
。
最
初
に
申
し
上
げ
た〔
資
料
７
〕の
第
１
パ
ラ
グ
ラ
フ

（
注
６
参
照
）
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
３
％
ま
で
下
が
っ
た
時
点
で
、further

relaxation
（
さ
ら
な
る
緩
和
）
は
危
険
だ
と
言
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
日
本
時
間
で
は
ル
ー
ブ
ル
合
意
の
翌
日
と
な
る
８７
年
２
月
２３
日
、

日
本
銀
行
の
公
定
歩
合
が
２
・
５
％
ま
で
下
が
っ
て
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
こ
れ
が
既
成
事
実
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
後
で
、
そ
れ
か
ら
ど
う
い
う
ふ

う
に
日
本
銀
行
は
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
な
る
わ
け

で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
程
申
し
上
げ
た
よ
う
に
も
っ
と
早
め
に
公
定
歩

合
を
上
げ
て
い
く
べ
き
だ
っ
た
、
と
い
う
答
え
に
な
る
わ
け
で
す
。

少
し
ダ
ブ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
時
間
の
関
係
も
あ
る
の
で
こ
こ
で
お
話

し
し
て
し
ま
い
ま
す
と
、
こ
の
当
時
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
第
３
作
業
部
会
に
お
け
る
日

本
の
代
表
と
私
と
の
間
に
は
、
非
常
な
対
立
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

ち
ょ
う
ど
行
天
〔
豊
雄
〕
さ
ん
が
議
長
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
行
天
さ
ん
に
は

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
ま
し
た
か
。

【
原
田
】
は
い
。

【
重
原
】
行
天
さ
ん
の
ご
記
憶
に
あ
る
か
ど
う
か
存
じ
ま
せ
ん
が
、
私
の
方

は
、
日
本
が
早
く
金
利
を
上
げ
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
で
、
そ
の
背
景

に
は
、
株
価
、
土
地
価
格
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
議
論
を
し
た
わ
け
で
す
。
日
本
の
代
表
は
、
大
蔵
省
の
財
務
官
（
財

務
官
が
議
長
で
あ
る
時
は
国
内
担
当
審
議
官
が
来
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
）、
そ

れ
か
ら
日
銀
の
国
際
金
融
担
当
理
事
が
来
て
い
て
、
大
蔵
省
が
答
え
る
わ
け
で

す
が
、
株
の
問
題
は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
だ
と
い
う
議
論
に
終
始
し
た
ん
で
す
ね
。

行
天
さ
ん
は
非
常
に
エ
ス
プ
リ
と
い
う
か
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
方
で
、
そ
う

い
っ
た
対
立
で
会
議
の
空
気
が
だ
ん
だ
ん
と
険
悪
に
な
っ
て
く
る
と
、
当
時
、

Japan
Incorporated

（
日
本
株
式
会
社
）
と
い
う
言
わ
れ
方
が
あ
っ
た

こ
と
を
引
用
さ
れ
て
、「
そ
れ
見
た
こ
と
か
。
こ
の
会
議
用
の
丸
テ
ー
ブ
ル
の

こ
ち
ら
側
に
座
っ
て
い
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
局
長
も
黒
い
目
、
そ
の
真
向
か
い
に
も

同
じ
黒
い
目
が
座
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
両
方
と
も
日
本
か
ら
来
た
人
間
じ
ゃ

な
い
か
。
同
じ
日
本
人
で
も
こ
ん
な
に
意
見
が
違
う
。
要
す
る
に
日
本
だ
っ
て

diversify

（
多
様
化
）さ
れ
て
い
る
ん
だ
」と
言
っ
て
、
み
ん
な
が
ド
ッ
と
笑
っ

て
雰
囲
気
が
和
や
か
に
な
っ
た
。
そ
の
く
ら
い
の
対
立
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
銀
行
は
当
時
ま
だ
政
府
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
日
本
銀

行
代
表
は
完
全
に
自
由
な
発
言
は
出
来
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
何
を
言
わ

れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
非
常
に
文
学
的
な
表
現
で
、
こ
れ
は
三
重
野
さ
ん

（
当
時
日
銀
副
総
裁
）
が
お
好
き
な
表
現
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、「（
日

本
経
済
は
）
非
常
に
乾
い
た
薪
の
上
に
乗
っ
て
い
る
」
と
。
何
時
イ
ン
フ
レ
の

火
が
燃
え
上
が
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
の
比
喩
的
な
表
現
、
こ
れ

を
日
銀
代
表
は
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
ま
し
た
よ
。
従
っ
て
、
言
っ
て
み
れ

ば
、
日
銀
は
公
定
歩
合
を
上
げ
た
い
と
内
心
は
思
っ
て
い
た
が
、
上
げ
ら
れ
な

い
、
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

話
が
戻
り
ま
す
が
、
日
米
の
比
較
を
し
た
私
の
Ｉ
Ｅ
Ａ
提
出
論
文〔
資
料
６
〕

を
出
版
前
の
ド
ラ
フ
ト
段
階
で
グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
で

言
及
さ
れ
て
い
た
日
本
銀
行
の
政
府
か
ら
の
独
立
性
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て

コ
メ
ン
ト
が
返
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
当
時
は
日
銀
法
の
改
正
が
ま
だ
実
施
さ

れ
て
い
な
い
時
で
し
た
。
日
本
の
場
合
は
、
プ
ー
ル
が
Ｆ
Ｒ
Ｂ
に
つ
い
て
問
題

視
し
た
以
上
に
金
融
政
策
が
対
外
均
衡
面
に
割
り
当
て
さ
れ
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
に
は
当
時
の
日
銀
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
事
情
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
一
番
よ
く
承
知
さ
れ
て
い
た
の
は
故
澄
田
智
さ
ん
で
し
ょ
う
。
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【
原
田
】
対
外
的
な
も
の
に
関
与
し
過
ぎ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
鈴
木
さ
ん
も

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
日
銀
自
ら
が
そ
う
い
う
圧
力
に
随
分
弱
か
っ
た
な

あ
と
い
う
感
じ
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

【
重
原
】
こ
の
辺
の
こ
と
は
、
ご
存
命
の
方
で
は
、
青
木
昭
さ
ん
に
聞
か
れ
る

と
一
番
い
い
と
思
い
ま
す
。
青
木
さ
ん
自
身
が
直
接
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
第
３
作
業
部
会

な
ど
の
国
際
会
議
に
出
て
来
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
国
際
金
融
担
当
理
事
が

出
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
こ
う
し
た
日
銀
に
お
け
る
私
の
先
輩
は
、
後
輩
で
あ

る
私
が
論
陣
の
先
頭
に
立
っ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
か
ら
日
本
国
内
に
あ
っ
た
低
金
利
志

向
の
意
見
と
は
逆
方
向
か
ら
も
攻
め
ら
れ
る
大
変
つ
ら
い
立
場
だ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
た
だ
、
私
と
し
て
は
、
最
初
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
赴
任
す
る
時
、
前
川

〔
春
雄
、
当
時
日
銀
理
事
、
の
ち
に
総
裁
〕
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
で

す
が
、「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
国
際
公
務
員
と
し
て
行
動
せ
よ
」
と
い
う
教
訓
に

従
っ
て
職
責
を
果
た
す
こ
と
に
専
念
し
た
つ
も
り
で
す
。

低
金
利
の
神
話

【
原
田
】
関
連
し
た
話
で
す
が
、
非
常
に
長
い
あ
い
だ
低
金
利
が
続
い
て
い
た

の
で
、
永
久
に
低
金
利
が
続
く
と
い
う
神
話
が
生
ま
れ
た
。
こ
う
い
う
言
い
方

を
す
る
と
ま
た
怒
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
（
笑
）。

【
重
原
】
い
え
い
え
、
私
は
当
時
パ
リ
に
い
た
か
ら
知
ら
な
い
世
界
で
す
。

【
原
田
】
マ
ス
コ
ミ
的
な
表
現
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
は
そ
う
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
て
、
経
済
合
理
的
に
説
明
で
き

な
い
ほ
ど
資
産
価
格
が
上
が
っ
て
バ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
た
、
と
い
う
こ
と
が
一

般
的
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
重
原
さ
ん
の
お
立
場
は
、
当
然
日
銀
は
手
を
打
つ

こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

【
重
原
】
ま
あ
理
屈
の
話
で
す
ね
。
理
屈
の
世
界
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
問
題

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

【
原
田
】
金
融
を
引
き
締
め
る
こ
と
は
で
き
た
し
、
引
き
締
め
て
い
れ
ば
、
バ

ブ
ル
が
全
く
起
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
あ
れ
ほ
ど
ひ
ど

い
バ
ブ
ル
に
は
な
ら
な
か
っ
た
ろ
う
と
お
考
え
で
す
か
。

【
重
原
】
そ
う
い
う
仮
定
の
話
に
対
し
て
の
答
え
は
、
イ
エ
ス
で
す
。
た
だ
、

こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
い
う
手
が
打
て
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
ご
質
問
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
宜
し
け
れ
ば
、
そ
こ
に
少
し
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
１
の
問
題
は
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
こ
の
席
で
、
わ
ざ
わ
ざ

前
半
に
あ
れ
ほ
ど
長
い
時
間
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
の
は

そ
の
た
め
で
す
が
、
日
銀
が
当
時
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
仮
に

持
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問

題
で
す
。
２
番
目
の
問
題
は
、
イ
ン
フ
レ
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
い
う
も
の
を
数
値

で
き
っ
ち
り
持
っ
て
い
た
ら
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
問
題
提

起
が
で
き
ま
す
。
金
融
政
策
の
領
域
の
中
で
は
、
日
本
銀
行
が
伝
統
的
な
金
融

政
策
手
段
の
分
野
の
外
で
何
か
や
る
こ
と
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
金
融
政
策
の
分
野
に
お
け
る
基
本

的
な
問
題
は
こ
の
二
つ
だ
と
思
う
ん
で
す
。

そ
の
面
か
ら
い
く
と
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
定
義
は
当
時
は
Ｍ
２
＋
Ｃ
Ｄ
と

い
う
概
念
に
変
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
が
８６
年
初
め
の
８
〜
９
％
の

伸
び
か
ら
、
８７
年
第
３
四
半
期
に
は
前
年
比
で
１１
％
、
１０
月
に
は
１２
％
に
ま
で

上
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
う
し
た
伸
び
は
許
容
で
き
な
い
、
つ
ま
り
予
測

値
で
は
な
く
て
、
ノ
ー
マ
テ
ィ
ブ
な
目
標
値
と
し
て
こ
れ
を
仮
に
持
っ
て
い
た

ら
、
金
融
政
策
は
ど
の
よ
う
な
展
開
と
な
り
、
資
産
価
格
は
ど
う
な
っ
た
の

か
、
と
い
う
の
が
第
１
の
問
題
で
す
。
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２
番
目
の
問
題
に
関
連
し
た
物
価
動
向
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
当
時

の
日
本
銀
行
は
、
物
価
見
通
し
、
特
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
（
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

÷
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
見
通
し
な
ど
で
出
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
日
本
政
府
が
出
す

だ
け
で
す
が
、
日
本
政
府
は
原
田
さ
ん
も
ご
承
知
の
通
り
そ
れ
ほ
ど
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
改
訂
し
て
い
な
い
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
も
っ
と
頻
繁
に
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ

レ
ー
タ
ー
と
消
費
者
物
価
の
見
通
し
を
出
し
て
い
ま
す
。
私
が
政
策
調
査
局
長

の
時
、
８７
年
１２
月
発
表
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
見
通
し
で
は
、
８９
年
に
お
け
る
日
本
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
の
前
年
比
上
昇
率
を
プ
ラ
ス
１
・
５
％
と
見
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
８８
年
６
月
、
つ
ま
り
半
年
経
っ
た
あ
と
に
発
表
し
た
予
測
で

は
、
同
じ
８９
年
に
つ
い
て
プ
ラ
ス
２
・
５
％
と
予
測
し
て
い
ま
し
た
。

従
っ
て
、
も
し
当
時
の
日
本
銀
行
が
仮
に
イ
ン
フ
レ
目
標
圏
を
数
値
で
０
〜

１
％
と
し
て
持
っ
て
い
て
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
な
政
策
を
と
る
と
宣
言

し
た
上
で
、
世
間
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
同
様
な
物
価
な
い
し
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー

の
見
通
し
を
出
し
て
い
た
ら
、
８８
年
の
初
め
ぐ
ら
い
か
ら
引
き
締
め
が
で
き
た

か
ど
う
か
、
こ
う
し
た
政
策
を
果
敢
に
や
れ
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
足
元
の
８７
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
が
ど
う
だ
っ
た
の

か
と
い
う
と
マ
イ
ナ
ス
０
・
２
％
で
し
た
。
そ
う
い
う
状
況
の
下
で
、
日
銀
と

し
て
は
こ
う
い
う
物
価
な
い
し
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
見
通
し
を
持
っ
て
い
る

か
ら
金
融
引
き
締
め
を
や
り
た
い
と
言
っ
て
、
果
た
し
て
強
引
に
や
れ
た
か
、

と
い
う
仮
定
の
話
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
に
は
相
当
強
固
な
人
物
が

ト
ッ
プ
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が
肝
要
で
す
し
、
さ
ら
に
日
銀
の
独
立
性
が
法
制

上
確
保
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
難
し
い
こ
と
だ
っ
た
で
し
ょ

う
。
独
立
性
を
確
保
さ
れ
た
機
関
の
長
と
し
て
、
政
府
、
国
会
だ
け
で
な
く
国

内
世
論
と
い
う
も
の
、
あ
る
い
は
、
海
外
で
中
央
銀
行
の
仲
間
か
ら
は
あ
る
程

度
理
解
し
て
も
ら
え
た
で
し
ょ
う
が
、
ア
メ
リ
カ
の
政
界
や
大
統
領
な
ど
の
意

向
を
無
視
し
て
利
上
げ
を
早
急
に
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
に
い
た
者
に
は
判
断
が
つ
き
か
ね
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
で
一
つ
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
日
本
の

世
論
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
の
記
憶
に
間
違
い
が
な
け
れ

ば
、
そ
の
頃
、
日
本
国
内
で
は
、「
日
銀
ア
ン
カ
ー
論
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
普
通
で
あ
れ
ば
、
名
目
為
替
相
場
を
安
定
さ
せ
る
の
が
ノ
ミ

ナ
ル
ア
ン
カ
ー
論
で
す
が
、
私
の
聞
い
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
、「
日
本
銀
行

が
金
利
を
低
く
抑
え
て
、
ア
ン
カ
ー
と
な
る
べ
き
だ
」
と
い
う
議
論
で
す
。
日

本
の
著
名
な
経
済
評
論
家
の
な
か
で
は
田
中
直
毅
さ
ん
が
こ
う
い
う
ア
ン
カ
ー

論
の
急
先
鋒
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、「
日
銀
ア
ン
カ
ー
論
は
崩
れ
る
か
」
と

題
し
た
『
週
刊
東
洋
経
済
』
の
８９
年
３
月
１８
日
号
に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今

回
の
こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
、
日
本
国
内
で
行
わ
れ
た
こ
う
し

た
議
論
も
再
吟
味
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
の
が
私
の

質
問
で
す
。

【
原
田
】
基
本
的
に
は
経
済
政
策
に
実
際
に
か
か
わ
っ
た
方
に
お
聞
き
す
る
と

い
う
ス
タ
ン
ス
な
の
で
、
そ
れ
を
言
っ
て
い
た
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と
い

う
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
確
か
に
そ
う
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
し

た
。

【
竹
中
】
あ
り
ま
し
た
。

【
重
原
】
あ
り
ま
し
た
ね
。
私
も
実
は
、
メ
モ
ワ
ー
ル
を
書
け
と
マ
ー
ヴ
ィ

ン
・
キ
ン
グ
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
彼
も
読
め
る
も
の
と
な
れ
ば
、
英
語
で

書
く
話
に
な
る
の
で
す
が
。
そ
れ
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
銀
行
出
身
の
旧
友
で
、
最

後
は
大
蔵
大
臣
も
し
た
〔
ト
マ
ゾ
・
〕
パ
ド
ア
ス
キ
オ
ッ
パ
か
ら
も
、
私
の
よ

う
に
、
国
際
機
関
に
長
く
働
き
、
中
央
銀
行
と
の
間
で
行
っ
た
り
来
た
り
し
な

が
ら
、
こ
の
時
期
２０
年
以
上
や
っ
た
人
間
は
い
な
い
の
だ
か
ら
、
ぜ
ひ
メ
モ
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ワ
ー
ル
を
残
せ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
…
…
。

【
原
田
】
我
々
も
ぜ
ひ
そ
の
メ
モ
ワ
ー
ル
を
読
み
た
い
で
す
ね
。

【
重
原
】
こ
れ
を
書
く
と
な
れ
ば
、
日
銀
ア
ン
カ
ー
論
に
私
が
違
和
感
を
持
っ

て
い
た
こ
と
に
も
触
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
ア
ン

カ
ー
論
と
い
う
の
は
、
日
本
語
の
文
献
を
読
ん
で
い
る
人
は
知
っ
て
い
る
け
れ

ど
、
海
外
の
人
は
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。
英
語
で
書
い
て
グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
に

も
見
せ
た
私
の
Ｉ
Ｅ
Ａ
論
文
に
は
日
本
国
内
に
あ
っ
た
ア
ン
カ
ー
論
の
こ
と
は

書
い
て
い
な
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
、
田
中
直
毅
さ
ん
が
書
か
れ
た
『
日
米
経

済
摩
擦
』
と
題
す
る
本
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
５
７
３
、
８９
年
５
月
）
に
は
、
次

の
よ
う
な
議
論
が
あ
り
ま
す
。

「
今
後
の
国
際
協
調
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
日
本
の
金
利
が
で
き
る
だ
け

低
く
な
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
最
大
の
使
命
だ
と
私
は
判

断
し
て
い
る
。
…
金
融
市
場
の
混
乱
で
あ
れ
、
名
目
金
利
の
高
ど
ま
り
で
あ

れ
、
米
国
に
と
っ
て
も
ま
た
世
界
経
済
に
と
っ
て
も
、
好
ま
し
く
な
い
こ
と

は
明
ら
か
だ
。
こ
う
し
た
混
乱
や
不
況
の
長
期
化
と
い
う
米
国
の
シ
ナ
リ
オ

を
少
し
で
も
否
定
し
て
い
く
た
め
に
は
、
日
本
の
金
利
水
準
が
低
い
ほ
ど
都

合
が
い
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。」（
同
書
、pp．
２
０
７
―

２
０
８
）

そ
う
い
う
世
論
の
あ
る
中
で
、
独
立
性
も
な
い
中
央
銀
行
が
金
利
引
き
上
げ

を
や
る
に
必
要
な
、
相
当
個
性
が
強
く
、
し
か
も
理
論
的
に
も
強
く
て
、
ア
メ

リ
カ
の
連
中
と
も
英
語
で
丁
々
発
止
で
や
れ
る
リ
ー
ダ
ー
が
日
銀
に
い
な
か
っ

た
か
ら
、
い
て
も
難
し
い
け
れ
ど
も
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
私
ど
も
が
提
言
し
て
い
た

よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
金
利
引
き
上
げ
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
な

と
も
思
わ
れ
ま
す
。

【
原
田
】
ま
ず
フ
ロ
ー
の
物
価
に
つ
い
て
、
イ
ン
フ
レ
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
あ
っ

て
も
、
資
産
価
格
が
上
昇
し
て
も
物
価
は
上
昇
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
引
締
め

は
で
き
な
か
っ
た
と
、
日
本
銀
行
の
方
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

最
初
の
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
し
た
ら
、
７５
年
ぐ
ら
い
か
ら

８
％
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

【
重
原
】
そ
う
で
す
、
目
標
値
で
は
な
く
予
測
値
と
し
て
で
す
ね
。

【
原
田
】
そ
の
予
測
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
っ
た
ら
、
で
き
な
い
こ
と
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
が
。

【
重
原
】
非
常
に
難
し
い
問
題
で
、
７５
年
以
降
、
各
国
が
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
・

タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
ど
ん
ど
ん
中
止
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
や
め
な
い
場
合

は
、
目
標
の
対
象
を
Ｍ
１
か
ら
Ｍ
２
だ
、
Ｍ
３
だ
と
ス
イ
ッ
チ
し
て
い
た
。
し

か
も
目
標
レ
ン
ジ
を
も
の
す
ご
く
大
き
く
設
け
て
い
る
し
、
そ
れ
は
さ
っ
き
の

ブ
ン
デ
ス
バ
ン
ク
の
話
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
、
目
標
を
ミ
ス
し
て
も
翌
年
も

目
標
値
と
実
績
値
と
の
乖
離
を
是
正
す
る
た
め
の
レ
ベ
ル
の
調
整
を
し
な
い
ま

ま
い
く
な
ど
、
か
な
り
形
骸
化
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
、
日
本
銀
行
が
さ
っ

き
の
「
厳
密
な
意
味
で
の
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
」
が
主
張
す
る
（
貨
幣
供
給
量
の
伸

び
率
に
一
定
の
目
標
値
を
設
定
し
て
金
融
政
策
を
運
営
す
る
）
ｋ
％
ル
ー
ル
と

い
う
形
で
採
用
し
て
い
た
と
し
て
も
、
早
急
な
金
利
引
き
上
げ
は
簡
単
に
は
出

来
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

【
原
田
】
当
時
の
日
本
の
世
論
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
確
か
に
ノ
ミ
ナ
ル

ア
ン
カ
ー
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
、
地
価
が
上
が
っ
た
こ
と
に
対
す
る

国
民
的
な
世
論
の
批
判
は
非
常
に
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
重
原
】
は
い
。

【
原
田
】
株
価
に
対
し
て
は
両
様
で
し
た
ね
。
株
が
上
が
っ
て
喜
ん
で
い
る
人

も
い
ま
し
た
し
、「
あ
い
つ
ら
は
う
ま
い
こ
と
を
や
っ
て
」
と
言
っ
て
怒
っ
て

い
る
方
も
い
ら
し
た
。
そ
の
両
方
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
土
地
に
つ
い
て
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
家
を
年
収
の
５
倍
で
買
え
な
く
な
る
の
は
良
い
国
で
は
な
い
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だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
批
判
が
あ
り
ま
し
た
。
む
し
ろ
そ
の
批
判
を

受
け
て
、
日
本
銀
行
が
そ
の
あ
と
非
常
に
急
激
な
引
き
締
め
を
行
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
世
論
の
後
押
し
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
重
原
】
そ
う
で
す
ね
。
だ
か
ら
引
き
締
め
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
遅
か
っ
た
で
す

ね
。

【
原
田
】
や
っ
た
の
が
遅
か
っ
た
し
、
や
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
重
原
】
資
産
価
格
、
特
に
土
地
の
価
格
と
金
融
政
策
あ
る
い
は
株
価
と
の
関

係
と
い
う
の
は
、
私
も
外
で
見
て
い
て
非
常
に
心
配
で
し
た
。
反
転
が
絶
対
に

起
こ
る
は
ず
だ
か
ら
。
も
う
一
つ
は
、
金
融
セ
ク
タ
ー
の
問
題
だ
け
で
な
く

て
、
設
備
投
資
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
っ
て
い
た
わ
け
で

す
。
こ
れ
を
私
は
一
つ
問
題
に
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
住
宅
バ
ブ
ル

よ
り
も
、
設
備
投
資
が
余
り
に
も
過
剰
な
生
産
設
備
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
そ

のstock
adjustm

ent

（
生
産
設
備
ス
ト
ッ
ク
の
調
整
）
が
起
こ
る
の
で
は
な

い
か
と
。

日
銀
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
役
員
連
絡
会
で
情
勢
判
断
を
す
る
際
に
、
そ
う
い

う
こ
と
を
発
言
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
の
時
、
私
は
金
融
研
究
所
長
で
し
た

か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
を
使
っ
て
ペ
ー
パ
ー
を
用
意
す
る
立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
調
査
統
計
局
で
は
ス
タ
ッ
フ
を
使
い
、
統
計
も
駆
使
し
て
検
討
ペ
ー

パ
ー
を
出
し
て
く
る
わ
け
で
す
。
三
重
野
総
裁
が
必
ず
「
重
原
君
の
意
見
を
聞

き
た
い
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
う
な
る
と
、
私
も
あ
え
て
本
心
を

申
し
上
げ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
の
で
、「
私
は
調
査
統
計
局
の
情
勢
判
断
に
賛
同

で
き
な
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。
特
に
、
設
備
投
資
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
２０
％
ぐ
ら

い
の
と
こ
ろ
ま
で
上
昇
し
た
よ
う
な
状
況
は
、
６０
年
代
の
成
長
の
非
常
に
強
い

時
で
さ
え
も
、
そ
ん
な
高
い
比
率
で
な
い
訳
で
、
そ
の
反
転
下
落
が
及
ぼ
す
影

響
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
。Grow

th
euphoria

（
グ
ロ
ー
ス
・
ユ
ー
フ
ォ
リ

ア：

成
長
へ
の
陶
酔
的
熱
狂
）
の
通
り
に
、
日
本
の
成
長
率
が
４
〜
５
％
ぐ
ら

い
い
く
と
い
う
見
方
の
人
も
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
も
の
が
続
け
ば
別
で
す

が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
絶
対
にcollapse

（
崩
壊
）
に
陥
っ
て
し
ま
う
と
い
う

意
味
に
お
い
て
も
、
バ
ブ
ル
は
む
し
ろ
設
備
投
資
バ
ブ
ル
と
い
う
色
彩
も
大
い

に
あ
る
と
い
う
判
断
で
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
事
態
を
防
止
す
る
た
め
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
前
も
っ
て
対
策
を
と
る
の
か
と
い
う
話
が
重
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
点
か
ら
す
る
と
、
さ
っ
き
の
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
を
重
視

し
た
ら
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
重
要
な
指
標
の
中
の
最
重
要
に
お
い
て
い

た
ら
、
引
き
締
め
を
早
め
に
行
う
た
め
、
も
う
少
し
世
論
の
形
成
を
う
ま
く
出

来
た
か
も
し
れ
な
い
な
と
は
思
い
ま
す
。

【
原
田
】
資
産
価
格
も
見
た
金
融
政
策
を
し
た
ほ
う
が
い
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

お
ら
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

【
重
原
】
は
い
。

【
原
田
】
資
産
価
格
と
い
っ
て
も
、
地
価
の
デ
ー
タ
に
は
正
確
さ
に
疑
問
が
あ

り
ま
す
し
、
速
報
性
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
判
断
材
料
に
し
て
金
融
政
策
を

す
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
情
報
変
数
と
し
て
株
価
な
ど
を
考
え
た

ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

【
重
原
】
そ
こ
で
、
一
体
ど
う
い
う
デ
ィ
バ
イ
ス
を
使
っ
て
世
間
あ
る
い
は
日

本
政
府
や
ア
メ
リ
カ
を
説
得
し
て
金
利
を
上
げ
る
か
、
と
い
う
問
題
が
一
つ
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
仮
に
、
資
産
価
格
と
い
う
も
の
、
特
に

株
価
を
利
用
し
て
金
利
引
き
上
げ
を
や
っ
た
ら
ど
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の

か
、
経
済
の
展
開
が
も
う
少
し
な
だ
ら
か
に
い
っ
て
、
う
ま
く
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
き
た
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
で
す
。
こ
の
点
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
い
た
私
に

は
、
日
本
の
国
内
で
ど
の
よ
う
な
研
究
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
か
と
い
う
の
が

興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
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ま
ず
第
１
の
問
題
に
関
連
す
る
、
株
価
の
情
報
変
数
と
し
て
の
役
割
の
こ
と

で
す
が
、
私
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
政
策
調
査
局
長
で
あ
っ
た
間
、
つ
ま
り
８７
〜
８９
年
で

す
が
、
グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
調
査
団
を
日
本
に
送
っ
て
い
ま
す
。
彼

ら
も
日
本
の
株
価
の
高
騰
を
非
常
に
心
配
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
日
本
が
バ
ブ

ル
に
な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
日
本
の
株
価
が
反
転
下
落
し
た
ら
ア
メ

リ
カ
も
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
。
ア
メ
リ
カ
で
は
あ
れ
だ
け
ウ
ェ
ル
ス
・
エ

フ
ェ
ク
ト
（
特
に
株
価
に
つ
い
て
）
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
国
で
す
か
ら
。
し

か
し
、
調
査
団
を
送
っ
て
み
た
け
れ
ど
も
、
結
論
は
ど
う
もinconclusive

（
不
確
定
）
だ
っ
た
、
と
い
う
の
が
私
の
得
て
い
る
情
報
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
判

断
が
難
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
原
田
】
グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
は
、
バ
ブ
ル
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
か

ら
…
…
。

【
重
原
】
そ
う
で
す
ね
。

【
原
田
】
バ
ブ
ル
が
破
裂
し
て
か
ら
や
れ
ば
い
い
ん
だ
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
お
そ
ら
く
結
論
の
得
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
ね
。

【
重
原
】
日
本
に
調
査
団
を
送
っ
た
時
の
こ
と
も
、
あ
の
発
言
に
あ
た
っ
て
一

つ
彼
の
頭
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
何
で
も
い
い
か
ら
日
本
銀
行
が
早
期
に
金
利
の
引
き

上
げ
を
実
施
し
て
い
た
ら
、
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
先
ほ
ど
申
し
た
第
２

番
目
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
吉
川
〔
洋
東
大
教
授
〕
さ
ん
と
小
原
〔
英
隆
東
大

社
会
科
学
研
究
所
助
手
、
現
在
明
治
大
学
教
授
〕
さ
ん
に
よ
る
９７
年
の
『
経
済

学
論
集
』
に
発
表
さ
れ
た
ご
承
知
の
分
析
が
あ
り
ま
す
ね
。
私
は
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
の

年
次
総
会
に
出
し
た
論
文
の
中
に
そ
れ
を
引
用
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
（〔
資

料
６
〕p．
５６
）。
８９
年
５
月
で
は
な
く
１
年
半
前
の
８７
年
末
に
公
定
歩
合
を
引
き

上
げ
て
い
た
ら
ど
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
モ
デ
ル
で

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
こ
の

場
合
に
は
８８
〜
８９
年
の
設
備
投
資
の
伸
び
率
が
３
〜
５
％
ポ
イ
ン
ト
ぐ
ら
い
引

き
下
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
、
２
桁
台
（
ダ
ブ
ル
デ
ィ
ジ
ッ
ト
）
の
設

備
投
資
の
伸
び
率
を
あ
と
３
年
間
持
続
、
つ
ま
り
９１
年
の
第
３
四
半
期
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
後
は
実
績
値
に
戻
っ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
お
２
人
の
結
論
に
な
っ
て
い
ま
す
（
注
１０
参
照
）。

そ
れ
か
ら
、
も
っ
と
前
の
９３
年
に
植
田
さ
ん
が
マ
ッ
カ
ラ
ム
・
ル
ー
ル
の
モ

デ
ル
で
や
っ
た
ら
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
分
析
を
し
て
お
り
ま
す
。

結
果
は
吉
川
さ
ん
ら
の
論
文
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
そ
ん
な
に
大
き
く
変
わ
ら

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
話
で
す
。

た
だ
し
、
こ
う
い
う
も
の
は
、
原
田
さ
ん
に
は
釈
迦
に
説
法
で
す
が
、
モ
デ

ル
を
事
後
的
に
こ
う
や
っ
て
は
じ
い
て
み
て
も
、
そ
の
時
の
雰
囲
気
と
か
い
ろ

（注１０）
Yoshikawa and Ohara （1997）
looked into this issue using a simu-
lation model. The result of their ex-
ercise suggests that, if monetary
policy had been tightened a year
and a half earlier than was in fact
the case（in late 1987 instead of
May 1989）, the business fixed in-
vestment cycle could have been
smoothed by reducing the annual
growth rate of investment during
1988-9 by 3-5 percentage points.
This would have sustained double-
digit growth rates for investment
for three more years, into the third
quarter of 1991. But, thereafter, in-
vestment would have dropped to
the actual level.
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い
ろ
な
も
の
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
も
の
が
動
い
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
結
局

の
と
こ
ろ
、
金
利
引
き
上
げ
の
心
理
的
な
効
果
な
ど
に
よ
っ
てgrow

th
euphoria

に
早
く
水
を
か
け
て
、
設
備
投
資
意
欲
な
ど
を
弱
め
て
い
く
、
と

い
う
よ
う
な
経
路
は
な
か
な
か
計
測
で
き
る
話
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
従
っ

て
、
こ
れ
ら
の
分
析
だ
け
で
は
結
局
確
た
る
こ
と
は
断
言
で
き
な
い
訳
で
、

も
っ
と
バ
ブ
ル
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
は
申
せ
、
今
回
の
英
国
に
お
け
る
バ
ブ
ル
の
経
験
の
後
で
も
、
引
き
続
き

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
な
ど
は
、asset

price

（
資
産
価
格
）
の
安
定
に
割
当
し

た
金
利
政
策
で
は
、
金
利
を
も
の
す
ご
く
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
て
、
そ
れ

を
や
っ
た
途
端
に
極
め
てdisastrous
（
悲
惨
）な
実
体
経
済
に
な
る
だ
ろ
う
、

と
い
う
主
張
を
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
分
野
は
、
私
は
こ
れ
か
ら
も

ま
だ
ま
だ
研
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
、
そ
れ
か

ら
今
回
の
米
国
と
英
国
と
い
う
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
国
に
端
を
発
し
た
世
界
的

な
金
融
危
機
に
金
融
政
策
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
結
論
が
ま
だ
出
て
い

ま
せ
ん
。
マ
ク
ロ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
と
っ
て
こ
れ
か
ら
は
大
変
に
重
要
な
研
究

課
題
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
程
度
し
か
今
の
段
階
で
は
私
は
お
答
え
で
き

な
い
で
す
ね
。
確
信
を
も
っ
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
私
が
提
言
し
て
い
た
よ
う
に
早

め
に
日
銀
が
公
定
歩
合
を
上
げ
て
い
た
ら
、
そ
れ
だ
け
で
９０
年
代
の
日
本
経
済

の
展
開
が
ど
の
程
度
良
く
な
っ
た
か
、
と
い
う
仮
定
の
問
題
に
つ
い
て
明
確
に

は
お
答
え
を
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

バ
ブ
ル
の
発
生

【
原
田
】
次
に
、
バ
ブ
ル
の
発
生
に
つ
い
て
、
非
常
に
大
ざ
っ
ぱ
な
聞
き
方
で

申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
経
済
が
景
気
回
復
か
ら
バ
ブ
ル
状
態
に
変
化
す
る
兆

し
は
、
い
つ
頃
、
ど
こ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
に
関

す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
重
原
】
こ
れ
は
や
は
り
、
連
続
的
な
も
の
の
中
で
動
い
て
い
て
、
事
後
的
に

見
て
も
、
バ
ブ
ル
の
兆
し
が
い
つ
頃
あ
っ
た
の
か
と
言
え
る
の
か
は
お
そ
ら
く

は
っ
き
り
と
答
え
が
出
せ
な
い
問
題
だ
、
と
私
と
し
て
は
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

そ
れ
と
し
て
、
現
在
進
行
形
的
に
動
い
て
い
た
当
時
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
は
、〔
資
料
５
〕
の
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
が
開
催
し
た
金

融
研
究
会
「
資
産
価
格
の
変
動
と
日
本
経
済
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
私
が
金
融
研
究
所
長
と
し
て
日
銀
に
復
帰
す
る
直
前
、
８９
年
１２
月
に
開

催
さ
れ
、
そ
の
後
に
出
版
さ
れ
た
『
金
融
研
究
』
に
載
せ
て
あ
り
ま
す
。
私
は

こ
の
研
究
会
の
要
旨
を『
金
融
研
究
』の
編
集
者
の
立
場
で
読
ん
だ
訳
で
す
が
、

こ
う
し
た
結
論
で
は
困
る
な
と
い
う
感
想
を
も
ち
ま
し
た
。

日
銀
に
帰
任
す
る
ま
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
あ
っ
て
、
感
覚
的
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
日
本
経
済
の
状
況
は
バ
ブ
ル
的
だ
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
で
は
な
い
と

い
う
見
解
を
と
っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
日
本
経
済
を
も
っ
と
近
く
で
見
て
お

ら
れ
た
学
者
の
方
々
が
何
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
か
、
は
大
き
な
関
心
事
で
し

た
。
レ
ポ
ー
タ
ー
に
は
そ
う
そ
う
た
る
学
者
で
、
吉
川
さ
ん
と
、
今
（
内
閣
府

経
済
社
会
総
合
研
究
所
の
）
所
長
を
さ
れ
て
い
る
岩
田
〔
一
政
東
大
教
授
、
の

ち
に
日
銀
副
総
裁
な
ど
歴
任
〕
さ
ん
な
ど
が
な
っ
て
お
ら
れ
て
、
そ
れ
か
ら
堀

内
〔
昭
義
東
大
教
授
、
現
在
は
中
央
大
教
授
〕
さ
ん
が
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
さ

れ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
こ
の
研
究
会
の
結
論
で
は
、
レ
ジ
ュ
メ
を

後
で
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、
結
局
バ
ブ
ル
な
の
か
ど
う
か
わ
か

ら
な
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

そ
の
時
点
で
は
、
日
本
の
代
表
的
な
学
者
の
方
々
の
間
で
も
、
そ
う
し
た
状

況
で
し
た
。
日
本
の
中
に
当
時
お
ら
れ
て
見
て
お
ら
れ
た
方
々
が
現
時
点
で
ど
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う
い
う
ふ
う
に
お
答
え
さ
れ
る
の
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
私
に
は
答
え
る
資
格
は

な
い
な
と
思
い
ま
す
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ほ
う
は
、
お
そ
ら
く
今
ま
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
さ
れ
た
方
の
中
に

は
、
大
蔵
省
で
金
融
機
関
の
検
査
監
督
と
か
銀
行
行
政
を
や
っ
て
お
ら
れ
た
方

も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
私
か
ら
は
、
民
間
銀
行
関
係
の
日
銀
考
査
か
ら
得
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
的
な
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。
私
は
８６
年
６
月
か
ら
１
年
ば
か

り
、
都
市
銀
行
、
そ
れ
か
ら
長
信
行
、
極
め
て
大
き
な
地
銀
、
特
に
大
き
な
業

容
拡
大
を
図
っ
て
い
た
相
互
銀
行
、
都
銀
・
長
信
行
に
つ
い
て
は
海
外
店
も
含

め
て
、
実
地
考
査
で
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
東
京
だ
け
で
な
く
地
方
や
海
外
に

行
っ
て
、
頭
取
以
下
の
役
員
な
ど
幹
部
と
面
談
す
る
と
と
も
に
、
私
ど
も
の
ス

タ
ッ
フ
が
ラ
イ
ン
シ
ー
ト
な
ど
を
見
て
資
産
の
査
定
を
や
り
、
最
後
に
先
方
の

頭
取
以
下
役
員
に
考
査
役
と
し
て
所
見
を
述
べ
て
帰
る
と
い
う
仕
事
を
し
た
わ

け
で
す
。
私
は
、
そ
れ
以
前
に
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
銀
行
規
制
監
督
委
員
会
の
日
本
銀
行

代
表
を
５
年
近
く
や
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
こ
の
委
員
会
が

自
己
資
本
の
比
率
規
制
を
出
す
前
の
頃
で
す
。
８６
年
当
時
は
、
金
利
自
由
化
、

そ
れ
か
ら
業
態
規
制
の
緩
和
等
々
が
行
わ
れ
て
い
く
な
か
で
、
日
本
の
銀
行
は

シ
ェ
ア
競
争
に
狂
奔
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
都
銀
に
つ
い
て
い
え
ば
、
あ
る
大

手
銀
行
の
頭
取
の
言
葉
と
さ
れ
て
い
る「
向
こ
う
傷
が
で
き
て
も
か
ま
わ
な
い
」

と
い
う
よ
う
な
風
潮
が
あ
り
ま
し
た
。
お
互
い
に
競
争
意
識
が
強
い
で
す
か

ら
、
ど
こ
の
銀
行
が
ト
ッ
プ
バ
ン
ク
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
資
産
の
規

模
を
競
い
あ
い
、
シ
ェ
ア
の
大
き
さ
が
国
際
的
に
も
評
価
さ
れ
、
英
国
『
バ
ン

カ
ー
』
誌
の
表
紙
に
ど
の
頭
取
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
話
題

と
な
る
、
そ
う
い
う
時
代
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
実
地
考
査
に
行
っ
て
み
て
非
常
に
驚
い
た
の
は
、
業
容
拡
大
方

針
の
も
と
で
、
審
査
部
の
力
が
ど
ん
ど
ん
そ
が
れ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
で
し

た
。
そ
し
て
、
営
業
本
部
の
中
に
審
査
部
門
を
埋
没
さ
せ
る
。
海
外
部
門
に
つ

い
て
い
え
ば
、
組
織
面
で
は
、
米
州
本
部
、
欧
州
本
部
、
ア
ジ
ア
本
部
な
ど
を

設
け
て
、
そ
こ
で
も
ま
た
審
査
を
簡
略
化
し
て
し
ま
う
。
本
店
に
あ
る
国
際
本

部
の
中
に
国
際
審
査
部
が
あ
っ
て
も
、
現
地
で
の
営
業
活
動
が
優
先
さ
れ
る
体

制
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
伝
統
あ
る
審
査
部
の
人
た
ち
に

問
い
た
だ
す
と
、「
重
原
さ
ん
、
心
配
で
し
ょ
う
が
な
い
ん
で
す
よ
。
だ
け
ど
、

こ
う
い
う
方
針
で
す
」
と
言
う
。
そ
れ
は
自
分
の
銀
行
だ
け
で
な
く
て
、
他
行

が
み
ん
な
走
っ
て
い
る
か
ら
。
そ
う
い
う
状
況
で
し
た
。

業
容
拡
大
の
た
め
に
は
、
自
由
化
さ
れ
た
大
口
定
期
の
取
り
漁
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
時
、
商
社
を
初
め
と
し
た
大
手
企
業
は
、
自
由
化
さ
れ
た
社
債
発

行
、
そ
れ
か
ら
海
外
の
資
金
調
達
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
都
銀
離
れ
が

起
こ
っ
て
い
た
わ
け
で
す
の
で
、
都
銀
は
、
大
口
定
期
な
ど
で
集
め
た
低
コ
ス

ト
資
金
、
つ
ま
り
ド
ブ
板
を
渡
っ
て
個
別
の
小
口
預
金
を
取
る
の
で
は
な
く
て

も
、
非
常
に
簡
単
に
集
め
ら
れ
る
資
金
を
バ
ッ
ク
に
、
地
方
銀
行
や
相
互
銀
行

の
融
資
先
を
蚕
食
し
て
い
く
。
そ
う
す
る
と
、
地
方
銀
行
や
相
互
銀
行
は
今
度

は
そ
の
下
の
ク
ラ
ス
の
企
業
に
ま
で
融
資
先
を
求
め
に
行
く
と
い
う
状
況
で
し

た
。
し
か
も
土
地
の
値
段
が
上
が
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
、

Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
か
ら
生
じ
る
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
（
金
融
機
関
が
好
調
時
に
は

株
式
含
み
益
の
増
大
な
ど
に
伴
う
自
己
資
本
比
率
の
上
昇
を
背
景
に
貸
し
出
し

を
拡
大
し
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
大
き
く
し
、
逆
に
業
績
悪
化
時
に
は
低
下
し

た
自
己
資
本
比
率
を
回
復
す
る
た
め
に
貸
し
出
し
を
減
ら
す
よ
う
な
行
動
の
循

環
性
）
で
は
な
い
、
日
本
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
内
在
す
る
問
題
と
し
て
の
プ
ロ

シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
…
…
。

【
原
田
】
担
保
の
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
で
す
ね
。

【
重
原
】
…
…
が
あ
っ
て
、
担
保
主
義
で
行
く
か
ら
、
土
地
の
値
段
の
上
昇
と
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銀
行
融
資
が
連
動
し
て
ど
ん
ど
ん
膨
れ
上
が
る
。
し
か
も
、
担
保
の
掛
け
目
を

だ
ん
だ
ん
緩
め
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
も
の
す
ご
い

野
放
図
な
融
資
拡
大
が
あ
っ
た
と
い
う
の
が
８６
年
の
状
況
で
し
た
。
当
時
、
日

銀
考
査
役
と
し
て
、
こ
れ
を
非
常
に
心
配
し
た
所
見
を
述
べ
た
と
い
う
の
が
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
た
だ
し
、
日
本
銀
行
の
考
査
と
い
う
の
は
法
律
に
基
づ
く
強

制
力
の
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
私
が
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ

た
っ
て
、
結
果
的
に
は
「
１
年
後
に
な
っ
た
っ
て
、
重
原
の
言
っ
て
い
る
よ
う

な
リ
ス
ク
は
顕
在
化
し
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
ね
。

【
原
田
】
重
な
る
よ
う
な
質
問
に
な
り
ま
す
が
、
金
融
緩
和
は
円
高
是
正
の
た

め
に
や
っ
て
い
た
か
ら
、
結
局
こ
の
円
高
是
正
が
バ
ブ
ル
を
も
た
ら
し
た
の
だ

と
い
う
考
え
方
は
、
先
ほ
ど
の
対
外
均
衡
を
優
先
し
た
か
ら
い
け
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
と
同
じ
で
す
が
、
そ
う
い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。

【
重
原
】
え
え
。
と
こ
ろ
で
、
政
治
家
の
間
に
バ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
心
配
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
、
と
い
う
ご
質
問
も
お
あ
り
の
よ
う
で
す
が
、
彼
ら
に
は
、

そ
う
し
た
心
配
が
あ
り
ま
し
た
か
。

【
原
田
】
あ
ま
り
心
配
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
方
が
多
か
っ
た
で
す
。
時
々

そ
う
い
う
こ
と
を
言
う
方
は
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
が
一
生
懸
命
止
め
よ
う

と
し
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
言
い
方
で
し
た
ね
。

【
重
原
】
そ
う
で
す
か
。

【
原
田
】
後
に
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
は
言
え
る
と
思
い
ま
す
が
。

【
重
原
】
え
え
、
後
講
釈
で
は
話
に
な
ら
な
い
で
す
ね
。

【
原
田
】
そ
の
と
き
に
本
当
に
で
き
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
難
し
い
こ
と

だ
っ
た
と
い
う
方
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

財
政
拡
大
と
円
高

【
原
田
】
財
政
拡
大
で
円
高
が
進
む
と
い
う
理
解
に
つ
い
て
で
す
。
対
外
均
衡

と
円
高
対
策
の
た
め
に
金
融
緩
和
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
財
政
拡
大
で
円
高

が
進
む
の
だ
か
ら
、
財
政
を
拡
大
す
る
と
む
し
ろ
困
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
発
想
は
、
当
時
は
誰
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

【
重
原
】
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
ほ
う
で
は
む
し
ろ
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
通
り
、
８６
年

１１
月
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
対
日
審
査
報
告
で
、〔
資
料
７
〕
の
p．
１
の
第
１
パ
ラ
グ
ラ

フ
（
注
６
参
照
）
に
あ
る
通
り
、
公
定
歩
合
が
３
％
に
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
た

後
、
さ
ら
な
る
金
融
緩
和
は
リ
ス
ク
が
あ
る
と
の
警
告
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
財
政
政
策
面
で
は
な
お
若
干
の
拡
大
の
余
地
が
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。
あ
の
時
点
で
は
、
財
政
で
や
れ
ば
、
そ
れ
自
体
は
マ
ン
デ
ル
フ
レ
ミ

ン
グ
的
な
枠
組
み
で
い
え
ば
円
高
に
な
る
け
れ
ど
、
そ
の
円
高
は
受
容
す
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
含
意
で
す
。
仮
に
行
き
過
ぎ
た
円
高
に
な
っ

て
、
こ
の
結
果
と
し
て
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
デ
フ
レ
方
向
に
大
き
く
開
く
よ
う
な

展
開
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
は
金
融
政
策
を
割
当
て
て
金
利
を

下
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
場
合
、
日
本
の
金
利
引
き
下
げ
は
円
安
（
と

い
う
か
、
行
き
過
ぎ
た
円
高
の
是
正
）
を
結
果
す
る
方
向
に
行
き
ま
す
け
れ
ど

も
、
あ
く
ま
で
も
金
融
政
策
は
為
替
相
場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
べ
き
で
は
な

く
、
国
内
均
衡
を
優
先
し
た
金
融
政
策
、
そ
し
て
、
貯
蓄
投
資
バ
ラ
ン
ス
（
経

常
収
支
尻
）
に
影
響
の
あ
る
財
政
政
策
、
こ
の
二
つ
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
内
生

的
に
決
ま
っ
て
い
く
為
替
相
場
の
水
準
を
受
容
す
べ
き
だ
、
と
い
う
の
が
私
た

ち
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
の
基
本
的
な
考
え
方
で
し
た
。
ま
た
、
も
し
財
政
拡
大
に
よ
っ

て
円
高
が
進
む
と
し
て
も
、
円
高
自
体
は
、
あ
る
意
味
で
日
本
のw

ell-being

（
厚
生
）、
対
外
的
な
購
買
力
を
高
め
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
良
い
こ
と
で
は
な
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い
か
、
望
ま
し
く
な
い
の
は
あ
く
ま
で
も
内
外
の
賃
金
物
価
水
準
の
格
差
な
ど

か
ら
見
て
行
き
過
ぎ
た
円
高
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
私
ど
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
の
議

論
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
当
時
の
日
本
で
、
円
高
が
望
ま
し
く
な
い
と
、
も
し

日
本
の
政
治
家
た
ち
が
言
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
す
よ

と
申
し
上
げ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
た
だ
、
当
時
私
は
と
も
か
く
日
本
に
は
い
な

か
っ
た
の
で
、
こ
の
ご
質
問
に
は
ち
ょ
っ
と
よ
く
お
答
え
で
き
な
い
部
分
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
つ
い
て

【
重
原
】
今
日
は
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
だ
そ
う
で
す
か
ら
、
書
面
で
書
い

た
こ
と
を
あ
ま
り
申
し
上
げ
る
の
で
は
ご
趣
旨
に
反
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
た
だ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
や
っ
た
こ
と
は
紙
ベ
ー
ス
で
ご
説
明
し
な
い
と
、
絵

空
事
を
申
し
上
げ
て
い
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
元
国
際
公
務
員
と
し
て
は

ち
ょ
っ
と
問
題
な
の
で
お
許
し
下
さ
い
。

【
原
田
】
国
際
機
関
は
紙
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
日
本
は
そ

う
い
う
紙
が
あ
ま
り
な
く
て
、「
い
や
、
よ
く
覚
え
て
い
な
い
ん
だ
け
ど
、
ど

う
し
て
い
た
か
な
あ
」
と
か
言
わ
れ
ま
す
。

【
重
原
】
私
ど
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
仕
事
を
す
る
時
は
、
部
下
に
命
令
を
出
す
時

も
、
今
は
電
子
メ
ー
ル
で
や
り
ま
す
が
、
当
時
は
必
ず
ペ
ー
パ
ー
ベ
ー
ス
で
、

最
初
の
勤
務
の
頃
は
秘
書
に
タ
イ
プ
打
ち
し
て
も
ら
っ
た
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の

カ
ー
ボ
ン
コ
ピ
ー
を
関
係
先
に
配
布
し
て
も
ら
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
で
は
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
全
員
そ
れ
ぞ
れ
の
個
室
の
中
に
こ
も
っ
て
仕
事
を

や
っ
て
い
る
の
で
、
口
頭
で
全
体
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
や
る
時
以
外
の
意
見

交
換
は
メ
モ
を
書
い
て
、
サ
イ
ン
入
り
の
書
面
を
関
係
者
の
個
室
に
秘
書
を
通

じ
て
配
布
す
る
。
も
し
、
局
長
室
で
会
議
を
開
き
、
口
頭
で
議
論
を
し
た
ら
、

そ
の
結
果
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
と
、
局
長
で
あ
る
私
が
メ
モ
に
取

り
ま
と
め
、
私
が
サ
イ
ン
を
し
た
書
面
を
、
私
の
個
人
秘
書
が
コ
ピ
ー
を
作
っ

て
会
議
参
加
者
全
員
、
必
要
に
応
じ
て
参
加
し
な
か
っ
た
局
員
に
も
渡
す
。
そ

し
て
受
け
取
っ
た
各
自
が
自
分
の
コ
ピ
ー
を
保
管
す
る
か
ら
、
そ
れ
を
見
れ
ば

局
長
室
で
何
の
議
論
が
あ
っ
た
か
、
議
論
を
踏
ま
え
た
局
長
の
最
終
的
な
意
向

が
何
で
あ
っ
た
か
、
こ
れ
ら
は
後
で
も
書
面
で
わ
か
る
。
日
本
で
も
、
当
然
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
時
代
も
そ
う
で
、
あ
の
時
の
占
領
政
策
に
関
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
討
は
ど

う
だ
っ
た
の
か
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内
部
で
作
ら
れ
た
メ
モ
か
ら
よ
く
わ
か
る
。
そ
れ

で
は
日
本
の
、
と
き
の
吉
田
〔
茂
〕
内
閣
で
は
、
関
係
者
間
で
ど
ん
な
内
部
的

な
議
論
を
や
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
う
し
た
個
人
の
意
見
を
サ

イ
ン
入
り
の
書
面
で
交
換
し
て
政
策
を
決
定
し
て
行
く
プ
ロ
セ
ス
が
な
か
っ
た

か
ら
、
そ
し
て
、
こ
う
し
た
書
面
を
保
管
す
る
し
っ
か
り
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
も

な
い
か
ら
、
当
時
の
こ
と
を
調
査
さ
れ
る
ヒ
ス
ト
リ
ア
ン
と
し
て
は
非
常
に
困

る
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
は
な
る
べ
く
嘗
て
意

見
表
明
し
た
こ
と
を
紙
ベ
ー
ス
に
し
て
、
今
日
は
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の

た
め
の
席
で
は
あ
り
ま
す
が
、partly

w
ritten

history

で
ご
説
明
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。

【
原
田
】
も
ち
ろ
ん
ち
ゃ
ん
と
し
た
そ
う
い
う
証
拠
が
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
と

思
い
ま
す
。

【
重
原
】
当
時
に
書
面
で
書
い
た
も
の
を
引
用
し
な
い
で
、
あ
の
頃
こ
う
言
っ

た
と
い
う
記
憶
だ
け
で
口
頭
説
明
を
す
る
の
で
は
、
非
常
にsubjective

（
主

観
的
）
に
な
り
や
す
い
で
す
ね
。
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プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
の
問
題

【
原
田
】
９０
年
度
以
降
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
９２
年
頃
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
ク
ラ

ン
チ
（
金
融
ひ
っ
迫
）
で
も
な
い
し
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
全
体
の
問
題
は
な
い
け

れ
ど
も
、
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
す
。
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
の
自

己
資
本
の
中
に
固
有
の
株
を
入
れ
る
、
有
価
証
券
の
含
み
益
を
入
れ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
そ
う
い
う
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
が
、
先

ほ
ど
重
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
土
地
担
保
の
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
と
い

う
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
問
題
が
あ
る
と
す
る
と
、
不
況
に
は

よ
り
一
層
の
緩
和
が
必
要
で
、
好
況
に
は
よ
り
慎
重
な
金
融
政
策
が
必
要
に
な

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
認
識
は
日
本
銀
行
に
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

【
重
原
】
Ｂ
Ｉ
Ｓ
自
己
資
本
比
率
規
制
が
論
議
さ
れ
て
い
た
８６
年
当
時
は
日
銀

で
考
査
役
に
な
っ
て
地
方
に
行
っ
た
り
し
て
い
て
、
現
場
の
部
隊
を
や
っ
て
い

た
わ
け
で
す
。
当
時
の
政
策
そ
の
も
の
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
、
実
際
に
ど
う
い
う
議
論
が
あ
っ
た
の
か
知
り
ま
せ
ん
。
Ｂ
Ｉ
Ｓ

自
己
資
本
比
率
規
制
が
導
入
さ
れ
た
当
時
、
私
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
政
策
局
長
で
し
た

が
、
以
前
に
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
銀
行
規
制
監
督
委
員
会
の
委
員
も
し
て
い
た
者
と
し
て

関
心
を
持
っ
て
い
た
問
題
は
、
こ
の
規
制
と
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
管
理
と
の
関
係

で
す
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
冒
頭
で
私
は
少
し
時
間
を
頂
い
て
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の

話
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
日
本
銀
行
が
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

持
っ
て
い
れ
ば
、
株
価
の
上
昇
か
ら
有
価
証
券
の
含
み
益
が
増
加
し
、
民
間
銀

行
部
門
の
中
で
非
常
に
自
己
資
本
が
高
く
な
っ
て
貸
し
出
し
を
積
極
化
す
る
、

従
っ
て
貸
出
金
利
も
下
が
り
、
企
業
や
家
計
の
資
金
需
要
が
つ
く
ら
れ
、
マ

ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
が
伸
び
て
い
く
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
日
銀
は
政
策
金
利

を
一
種
自
動
的
に
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
政
策
金
利
の
水
準
と
い
う
も
の

も
い
わ
ば
内
生
的
に
決
ま
っ
て
く
る
。
通
貨
需
要
が
不
安
定
な
な
か
で
厳
格
な

マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
管
理
に
は
弊
害
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
な
が
ら
、
プ
ロ
シ
ク

リ
カ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
い
わ
ば
内
生
的
な
金
融
政
策
の
対
応
が
行
わ
れ
れ
ば
、

問
題
は
な
い
訳
で
す
よ
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
が
民
間

銀
行
の
貸
し
出
し
行
動
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
十
分
に
考
慮
せ
ず
に
、
政
策
金

利
を
た
だ
そ
の
ま
ま
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
導
入
前
と
同
じ
思
考
様
式
で
捉
え
て
い
る

と
、
金
融
経
済
の
安
定
化
に
問
題
が
起
こ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
い
た
私
は
、
こ
う
い
う
考
え
を
講
演
な
ど
で
表
明
し
て
い
ま

し
た
。

【
原
田
】
先
ほ
ど
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
は
動
か
せ
な
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し

た
。

【
重
原
】
仕
組
み
を
変
え
れ
ば
で
き
ま
す
よ
。

【
原
田
】
な
ぜ
皆
が
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
求
め
る
の
か
。
景
気
が
良
け
れ
ば

マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
求
め
て
し
ま
う
。
な
ぜ
景
気
が
良
い
か
と
い
う
と
、
金

利
を
下
げ
た
か
ら
景
気
が
良
く
な
る
、
あ
る
い
は
金
利
を
下
げ
な
く
て
も
、
何

ら
か
の
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
て
景
気
が
良
く
な
れ
ば
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
求
め

る
わ
け
で
す
。
そ
の
と
き
に
、
皆
が
欲
し
が
る
か
ら
と
い
っ
て
ど
ん
ど
ん
上
げ

て
い
れ
ば
、
ま
さ
に
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
マ
ネ
タ
リ
ー
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
そ
う
い
う
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ

テ
ィ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想
は
な
か
っ
た
の
で

す
か
。

【
重
原
】
そ
う
で
す
ね
。
だ
け
ど
そ
れ
は
、
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
よ
り

は
…
…
。
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【
原
田
】
も
っ
と
広
い
、
考
え
方
と
し
て
で
す
が
。

【
重
原
】
い
や
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
バ
ン
ク
リ
ザ
ー
ブ（
民
間
銀
行
の
準
備
金
）

を
金
融
政
策
の
操
作
目
標
と
し
た
ら
ど
う
か
、
と
い
う
問
題
だ
と
思
う
ん
で

す
。
そ
の
バ
ン
ク
リ
ザ
ー
ブ
は
当
然
、total

reserves

（
総
準
備＝

法
定
準

備
プ
ラ
ス
過
剰
準
備
）、
あ
る
い
はnet

borrow
ed-reserves

（
ネ
ッ
ト
借
入

準
備＝

総
準
備
マ
イ
ナ
ス
中
央
銀
行
借
り
入
れ
）
と
い
う
形
で
も
い
い
ん
で
す

け
れ
ど
、
つ
ま
り
日
本
銀
行
が
動
か
せ
る
コ
ン
セ
プ
ト
で
な
い
と
意
味
が
な
い

わ
け
で
す
。
当
時
は
、
先
に
申
し
た
よ
う
に
、
日
銀
預
け
金
は
無
利
子
で
、
過

剰
準
備
を
持
た
せ
る
こ
と
は
課
税
の
強
化
と
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
だ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
を
変
え
れ
ば
話
が
違
っ
て
き
ま
す
。

マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
場
合
の
問
題
は
、
銀
行
不
安
が

出
て
き
た
時
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
民
間
銀
行
に
預
金
で

置
い
て
お
く
の
は
と
も
か
く
危
な
く
て
し
ょ
う
が
な
い
状
況
で
、
預
金
金
利
が

ゼ
ロ
に
近
い
と
な
れ
ば
、
銀
行
預
金
の
リ
ス
ク
回
避
が
可
能
な
、
無
利
子
の
日

本
銀
行
券
で
タ
ン
ス
預
金
を
増
や
す
需
要
が
増
え
る
で
し
ょ
う
？

あ
の
時
に

マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
・
タ
ー
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
た
ら
、
日
本
銀
行
は
も

の
す
ご
く
金
利
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
よ
。
金
融
不
安
、

銀
行
蹉
跌
の
リ
ス
ク
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
リ
ス
ク
を
負
っ
て
も
な
お

か
つ
民
間
銀
行
に
預
け
た
ほ
う
が
妙
味
が
あ
る
程
に
高
い
預
金
金
利
に
し
て
、

マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
日
本
銀
行
券
の
需
要
を
抑
制

し
、
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
全
体
と
し
て
予
め
設
定
し
た
目
標
圏
内
に
と
ど
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
し
ょ
う
？

そ
れ
に
は
政
策
金
利
を
大
幅
に
上
げ

る
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
民
間
銀
行
貸
し
出
し
金
利
の
大
幅
な
上
昇
を
招
く
、
と

い
う
結
果
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ
の
辺
が
よ
く
わ
か
っ
た
上
で
、
あ
あ

い
う
議
論
を
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
私
は
パ
リ
に
い
て
思
っ
て
い

た
ん
で
す
。

マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
は
な
く
て
バ
ン
ク
リ
ザ
ー
ブ
を
金
融
政
策
の
操
作
目

標
に
し
て
、
民
間
銀
行
に
エ
ク
セ
ス
リ
ザ
ー
ブ（
過
剰
準
備
）を
つ
く
ら
せ
て
、

そ
こ
か
ら
銀
行
貸
し
出
し
と
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
増
加
を
促
す
と
か
、
円
の
為

替
相
場
に
影
響
を
及
ぼ
す
（
円
高
の
是
正
を
促
す
）
な
ど
の
環
境
を
作
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
話
は
別
で
す
よ
。

【
原
田
】
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
言
っ
て
い
た
人
も
い
ま
す

が
。

【
重
原
】
金
融
調
節
の
実
際
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
。

【
原
田
】
実
際
上
は
、
少
な
く
と
も
短
期
的
に
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
動
か
せ
る
と

は
言
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
重
原
】
そ
う
で
し
ょ
う
？

で
す
か
ら
、
動
か
せ
る
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
は
何

か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
に
占
め
る
シ
ェ
ア
と
し
て

は
、
い
わ
ゆ
る
量
的
緩
和
政
策
実
施
前
は
、
も
の
す
ご
く
小
さ
か
っ
た
バ
ン
ク

リ
ザ
ー
ブ
で
す
。
こ
れ
よ
り
も
シ
ェ
ア
が
大
き
か
っ
た
銀
行
券
の
大
き
な
変
動

で
不
安
定
な
動
き
を
す
る
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
と
、
金

融
不
安
時
に
は
金
融
経
済
を
さ
ら
に
不
安
定
に
す
る
こ
と
に
な
る
訳
で
す
。

【
原
田
】
お
そ
ら
く
、
リ
ザ
ー
ブ
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
。

【
重
原
】
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
は
な
く
、
バ
ン
ク
リ
ザ
ー
ブ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
べ
き
だ
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
話
が
違
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、

当
時
パ
リ
に
い
た
私
は
、
こ
う
い
う
主
張
を
明
確
に
さ
れ
た
日
本
の
論
者
の
文

献
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
原
田
】
い
き
な
り
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
動
か
せ
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
（
例
え
ば
、
岩
田
規
久
男
『
金
融
政
策
の
経
済
学
』﹇
１
９
９
３
年
８

月
、
日
本
経
済
新
聞
社
﹈
p．
７３
に
は
買
い
オ
ペ
も
し
く
は
日
銀
貸
出
の
増
加
を
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通
じ
て
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
）。

【
重
原
】
民
間
実
物
需
要
、
総
通
貨
（
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
）
需
要
、
現
金
通
貨

（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
）
需
要
、
銀
行
準
備
（
バ
ン
ク
リ
ザ
ー
ブ
）
需
要
、
の
そ
れ
ぞ

れ
に
予
見
不
能
な
シ
フ
ト
が
生
じ
た
場
合
に
、
一
連
の
金
融
変
数
、
つ
ま
り
、

短
期
金
融
市
場
金
利
、
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
、
銀
行
総
準
備
、
銀
行
非
借
り
入

れ
準
備
、
な
ど
の
う
ち
、
い
ず
れ
を
金
融
政
策
の
運
営
目
標
（operating

tar-
get

）
に
し
た
な
ら
ば
、
実
体
経
済
に
対
す
る
撹
乱
的
な
影
響
が
一
番
小
さ
く

て
す
む
の
か
、
と
い
う
問
題
は
、〔
資
料
１
〕『
金
融
政
策
と
景
気
調
整

―
主

要
６
カ
国
の
国
際
比
較
―
』
の
「
金
融
政
策
の
最
適
運
営
目
標
の
選
定
」
の
箇

所
（
pp．
２
０
５
〜
２
０
９
）
で
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
和
訳
本
は
７６
年
に
出
版

さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
の
学
界
で
は
、
こ
う
し
た
分
析
に
は
関
心
が
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
の
辺
の
詰
め
が
ち
ゃ
ん
と
し
た
議
論
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
、

９３
年
に
岩
田
さ
ん
の
本
が
出
た
後
も
論
争
が
混
乱
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。そ

れ
は
そ
れ
と
し
て
、
当
時
、
仮
に
バ
ン
ク
リ
ザ
ー
ブ
を
操
作
目
標
に
し
た

ら
、
ど
う
い
う
こ
と
が
起
こ
る
か
。
こ
れ
は
〔
ポ
ー
ル
・
〕
ボ
ル
カ
ー
（
Ｆ
Ｒ

Ｂ
議
長
）
が
７９
年
１０
月
か
ら
８２
年
秋
ま
で
米
国
の
イ
ン
フ
レ
を
克
服
す
る
た
め

に
や
っ
た
政
策
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
市
場
金
利
に
つ
い
て
も
の
す
ご
い
ボ
ラ

テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
が
起
こ
っ
て
、
結
局
、
操
作
目
標
を
転
換
し
、
金
融
市
場
は
以

前
よ
り
安
定
的
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
あ
の
当
時
の
荒
療
治
は
何
の
た
め
に
や
っ
た
か
と
い
っ
た
ら
、

inflation
expectation

（
イ
ン
フ
レ
期
待
）
を
沈
静
化
さ
せ
る
た
め
だ
っ
た

わ
け
で
す
よ
。
こ
う
し
た
政
策
に
よ
っ
て
生
じ
た
短
期
市
場
金
利
の
ボ
ラ
テ
ィ

リ
テ
ィ
ー
の
高
ま
り
は
金
利
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
を
増
加
し
、
こ
れ
が
民
間
銀

行
の
貸
し
出
し
金
利
や
長
期
債
の
市
場
金
利
を
押
上
げ
、
通
常
の
短
期
市
場
金

利
を
操
作
目
標
に
し
た
場
合
以
上
の
金
融
引
き
締
め
効
果
が
得
ら
れ
た
。
あ
の

時
は
米
国
金
利
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
に
よ
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ド
ル

の
為
替
相
場
が
も
の
す
ご
く
変
動
し
て
、
他
国
に
も
大
変
な
迷
惑
を
か
け
る
政

策
だ
っ
た
。
ボ
ル
カ
ー
が
そ
ん
な
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
。
彼
の
懐
刀
と
し
て
は
私
の
友
達
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ア
キ
シ
ル
ロ
ッ

ド
が
Ｆ
Ｒ
Ｂ
政
策
局
長
で
い
た
ん
で
す
が
、
彼
ら
は
全
部
承
知
し
た
上
で
そ
れ

を
や
っ
た
の
で
す
。
何
故
か
と
言
い
ま
す
と
、
あ
の
時
は
議
会
と
の
問
題
が

あ
っ
て
、
政
策
金
利
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
は
も
の
す
ご
い
抵
抗
が

あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
Ｍ
１
で
も
バ
ン
ク
リ
ザ
ー
ブ
で
も
い
い
ん
で
す
よ
、
そ
れ

を
目
標
に
す
る
。
た
だ
し
、「
俺
は
金
利
が
ど
こ
ま
で
上
が
る
か
知
ら
な
い
よ
。

量
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
ん
だ
」と
い
う
こ
と
で
政
策
を
や
る
。
つ
ま
り
、

量
を
操
作
目
標
に
し
て
お
り
、
金
利
水
準
は
内
生
的
に
決
ま
る
も
の
で
、
こ
れ

が
高
く
て
も
甘
受
し
て
く
れ
、
と
い
う
論
法
で
、
議
会
の
金
利
引
き
上
げ
反
対

論
を
押
し
切
る
と
い
う
戦
略
で
し
た
。
た
だ
し
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー

ス
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
日
本
に
持
ち
こ
ん
で
、
あ
の
金
融
不
安
時
に
や
ろ
う
と

し
た
ら
ど
う
い
う
こ
と
が
起
こ
る
か
と
い
う
こ
と
を
詰
め
て
議
論
し
な
い
と
、

建
設
的
な
も
の
に
な
ら
な
い
で
す
ね
。

【
原
田
】
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
・

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
有
効
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
や
り
方
に
つ
い
て
は
実

態
に
即
し
て
慎
重
に
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

【
重
原
】
え
え
。
こ
の
Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制
に
伴
う
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
の
問
題
と

い
え
ば
、
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
今
日
は
時
間
が
な
い

で
し
ょ
う
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
い
う
対
処
が
い
い
か
と
い
う
私
の
見
解

は
と
り
あ
え
ず
割
愛
し
ま
す
。
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金
融
緩
和
は
有
効
な
刺
激
策

【
原
田
】
９５
年
６
月
末
、
公
定
歩
合
は
も
う
１
％
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
日
本

経
済
新
聞
記
者
と
の
会
見
で
、「
物
価
下
落
が
定
着
し
て
い
る
の
で
金
融
緩
和

が
有
効
な
刺
激
策
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
そ
う
い
う
ふ
う
に

お
っ
し
ゃ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
方
向
に
は
進
ま
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
も
そ
う
い
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

【
重
原
】
金
利
政
策
は
極
め
て
機
動
的
に
で
き
る
わ
け
で
す
か
ら
、
与
件
が
変

わ
れ
ば
変
わ
っ
て
く
る
わ
け
で
、
報
道
さ
れ
て
い
る
私
の
こ
の
議
論
は
あ
く
ま

で
も
、
９２
年
の
中
頃
か
ら
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
円
高
が
ず
っ
と
進
ん
で

い
っ
た
、
あ
の
情
勢
が
続
い
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
う
し

た
円
高
か
ら
生
ず
る
デ
フ
レ
要
因
を
相
殺
（
オ
フ
セ
ッ
ト
）
す
る
の
は
財
政
政

策
の
役
割
で
は
な
い
。
そ
れ
こ
そ
財
政
拡
大
だ
っ
た
ら
さ
ら
に
円
高
に
な
っ

ち
ゃ
う
わ
け
で
す
か
ら
。
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
金
利
引
き
下
げ
を
や
ら
な
き
ゃ
な

ら
な
い
、
と
い
う
議
論
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
民
間
銀
行
の
貸
し
渋
り
が
加
わ
っ
て
景
気
が
益
々
下
降
に
向

か
っ
て
い
く
時
の
私
の
当
初
の
議
論
は
、「
財
政
は
い
じ
る
な
」
と
い
う
こ
と

で
、
ず
っ
と
一
貫
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
日
本
で
は
報
道
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
が
、
パ
リ
に
お
け
る
私
の
会
見
で
は
常
に
そ
う
い
う
方
向
で
し
た
。

金
融
セ
ク
タ
ー
の
内
部
で
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
金
融
政

策
を
割
り
当
て
て
い
け
、
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
当
時
、
日
本
の
財
政
当
局
に
は
、
嘗
て
大
学
で
の
私
の
同
級
生

だ
っ
た
小
川
是
君
（
国
税
庁
長
官
、
大
蔵
事
務
次
官
な
ど
を
歴
任
）
な
ど
が
い

て
、
私
の
見
解
に
つ
い
て
「
大
蔵
省
と
し
て
有
難
く
思
っ
て
い
る
」
と
か
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
私
は
別
に
日
銀
と
大
蔵
の
意
見
対
立
の
中
で
、
ど
ち
ら
か
の
肩

を
持
っ
て
物
を
言
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
て
、
私
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
考
え

れ
ば
、
日
本
の
経
常
収
支
黒
字
が
大
き
な
国
際
問
題
で
も
な
い
当
時
の
状
況
で

は
「
財
政
は
い
じ
る
な
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
日
本
で
は
、

８０
年
代
の
後
半
に
は
財
政
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
良
く
な
っ
て
い
っ
た
け
れ
ど
も
、

中
長
期
的
に
は
高
齢
化
の
問
題
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
絶
対
に
備
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
財
政
拡
大
は
で
き
る
だ
け
や
る
べ
き
で
な
い

と
い
う
主
張
を
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

も
う
一
つ
遡
っ
て
言
え
ば
、
こ
れ
は
日
銀
の
金
融
研
究
所
長
の
最
後
の
頃
で

す
が
、
日
本
の
中
で
は
ま
だ
設
備
投
資
の
反
転
下
落
が
起
こ
る
こ
と
は
な
い
と

い
う
ふ
う
に
一
般
的
に
み
な
さ
れ
て
い
た
当
時
の
役
連
（
役
員
連
絡
会
）
で
私

が
言
っ
て
い
た
こ
と
は
、
景
気
が
む
し
ろ
ま
た
若
返
っ
て
新
し
い
在
庫
循
環
の

過
程
に
入
っ
て
い
く
な
か
で
再
び
上
昇
す
る
と
い
う
調
査
統
計
局
の
楽
観
的
な

見
通
し
に
対
し
て
、
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
在
庫
投
資

よ
り
も
問
題
な
の
は
設
備
投
資
の
ス
ト
ッ
ク
の
調
整
だ
。
そ
れ
が
起
こ
っ
た
ら

大
変
な
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
銀
行
は
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
。

日
本
銀
行
の
一
番
難
し
い
点
は
、
市
場
が
ま
だ
期
待
し
て
い
な
い
時
に
金
利
を

下
げ
て
い
く
こ
と
。
そ
の
た
め
の
世
論
づ
く
り
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
時
の

（
総
裁
の
）
三
重
野
さ
ん
が
覚
え
て
お
ら
れ
る
か
存
じ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う

こ
と
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
頃
、
政
策
担
当
の
理
事
を
し
て
い
た
の

は
福
井
さ
ん
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
時
が
進
ん
で
日
本
経
済
が
悪
く
な
っ
て

い
く
よ
う
な
兆
し
が
出
て
き
た
時
に
は
、
日
本
銀
行
の
立
場
と
い
う
の
は
政
府

に
対
し
て
非
常
に
難
し
い
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
裏
で
は
財
政
が
出
動
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
政
府
に
進
言
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
そ
の

時
は
、
ま
た
ぞ
ろ
に
な
っ
て
財
政
支
出
が
拡
大
す
る
の
は
非
常
に
問
題
が
多
い



６２８

の
で
、selective

（
選
択
的
）
に
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
う
す
る
と
、

ど
う
い
う
と
こ
ろ
を
中
心
に
財
政
支
出
を
付
加
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
の
提
言
を
日
銀
は
政
府
に
対
し
て
す
べ
き
だ
、
と
い
う
私
見

を
役
連
で
述
べ
ま
し
た
。

日
本
銀
行
内
部
に
お
け
る
そ
の
発
言
の
後
、
私
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
経
済
総
局
長

と
し
て
パ
リ
に
行
き
、
今
度
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
公
的
な
立
場
で
日
本
の
財
政
政
策

に
関
す
る
発
言
を
し
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
円
高
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
っ

て
い
る
過
程
に
お
い
て
は
、
こ
れ
は
マ
ネ
タ
リ
ー
な
現
象
で
あ
る
以
上
は
、
基

本
的
に
は
財
政
拡
大
で
は
な
く
金
利
引
き
下
げ
政
策
で
対
処
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
見
解
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
点
は
提
出
資
料
で
は
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
９３
年
に
行
わ
れ
た

私
の
記
者
会
見
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。（
新
聞
記
事
を
示
し
な
が
ら
）私
は
、

財
政
を
出
す
の
は
問
題
だ
、
景
気
の
冷
え
込
み
に
対
し
て
は
金
利
引
き
下
げ
で

対
処
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
金
利
引
き
下
げ
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
９５
年
６
月
に
発
表
し
た
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ア
ウ
ト

ル
ッ
ク
」
の
中
で
提
言
し
て
、
ま
た
１０
月
に
日
本
に
来
て
記
者
会
見
で
発
言
し

て
い
る
ん
で
す
。

「『
銀
行
の
貸
出
金
利
が
（
名
目
ベ
ー
ス
で
）
下
が
っ
て
も
、
物
価
が
下
落

し
て
い
る
時
は
実
質
的
な
貸
出
金
利
は
名
目
金
利
ほ
ど
下
が
ら
な
い
』
と
述

べ
、
デ
フ
レ
傾
向
に
照
準
を
合
わ
せ
た
政
策
（
金
利
引
き
下
げ
）
の
必
要
性

を
強
調
。」
１
９
９
５
年
１０
月
２４
日
付
け
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
p．
５
（

）

内
は
原
文
に
補
足

ど
う
い
う
状
況
だ
っ
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
９５
年
１０
月
に
日
本
で
行
っ
た
記

者
会
見
で
の
発
言
が
（
新
聞
を
示
し
な
が
ら
）
こ
う
や
っ
てFinancialT

im
es

紙
の
東
京
特
派
員
の
ド
ー
キ
ン
ス
氏
か
ら
ロ
ン
ド
ン
の
本
社
に
キ
ャ
リ
ー
さ
れ

て
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
ロ
ン
ド
ン
本
社
か
ら
パ
リ
の
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
本
部
へ
追
加
取
材
が
行
わ
れ
、
私
の
発
言
と
あ

わ
せ
て
、
東
京
発
の
か
た
ち
で
報
道
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
て
松
下
〔
康
雄
日
銀
総
裁
〕
さ
ん
の
コ
メ
ン

ト
を
く
っ
つ
け
た
よ
う
な
か
た
ち
に
し
て
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
私
が
言
っ
て
い
る
の
は
や
は
り
、

円
高
が
落
ち
着
い
て
き
て
も
、
次
の
段
階
は
財
政
を

絞
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
。
円
高
で
は
な
く
て
財

政
か
ら
く
る
デ
フ
レ
要
因
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
に

対
し
て
は
さ
ら
な
る
金
融
緩
和
で
対
処
す
べ
き
だ
、
と

い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

翌
９６
年
１１
月
発
表
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
対
日
審
査
報
告
が
こ

こ
に
あ
り
ま
す
（〔
資
料
７
〕
p．
１５
）
が
、
こ
こ
で
も
、

財
政
が
縮
ん
で
い
く
な
か
で
、
金
融
政
策
に
つ
い
て
は

イ
ー
ジ
ー
ス
タ
ン
ス
を
や
っ
て
い
け
、
と
い
う
こ
と
を

言
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
金
融
政
策
ス
タ
ン
ス
は
ま

た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
問
題
の
解
決
に
も
役
立
つ
と

言
っ
て
い
ま
す
。
な
る
べ
く
財
政
は
使
わ
な
い
と
い
う

方
針
を
ず
っ
と
提
言
し
て
い
ま
す
（
注
１１
参
照
）。

実
際
に
は
、
そ
れ
以
上
の
円
高
に
は
な
ら
な
く
て
、

そ
こ
か
ら
の
デ
フ
レ
シ
ョ
ッ
ク
は
弱
ま
り
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
し
か
し
財
政
面
か
ら
今
度
は
違
う
か
た
ち
で
デ

フ
レ
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
日
本
銀

行
に
と
っ
て
の
外
生
的
な
財
政
面
か
ら
の
デ
フ
レ

シ
ョ
ッ
ク
に
対
し
て
は
金
融
政
策
の
さ
ら
な
る
緩
和
で

（注１１）
Maintaining an easy monetary stance would help to ensure that the recovery continues
despite the possible short-run adverse effects on demand stemming from the planned fis-
cal tightening.（p．５）By strengthening economic activity, the maintenance of easy mone-
tary conditions would also help improve banks’ balance sheets and so restore their ca-
pacity to support economic growth.（p．６）
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対
処
し
ろ
と
。
そ
れ
か
ら
、
金
利
水
準
は
ノ
ミ
ナ
ル
な
ベ
ー
ス
で
見
て
も
ダ
メ

な
の
で
は
な
い
か
。
実
質
金
利
で
見
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
頃
は
ず
い
ぶ
ん
イ

ン
フ
レ
期
待
（inflation

expectation

）
が
下
が
っ
て
き
て
い
る
か
ら
、
名

目
金
利
を
据
え
置
い
た
の
で
は
金
融
引
き
締
め
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
よ
、
と

い
う
議
論
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
今
で
も
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

【
竹
中
】
そ
う
す
る
と
、
９０
年
代
全
般
を
通
じ
て
日
銀
の
金
融
政
策
は
引
き
締

め
気
味
に
過
ぎ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

【
重
原
】
結
果
と
し
て
そ
う
で
し
た
ね
。
当
時
、
日
銀
の
代
表
が
国
際
会
議
に

出
て
き
て
説
明
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
私
は
と
て
も
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
例
え
ば
銀
行
貸
出
の
伸
び
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
は
、
資
金
需
要
が
弱
い

か
ら
だ
、
と
説
明
し
ま
し
た
ね
。

【
竹
中
】
そ
う
で
す
ね
、
今
も
そ
う
言
い
ま
す
よ
ね
。

【
重
原
】
先
程
お
話
し
た
９５
年
１０
月
に
日
本
で
私
が
行
っ
た
発
言
を
ド
ー
キ
ン

ス
氏
が
東
京
か
ら
報
じ
たFinancial
T
im
es

紙
の
記
事
の
な
か
で
、
私
、
ミ

ス
タ
ー
・
シ
ゲ
ハ
ラ
が
東
京
で
こ
う
言
っ
た
と
い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
パ
リ
で
は
、O

ECD
officials

が
ど
う
言
っ
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、Financial

T
im
es

紙

の
ロ
ン
ド
ン
本
社
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
日
本
担
当
デ
ス
ク
所
属
の
若
手
の
企
画
庁
か
ら

の
出
向
者
に
追
加
取
材
し
た
も
の
か
ど
う
か
知
り
ま
せ
ん
が
、「O

ECD
offi-

cials
in
Paris

denied
that

the
recent

banking
crisis

had
affected

the
forecast,since

dem
and
for
credithas

been
subdued.

」
と
い
う
説

明
で
あ
っ
た
と
、
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
の
銀
行
貸
し
出
し
が
伸
び
な
い
理

由
は
資
金
需
要
が
弱
い
か
ら
で
、
こ
れ
が
日
本
経
済
の
回
復
を
遅
ら
せ
て
い
る

原
因
で
は
な
い
と
い
う
、
日
本
銀
行
の
代
表
の
説
明
と
同
じ
よ
う
な
見
方
を
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
職
員
が
語
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
で
は
、
東
京
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

経
済
総
局
長
が
記
者
会
見
で
言
っ
た
こ
と
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
こ
と
に
な

る
訳
で
す
。
し
か
し
、
資
金
需
要
が
な
ぜ
弱
い
か
と
い
っ
た
ら
、
そ
の
背
景
に

は
借
入
金
利
が
実
質
ベ
ー
ス
で
は
な
お
高
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
ん
だ
、

と
い
う
の
が
経
済
総
局
長
と
し
て
私
の
意
見
で
し
た
。

も
う
少
し
付
言
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
日
銀
が
、credit

aggregate

（
信
用

総
量
）を
金
融
政
策
の
中
間
目
標
と
い
う
意
味
で
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
よ
う
が
、

m
onetary

aggregate

（
貨
幣
供
給
総
量
）
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
よ
う
が
、

ど
ち
ら
に
し
た
っ
て
、
そ
れ
が
目
標
ど
お
り
に
い
か
な
い
と
し
た
ら
、
金
利
政

策
面
で
は
名
目
金
利
が
ゼ
ロ
に
な
る
ま
で
は
引
き
下
げ
で
対
処
し
て
い
く
と
い

う
理
屈
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
の
見
解
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
場
に
お
け
る

秘
密
会
議
で
当
時
の
日
銀
代
表
と
は
意
見
の
対
立
が
続
き
ま
し
た
。

【
竹
中
】
日
本
銀
行
は
な
ぜ
名
目
金
利
に
あ
そ
こ
ま
で
こ
だ
わ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

【
重
原
】
知
ら
な
い
で
す
。
も
し
私
が
そ
の
頃
日
銀
に
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
ん

な
の
は
お
か
し
い
と
、
役
員
会
で
も
発
言
し
た
で
し
ょ
う
。
僕
は
こ
う
い
う

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
間
で
す
か
ら
、「
そ
ん
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
」

と
言
っ
た
で
し
ょ
う
。

【
竹
中
】
私
は
経
済
の
専
門
で
は
な
い
の
で
、
や
や
素
人
的
な
質
問
に
な
っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
名
目
金
利
を
相
当
下
げ
て
も
、
今
み
た
い
に
デ

フ
レ
の
と
き
に
は
実
質
金
利
が
高
い
と
い
う
状
況
に
な
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ

れ
で
今
も
日
本
銀
行
は
、
資
金
需
要
が
な
い
か
ら
伸
び
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と

を
言
う
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
場
合
に
は
ど
う
い
う
…
…
。

【
重
原
】
こ
れ
は
非
常
に
難
し
い
話
に
な
っ
て
き
て
、
な
か
な
か
決
め
手
が
な

い
わ
け
で
す
が
、
私
の
見
方
で
は
や
は
り
バ
ン
ク
リ
ザ
ー
ブ
を
増
や
す
こ
と
が

有
用
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
ド
ル
買
い
円
売
り
介
入
政
策
と
セ
ッ
ト
と
い
う
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か
た
ち
に
す
る
の
か
ど
う
か
。
ダ
イ
レ
ク
ト
に
言
え
ば
、
私
は
行
き
過
ぎ
た
円

高
を
是
正
す
る
た
め
の
ド
ル
買
い
介
入
、
そ
れ
と
見
合
っ
た
銀
行
過
剰
準
備
の

増
加
は
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
、
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
の
議
論
は
も
う
９６

年
頃
か
ら
、
米
国
財
務
副
長
官
で
あ
っ
た
ラ
リ
ー
・（
ロ
ー
レ
ン
ス
・
）サ
マ
ー

ズ
（
の
ち
の
財
務
長
官
、
現
在
米
Ｎ
Ｅ
Ｃ
﹇
国
家
経
済
会
議
﹈
委
員
長
）
を
議

長
と
し
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
第
３
作
業
部
会
の
秘
密
会
で
は
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

つ
ま
り
、
一
番
必
要
な
こ
と
は
、
名
目
金
利
が
ゼ
ロ
の
限
界
に
達
し
て
、
デ
フ

レ
状
況
で
実
質
金
利
が
高
止
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
円
高
の
行
き
過
ぎ
が
デ
フ

レ
要
因
と
な
っ
て
い
る
時
は
、
バ
ン
ク
リ
ザ
ー
ブ
そ
し
て
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
や

銀
行
信
用
な
ど
を
伸
ば
す
こ
と
を
狙
っ
た
為
替
相
場
政
策
と
併
せ
た
金
融
の
量

的
緩
和
政
策
の
強
化
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

も
っ
と
言
う
と
、
ゼ
ロ
金
利
の
制
約
の
も
た
ら
す
問
題
を
学
者
だ
っ
た
ラ

リ
ー
・
サ
マ
ー
ズ
が
９１
年
に
発
表
し
た
論
文
で
書
い
て
い
る
ん
で
す
。
ゼ
ロ
金

利
に
な
っ
て
し
ま
う
と
金
利
政
策
は
有
効
で
な
く
な
る
か
ら
、
そ
う
な
る
こ
と

を
避
け
る
た
め
に
は
、
物
価
安
定
化
政
策
の
目
標
と
い
う
の
は
（
こ
の
問
題
に

関
し
て
は
、
１０
年
２
月
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
チ
ー
フ
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・

ブ
ラ
ン
シ
ャ
ー
ル
他
２
名
が
共
同
で“Rethinking

M
acroeconom

ic
Policy”

と
題
し
た
論
文
を
発
表
し
て
い
る
）、
ゼ
ロ
イ
ン
フ
レ
で
は
な
く
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
イ
ン
フ
レ
率
で
あ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
議
論
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
論
点

の
是
非
に
関
し
て
は
、
私
が
経
済
総
局
長
の
頃
に「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
」

に
書
い
て
い
る
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
第
３
作
業
部
会
で
も
そ
の
こ
と
は
議
論
し
て
い

る
ん
で
す
。

こ
れ
は
世
界
経
済
全
体
が
ゼ
ロ
金
利
の
壁
に
到
達
し
た
ら
出
来
ま
せ
ん
が
、

そ
う
で
な
か
っ
た
ら
、
つ
ま
り
、
開
放
経
済
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
名
目
金
利

が
な
お
プ
ラ
ス
で
あ
る
外
国
が
あ
る
と
し
た
ら
、
ゼ
ロ
金
利
に
到
達
し
た
国

は
、
為
替
政
策
を
使
っ
て
自
国
通
貨
の
為
替
相
場
の
引
き
下
げ
を
促
し
、
輸
入

物
価
の
上
昇
な
ど
で
デ
フ
レ
緩
和
を
図
る
。
一
方
、
こ
う
し
た
ゼ
ロ
金
利
に
到

達
し
た
国
の
政
策
の
結
果
と
し
て
通
貨
が
上
昇
し
、
そ
こ
か
ら
デ
フ
レ
要
因
が

生
じ
た
貿
易
相
手
国
で
は
、
残
さ
れ
た
名
目
金
利
引
き
下
げ
の
余
地
を
活
用
し

て
金
融
緩
和
を
行
い
、
世
界
全
体
と
し
て
見
た
実
質
金
利
水
準
の
低
下
を
図

る
、
と
い
う
国
際
政
策
協
調
が
必
要
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
も
う
一
つ
は
財
政

が
、
特
に
閉
鎖
経
済
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
、
使
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
も

ち
ろ
ん
財
政
に
つ
い
て
も
ど
う
い
う
イ
ニ
シ
ャ
ル
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
か
に

よ
り
ま
す
し
、
開
放
経
済
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
は
、
膨
張
す
る
財
政
赤
字
の

中
央
銀
行
に
よ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
な
い
と
、
長
期
金
利
の
上
昇
か
ら
自
国
通

貨
の
為
替
相
場
が
切
り
上
が
り
、
こ
れ
が
デ
フ
レ
要
因
と
な
る
問
題
が
生
じ
ま
す
。

現
に
、
今
回
の
世
界
的
な
金
融
危
機
の
こ
と
で
言
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
や
英
国

が
あ
れ
だ
け
金
融
政
策
を
緩
和
し
て
政
策
金
利
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
、
量
的
緩
和

も
進
め
て
、
日
本
経
済
よ
り
も
国
内
生
産
活
動
の
落
ち
込
み
を
小
幅
に
出
来
た

の
も
、
こ
れ
は
日
経
の
「
経
済
教
室
」（
０９
年
１０
月
１２
日
）
に
も
書
い
た
こ
と

で
す
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ド
ル
が
安
く
な
り
、
ポ
ン
ド
が
安
く
な

り
、
そ
れ
に
よ
っ
てnet

exports

（
純
輸
出
）
の
増
大
と
い
う
か
た
ち
で
海

外
か
ら
の
需
要
を
獲
得
で
き
た
か
ら
で
す
。
日
本
で
は
そ
の
逆
が
起
こ
っ

ち
ゃ
っ
て
い
る
か
ら
問
題
だ
と
「
経
済
教
室
」
に
書
い
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
為
替
相
場
政
策
と
い
う
の
は
財
務
省
の
領
域
で
あ
っ
て
日
銀
に
関

係
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
実
は
そ
れ
は
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
な
ど
に
も
影

響
す
る
重
要
な
要
因
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
働
き
か
け
て
い
く
の
は
当

然
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
の
が
私
の
考
え
方
で
す
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
政

策
金
利
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
ら
何
も
打
つ
手
が
な
い
の
か
と
い
う
と
、
手
は
あ
る

だ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
も
ち
ろ
ん
、
為
替
相
場
政
策
を
超
え
て
も
っ
と
ド
ラ
ス
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テ
ィ
ッ
ク
に
い
え
ば
、「
経
済
教
室
」
に
も
書
い
た
通
り
、negative

interest
（
マ
イ
ナ
ス
金
利
）、
タ
ッ
ク
ス
の
分
野
に
も
入
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
そ
う
い
う
こ
と
ま
で
考
え
る
こ
と
が
絶
対
に
出
来
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
を
日
本
銀
行
が
黙
っ
て
い
る
の
は
お
か
し
な
話
で
、
少
な
く
と
も
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
は
そ
う
い
う
議
論
を
ち
ゃ
ん
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
に
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
、
と
い
う
の
が
私
の
考
え
方
で
す
。
話
が
バ
ブ
ル
か
ら
離
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
け
れ
ど
。

「
…
…
こ
の
間
、
欧
州
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
中
央
銀
行
が
今
年
７
月
、
金

融
機
関
の
中
央
銀
行
預
け
金
の
う
ち
一
週
間
物
に
対
し
て
０
・
２５
％
の
マ
イ

ナ
ス
金
利
を
適
用
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
こ
う
し
た
政
策
展
開
は
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
銀
行
総
裁
な
ど
も
注
目
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
海
外
中
央
銀
行
の
政
策
展
開
は
、
実
証
分
析
で
効
果
が
確

認
さ
れ
る
の
を
待
た
ず
に
果
敢
な
実
験
と
し
て
大
胆
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
で
も
、
中
央
銀
行
内
部
だ
け
で
な
く
、
学
者
そ
の
他
の
外
部
専
門
家
の

中
で
も
、
考
え
ら
れ
る
様
々
な
非
伝
統
的
な
金
融
政
策
手
段
の
有
効
性
が
真

摯
（
し
ん
し
）
に
論
議
さ
れ
る
こ
と
が
切
に
望
ま
れ
る
。」
２
０
０
９
年
１０

月
１２
日
付
け
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
p．
１８
「
日
銀
、
円
高
へ
の
警
戒
強
め
よ
」

（
経
済
教
室
）

【
原
田
】
為
替
が
マ
ネ
タ
リ
ー
な
要
因
で
決
ま
る
と
か
、
金
利
は
名
目
だ
け
見

て
い
た
ら
ダ
メ
だ
と
か
、
ゼ
ロ
金
利
に
な
っ
て
も
や
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

【
重
原
】
い
ろ
い
ろ
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
し
、
効
果
は
不
確
か
な
面
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
一
番
効
果
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
為
替
相
場
だ

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
バ
ン
ク
リ
ザ
ー
ブ
の
量
を
ど
こ
ま
で
伸
ば
し
た
ら
銀
行

の
貸
出
態
度
が
変
わ
る
と
か
、
ノ
ン
バ
ン
ク
セ
ク
タ
ー
の
資
金
の
取
り
方
が
変

わ
っ
て
く
る
と
か
、cost

of
capital

（
資
本
コ
ス
ト
）、
そ
れ
か
らreal

in-
vestm

ent
return

（
実
質
投
資
収
益
率
）
と
の
相
関
関
係
が
ど
う
な
る
か
と

い
う
の
は
正
確
に
は
分
か
ら
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
的
な
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
実
体
経
済
に
対
す
る
効
果
が
一
番
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は

為
替
相
場
を
動
か
す
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

【
原
田
】
私
に
と
っ
て
は
非
常
に
説
得
的
で
す
し
、
経
済
学
者
に
は
そ
う
言
っ

て
い
る
人
も
い
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
私
の
感
じ
で
は
日
本
銀
行
は
そ
れ
に

対
し
て
非
常
に
頑
な
で
、
ま
た
、
多
く
の
金
融
学
者
は
日
本
銀
行
の
見
解
を
支

持
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

【
竹
中
】
そ
う
で
す
ね
。

【
重
原
】
そ
う
で
す
か
。
私
は
そ
う
い
う
こ
と
に
あ
ま
り
タ
ッ
チ
し
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
（
笑
）。

【
原
田
】
せ
っ
か
く
重
原
さ
ん
が
９０
年
代
に
ず
っ
と
そ
う
い
う
提
言
を
な
さ
っ

て
い
た
の
に
、
世
の
中
が
そ
ち
ら
に
動
い
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
。

【
重
原
】
そ
れ
は
大
き
な
問
題
で
、
い
わ
ゆ
る
国
際
機
関
のm

ultilateral
surveillance

（
多
国
間
共
同
監
視
）
の
限
界
だ
と
思
う
ん
で
す
。
つ
ま
り
、

国
際
機
関
で
で
き
る
こ
と
は
あ
く
ま
で
も
、
加
盟
国
の
ポ
リ
シ
ー
メ
ー
カ
ー
に

対
し
て
提
言
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
彼
ら
が
そ
れ
を
納
得
し
て
く
れ
な
け
れ

ば
話
に
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
関
連
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
若
干
お
話
い
た
し
ま

す
と
、
今
も
存
命
の
政
治
家
な
の
で
、
お
名
前
は
出
し
ま
せ
ん
が
、
こ
の
方
が

企
画
庁
長
官
と
し
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
閣
僚
理
事
会
に
出
席
す
る
た
め
に
パ
リ
に
来
ら

れ
た
時
、
突
然
呼
び
出
さ
れ
、「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
日
本
経
済
に
つ
い
て
あ
ま
り
悲

観
的
な
見
通
し
を
発
表
す
る
の
は
問
題
で
あ
る
。
病
は
気
か
ら
と
も
言
わ
れ
る

の
だ
か
ら
、
気
を
つ
け
て
欲
し
い
」と
注
文
を
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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ま
た
、
当
時
、
大
蔵
省
で
日
本
の
金
融
政
策
を
担
当
し
て
い
た
総
務
審
議
官
か

ら
パ
リ
の
私
に
電
話
が
あ
り
、「
あ
な
た
が
日
本
の
政
策
に
注
文
を
つ
け
る
の

は
内
政
干
渉
だ
。
こ
う
い
う
こ
と
を
す
る
な
ら
、
出
身
母
体
で
あ
る
日
銀
の
し

か
る
べ
き
人
に
抗
議
を
す
る
」
と
怒
鳴
り
込
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
っ

と
も
、
加
盟
国
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
局
に
対
す
る
掣
肘
は
日
本
に
限
っ
た
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
金
融
政
策
の
引
き
締
め
を
提
言
し
た

対
米
年
次
経
済
審
査
報
告
が
公
表
さ
れ
た
当
日
、
ア
メ
リ
カ
の
長
期
金
利
が
急

激
に
上
昇
し
、
国
債
価
格
が
暴
落
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
ま

だ
財
務
次
官
で
あ
っ
た
ラ
リ
ー
・
サ
マ
ー
ズ
か
ら
私
に
電
話
が
あ
り
、
先
ほ
ど

の
日
本
の
大
蔵
省
の
方
ほ
ど
激
し
い
罵
声
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
経
済
総
局
の
ア
メ
リ
カ
経
済
担
当
官
の
配
置
換
え
な
ど
の
要
請
を
含
む
強

い
抗
議
が
あ
り
ま
し
た
。
経
済
総
局
長
と
し
て
人
事
権
も
握
っ
て
い
た
私
が
こ

の
抗
議
を
無
視
し
た
の
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
内
部
で
は
実

質
ナ
ン
バ
ー
ツ
ー
と
い
わ
れ
る
立
場
で
し
た
か
ら
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
あ
る
事

務
総
長
に
は
こ
の
電
話
の
こ
と
は
直
ち
に
伝
え
ま
し
た
が
、
米
国
経
済
担
当
官

が
ひ
る
む
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
彼
ら
に
は
内
緒
に
し
ま
し
た
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
よ
う
に
単
に
政
策
提
言
を
す
る
だ
け
で
資
金
供
与
機
能
を
持
た
な

い
国
際
機
関
は
、
加
盟
国
と
の
こ
う
し
た
緊
張
関
係
の
中
で
妥
協
し
て
し
ま
え

ば
、
中
立
性
と
信
頼
性
を
失
い
、
機
能
し
な
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
申
し
あ
げ
た
い
こ
と
は
、
日
本
の
学
者
も
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

の
よ
う
な
国
際
機
関
や
海
外
の
学
者
は
ど
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
国
内
で
も
う
少
し
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
政
策
提
言
を
や
っ
て
く
れ

る
と
有
り
難
い
。
例
を
一
つ
言
い
ま
す
と
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
（
米

ハ
ー
バ
ー
ド
大
教
授
、
現
在
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
教
授
）
が
日
本
の
新
聞
に
書
い

て
い
ま
す
。
９５
年
１１
月
２７
日
の
「
経
済
教
室
」
に
（
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
英
語
で

書
い
た
の
を
誰
か
が
日
本
語
に
翻
訳
し
た
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
）、「
日
本
、
さ

ら
な
る
金
融
緩
和
を
」
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
私
が
記
者
会
見
で
日
本
に

お
け
る
金
融
緩
和
の
必
要
性
を
述
べ
た
こ
と
が
９５
年
１０
月
の
日
経
新
聞
の
記
事

で
報
道
さ
れ
た
１
ヵ
月
後
で
す
よ
。
こ
こ
で
サ
ッ
ク
ス
が
何
を
言
っ
て
い
る
か

と
い
う
と
、
要
す
る
に
マ
ク
ロ
経
済
の
不
況
か
ら
脱
す
る
た
め
に
金
融
を
さ
ら

に
緩
和
し
、
通
貨
供
給
を
増
や
す
べ
き
だ
。
通
貨
供
給
のdefinition

（
定
義
）

は
と
も
か
く
、
そ
の
手
段
は
金
利
を
下
げ
る
こ
と
し
か
な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ

う
い
う
こ
と
で
金
融
緩
和
を
や
っ
て
も
、
こ
れ
は
逆
に
バ
ブ
ル
経
済
の
再
来
に

つ
な
が
る
と
い
う
見
方
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
と
。
さ
ら
な
る
金
融

緩
和
で
バ
ブ
ル
の
再
発
が
な
い
だ
け
で
は
な
い
。
金
融
緩
和
が
今
度
は
円
安
を

招
く
か
ら
、
経
常
収
支
の
黒
字
の
拡
大
に
よ
っ
て
日
米
関
係
の
悪
化
を
招
く
と

い
う
見
方
も
あ
る
が
正
し
く
な
い
、
と
サ
ッ
ク
ス
は
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

日
本
人
の
私
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ア
メ
リ
カ
の
人
が
こ
れ
だ
け
言
っ
て
い
る
の

に
、
何
故
日
本
で
さ
ら
な
る
金
融
緩
和
が
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
か
ら
、
ア
ラ

ン
・
メ
ル
ツ
ァ
ー
（
米
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
メ
ロ
ン
大
教
授
）
は
こ
の
問
題
に
つ
い

て
私
と
意
見
交
換
を
時
々
や
っ
て
い
て
、
当
時
、
彼
も
こ
の
問
題
に
関
す
る
論

文
を
書
い
て
、
サ
ッ
ク
ス
と
同
じ
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

日
本
銀
行
の
金
融
研
究
所
の
国
際
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
来
て
も
彼
は
同
様
の
発

言
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら〔
ベ
ネ
ッ
ト
・
〕マ
ッ
カ
ラ
ム（
米
カ
ー

ネ
ギ
ー
・
メ
ロ
ン
大
教
授
）
も
同
じ
よ
う
な
考
え
方
を
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
な
ぜ
日
本
の
金
融
学
者
の
間
に
は
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
り
、
真
っ
正
面
か
ら
議
論

さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
は
振
り
返
っ
て
検
討
し
て
み
る
べ
き
問
題
で
す
。
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公
的
資
金
の
銀
行
へ
の
直
接
投
入

【
原
田
】
９７
年
１２
月
に
は
、
金
融
機
関
の
貸
し
渋
り
を
回
避
す
る
た
め
、
公
的

資
金
の
健
全
銀
行
を
含
め
た
銀
行
へ
の
直
接
投
入
が
必
要
と
重
原
さ
ん
は
発
言

さ
れ
て
い
ま
す
（
後
掲
の
９７
年
１２
月
２７
日
新
聞
各
紙
参
照
）。
最
終
的
に
は
そ

う
い
う
方
向
に
動
い
て
い
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
振
り
返
っ

て
ど
う
評
価
さ
れ
ま
す
か
。

【
重
原
】
こ
れ
は
、
欧
米
で
の
今
回
の
バ
ブ
ル
の
あ
と
の
資
本
注
入
で
も
議
論

を
呼
ん
で
き
た
よ
う
に
、
非
常
に
難
し
い
問
題
で
し
た
。
日
本
の
失
敗
の
例
も

あ
る
か
ら
、
今
回
欧
米
で
そ
れ
が
か
な
り
利
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
当
時
の
日
本
の
事
例
は
今
回
の
欧
米
と
は
比
較
で
き
な
い
非
常
に

難
し
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
私
も
、
９２
〜
９３
年
当
時
は
、
た
ぶ
ん
公

的
資
金
を
入
れ
な
き
ゃ
な
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
立
場
に
立
っ
て
記
者
会
見
で
言
う
こ
と
と
個
別
に
日
銀
総
裁
等
の
と

こ
ろ
に
行
っ
て
話
を
す
る
こ
と
と
、
実
は
両
刀
遣
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、（
新
聞
記
事
を
示
し
な
が
ら
）
こ
れ
は
９２
年
１０
月
に
、
つ
ま
り

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
経
済
総
局
長
に
な
っ
て
日
本
に
半
年
ぶ
り
に
、
出
張
し
て
き
て
の
最

初
の
記
者
会
見
で
す
が
（
９２
年
１０
月
１４
日
付
け
日
本
経
済
新
聞
朝
刊
p．
７
）、

こ
れ
を
報
じ
た
新
聞
が
「
銀
行
の
資
産
改
善
遅
れ
る
」
と
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て

い
ま
す
が
、
こ
の
時
は
ま
だ
あ
ま
り
不
安
を
煽
っ
て
も
い
け
な
い
か
ら
、
個
別

行
の
問
題
は
あ
る
け
れ
ど
も
、「
日
本
の
現
状
は
米
国
の
よ
う
な
ク
レ
ジ
ッ
ト

ク
ラ
ン
チ
（
金
融
ひ
っ
迫
）
は
な
い
し
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
全
体
の
問
題
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

「
た
だ
、
日
本
特
有
の
問
題
と
し
て
、
株
価
下
落
が
銀
行
の
自
己
資
本
比
率

低
下
に
連
動
す
る
と
い
う
側
面
に
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
」。
そ
れ
か
ら
次

に
、「
金
融
機
関
対
策
と
し
て
の
公
的
資
金
に
つ
い
て
は
、
絶
対
出
す
な
と
は

い
え
な
い
」。
実
は
出
し
て
も
（
い
い
）
と
い
う
思
い
を
込
め
て
言
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。「（
金
融
シ
ス
テ
ム
を
守
る
た
め
に
）
結
果
的
に
、
コ
ス
ト
が
小
さ

く
て
済
む
場
合
も
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
他
人
頼
み
の
風
が
広
が
る
恐
れ
も

あ
る
。
介
入
は
極
力
少
な
い
方
が
望
ま
し
い
」。
と
い
う
発
言
で
し
た
。

こ
れ
を
９２
年
１０
月
時
点
で
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
秘
密
会
で
は
も
う
少
し

は
っ
き
り
物
事
を
言
っ
て
い
て
、
特
に
日
本
で
の
記
者
会
見
で
も
言
及
し
た
Ｂ

Ｉ
Ｓ
規
制
の
プ
ロ
シ
ク
リ
カ
リ
テ
ィ
を
問
題
視
す
る
立
場
か
ら
発
言
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
日
本
で
は
、
個
別
行
、
住
専
の
問
題
も
非
常
に
難
航
し
て
い

る
の
を
見
て
い
て
、
こ
れ
は
極
め
て
複
雑
な
事
態
と
受
け
止
め
ま
し
た
。
言
っ

て
み
れ
ば
、
銀
行
の
頭
取
の
首
が
飛
べ
ば
い
い
と
い
う
だ
け
の
話
で
は
な
い
わ

け
で
、
日
本
の
現
場
で
や
っ
て
い
る
私
の
学
校
時
代
の
同
級
生
な
ど
も
苦
労
し

て
い
る
だ
ろ
う
、
大
変
な
こ
と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
国
際
会
議
の
秘
密
会
合
で
公
的
資
金
の
使
用
に
関
す
る

議
論
を
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
国
内
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
の
か
、
い
ま
ひ
と
つ
不
確
か
で
し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
へ

の
出
張
の
時
も
、
個
別
面
談
を
や
っ
て
い
ま
す
よ
。
で
も
、
公
的
資
金
の
導
入

に
関
す
る
世
論
の
あ
れ
だ
け
の
抵
抗
に
対
し
て
は
、
私
は
力
が
あ
る
人
間
で
は

な
い
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
国
際
公
務
員
と
し
て
税
金
で
食
わ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
人
間
と
し
て
、
日
本
に
帰
っ
て
記
者
に
向
か
っ
て
直
接
意
見
を
伝
え
る
の

が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
、
こ
の
目
的
で
日
本
へ
の
出
張
を
す
る
決
断

を
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
前
も
っ
て
大
蔵
省
や
日
銀
等
に
行
っ
て
、
こ
う
い
う

こ
と
を
言
い
ま
す
と
は
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
体
的
な
ト
ー
ン
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
対
日
審
査
報
告
の
提
言
な
ど
も
あ
り
、
通
じ
て
あ
っ
た
訳
で
す
。
記
者
会
見

す
る
と
も
何
と
も
事
前
に
関
係
当
局
に
通
知
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
、
パ
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リ
に
帰
任
す
る
直
前
の
日
に
３
大
紙
、
ご
質
問
の
な
か
で
触
れ
ら
れ
た
日
経
だ

け
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
、
読
売
、
朝
日
に
も
記
者
会
見
を
や
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
３
紙
の
書
き
方
は
い
ろ
い
ろ
で
し
た
が
、
全
部
写
真
入
り
で
（
新

聞
記
事
を
示
し
て
）
こ
う
や
っ
て
載
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
は
、
健
全
行
ま

で
（
公
的
資
金
を
）
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ん
で

す
ね
。
こ
の
点
は
か
な
り
は
っ
き
り
申
し
ま
し
た
。
要
す
る
に
、
弱
小
行
、
弱

い
と
こ
ろ
、
悪
い
と
こ
ろ
ば
か
り
に
公
的
資
金
を
入
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
本

来
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
政
策
金
利
を
下
げ
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
金
利
を
う
ん

と
下
げ
る
、
あ
る
い
は
、
準
備
預
金（
要
す
る
に
銀
行
に
対
す
る
税
金
で
す
ね
）

比
率
が
高
か
っ
た
ら
、
そ
れ
を
下
げ
る
と
い
う
こ
と
で
、
健
全
行
を
含
め
て
お

し
な
べ
て
コ
ス
ト
面
で
好
影
響
が
出
る
政
策
も
あ
り
得
る
。
そ
し
て
優
良
行
と

い
う
か
一
生
懸
命
よ
く
や
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
も
そ
れ
だ
け
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が

出
る
（
と
い
う
ふ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
）。
つ
ま
り
、
全
て
の
銀
行
に
好
影
響

の
及
ぶ
金
利
引
き
下
げ
政
策
に
限
界
が
あ
る
な
か
で
、
公
的
資
金
の
注
入
が
弱

小
銀
行
に
限
ら
れ
、
競
争
上
の
デ
ィ
ス
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
健
全
行
に
生
じ
て

し
ま
う
よ
う
な
こ
と
は
避
け
た
い
、
と
い
う
の
が
私
の
立
場
な
も
の
で
す
か

ら
、
健
全
行
ま
で
入
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
と
、
緊
急
事
態
な
の
で
私
も
渋
々
言
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
、
財
政

拡
大
が
必
要
だ
と
も
述
べ
ま
し
た
。
三
塚
〔
博
〕
さ
ん
が
大
蔵
大
臣
だ
っ
た
時

で
、
２
兆
円
と
い
う
の
は
も
う
世
の
中
に
出
て
い
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
、「
２

兆
円
と
は
言
わ
ず
」
と
い
う
の
は
も
っ
と
大
き
い
数
字
が
望
ま
し
い
と
い
う
意

味
で
申
し
ま
し
た
。
読
売
と
朝
日
の
記
事
は
数
字
を
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
日
経

は
そ
れ
を
５
兆
円
と
ま
で
書
き
ま
し
た
。

「
日
本
政
府
と
の
協
議
の
た
め
来
日
し
た
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

の
重
原
久
美
春
副
事
務
総
長
は
二
十
六
日
、
日
本
経
済
新
聞
記
者
と
会
見
し

「
金
融
機
関
の
貸
し
渋
り
を
回
避
す
る
た
め
、
健
全
な
銀
行
も
含
め
全
国
的

に
広
く
優
先
株
を
公
的
資
金
で
買
い
入
れ
る
べ
き
だ
」
と
公
的
資
金
の
銀
行

へ
の
直
接
投
入
が
必
要
と
強
調
し
た
。
景
気
に
つ
い
て
も
「
内
需
拡
大
は
国

際
的
な
日
本
の
責
任
で
あ
り
、
五
兆
円
規
模
の
減
税
を
断
行
す
べ
き
だ
」
と

現
在
の
景
気
対
策
で
は
不
十
分
と
の
判
断
を
示
し
た
。
重
原
氏
は
「
国
際
機

関
の
立
場
で
大
蔵
省
・
日
銀
に
も
説
明
し
た
」
と
述
べ
、
政
府
に
働
き
か
け

た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
」。
１
９
９
７
年
１２
月
２７
日
付
け
日
本
経
済
新
聞

朝
刊
p．
５

「
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
重
原
久
美
春
副
事
務
総
長
は
二
十

六
日
、
朝
日
新
聞
記
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
積
極
的
な
財
政
出
動
で

日
本
経
済
を
内
需
主
導
の
成
長
軌
道
に
戻
す
必
要
が
あ
る
と
の
見
解
を
示
し

た
。
金
融
機
関
へ
の
公
的
資
金
投
入
も
、
経
済
成
長
を
回
復
す
る
た
め
に
必

要
だ
と
述
べ
た
。」
１
９
９
７
年
１２
月
２７
日
付
け
朝
日
新
聞
朝
刊
p．
１１

「
来
日
中
の
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
重
原
久
美
春
・
副
事
務

総
長
は
二
十
六
日
、
読
売
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
日
本
経
済
の
内

需
主
導
の
成
長
を
急
速
に
図
る
た
め
、
大
蔵
省
や
日
本
銀
行
に
対
し
、
恒
久

的
減
税
や
優
良
な
大
型
公
共
投
資
の
検
討
を
要
請
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
重
原
副
事
務
総
長
は
「
危
機
に
陥
っ
た
ア
ジ
ア
の
国
々
に
市
場
を
提
供

す
る
の
が
日
本
の
責
務
だ
」
と
し
、
内
需
拡
大
の
た
め
こ
れ
ら
の
政
策
を
九

八
年
一
―

三
月
に
前
倒
し
で
実
施
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。」１
９
９
７
年

１２
月
２７
日
付
け
東
京
読
売
新
聞
p．
９

そ
れ
と
同
時
に
恒
久
減
税
を
実
施
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
何
も

「
ま
た
ぞ
ろ
」で
、
や
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
か
ら
事
業
税
も
下
げ
る
。
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つ
ま
り
、
経
済
の
成
長
力
を
高
め
る
期
待
感
を
も
た
せ
る
よ
う
な
政
策
を
し

て
、
成
長
し
た
ら
後
で
の
税
収
増
加
で
取
り
返
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
日
本
で
の
政
策
展
開
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
は
思
い
ま
せ
ん
し
、

そ
ん
な
思
い
上
が
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
記
者
会
見
の
報
道
は
無
視
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
時
間
の
流
れ
の
中
で
事
態
の
展
開
を
追
っ
て
み
ま
す

と
、
こ
う
し
た
政
策
が
出
て
く
る
か
な
り
前
の
段
階
で
そ
う
い
う
こ
と
を
言
っ

て
い
た
こ
と
に
は
な
り
ま
す
。

当
時
の
大
蔵
省
の
幹
部
な
ど
関
係
方
面
の
方
々
が
私
の
記
者
会
見
で
の
発
言

を
ど
う
思
わ
れ
た
か
は
聞
か
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
を

聞
い
た
り
気
に
し
た
り
す
る
と
私
の
国
際
公
務
員
と
し
て
の
仕
事
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
の
で
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
中
立
的
な
国
際
公
務
員
の
立
場
で
や
っ
た

の
が
３
大
紙
へ
の
説
明
で
す
。

あ
の
時
の
財
政
政
策
が
悪
か
っ
た
と
い
う
批
判
も
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
原
田
さ
ん
は
ど
う
思
っ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

【
原
田
】
あ
の
時
の
と
い
う
の
は
９８
年
の
減
税
で
す
か
。

【
重
原
】
そ
う
で
す
ね
。

【
竹
中
】
９８
年
は
６
兆
円
で
は
な
く
９
・
４
兆
円
、
か
な
り
減
税
し
て
い
ま
す

か
ら
ね
。

【
重
原
】
そ
う
い
う
こ
と
で
恒
久
減
税
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
だ
っ

た
ら
よ
か
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
ま
た
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

し
ょ
う
け
れ
ど
ね
。

【
原
田
】
ず
っ
と
デ
フ
レ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
当
然
税
収
も
上

が
ら
な
い
。

【
重
原
】
そ
う
で
す
ね
。

【
原
田
】
で
す
か
ら
、
９０
年
代
の
最
初
か
ら
重
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に

し
て
い
れ
ば
デ
フ
レ
に
も
な
ら
ず
、
そ
れ
ほ
ど
景
気
が
悪
く
な
け
れ
ば
、
あ
そ

こ
ま
で
財
政
拡
大
を
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
こ
れ
ほ
ど
ひ
ど
い

財
政
赤
字
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

外
生
的
要
因

【
重
原
】
今
度
は
私
の
ほ
う
か
ら
、
ご
質
問
の
範
囲
を
超
え
て
幾
つ
か
申
し
上

げ
た
い
と
思
う
ん
で
す
。
８０
年
代
後
半
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
芽
が
あ
っ
た
わ
け
で

す
け
れ
ど
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
バ
ブ
ル
が
破
裂
し
た
あ
と
、
９０
年
代
の
立

ち
直
り
に
と
っ
て
の
阻
害
要
因
と
し
て
外
生
的
な
も
の
が
幾
つ
か
あ
っ
た
。
こ

れ
に
関
し
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
関
係
者
の
ご
意
見

を
聞
か
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
事
前
の
学
者
の
方
々
の
研
究
の
中
で
ど

う
い
う
ふ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
存
じ
ま
せ
ん
が
、
私
か
ら
見
る

と
、
９０
年
代
前
半
に
二
つ
、
後
半
に
二
つ
、
日
本
銀
行
だ
け
で
な
く
日
本
経
済

に
と
っ
て
か
な
り
の
程
度
外
生
的
な
問
題
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
第
１
は
、
体
系
的
に
申
し
上
げ
る
た
め
に
繰
り
返
し
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
９２
〜
９５
年
に
か
け
て
の
円
相
場
の
上
昇
で
す
。
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
Ｓ
＆
Ｌ
の
危
機
（the

Savings
and

Loans
crisis

）
に
伴

う
９０
年
か
ら
９１
年
の
景
気
後
退
期
と
か
、
英
国
や
北
欧
諸
国
な
ど
で
８０
年
代
末

頃
に
不
動
産
バ
ブ
ル
が
破
裂
し
た
あ
と
も
、
必
ず
自
国
通
貨
の
為
替
相
場
が
下

が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
北
欧
諸
国
で
は
、
国
内
市
場
だ
け
で
は
国
債
の
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
は
で
き
な
い
か
ら
、
海
外
か
ら
資
金
を
取
る
わ
け
で
す
。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
自
国
経
済
に
対
す
る
海
外
か
ら
の
信
認
を
得
る
た
め
に
国
内
金
利

を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
通
貨
に
対
す
る
信
認
が
落
ち
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て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
為
替
相
場
は
下
落
す
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
に
金
融
引
き

締
め
も
あ
っ
て
内
需
が
減
っ
て
い
る
な
か
で
、
為
替
相
場
の
下
落
を
背
景
に
純

輸
出
が
伸
び
て
国
内
生
産
の
落
ち
込
み
に
歯
止
め
が
か
か
り
、
や
が
て
輸
出
主

導
で
景
気
回
復
が
始
ま
る
。
輸
出
主
導
型
の
回
復
は
小
国
だ
か
ら
可
能
だ
と
い

う
議
論
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
も
そ
う
い
う
現
象
が
起
こ
っ
て
い
る
。

今
回
の
ア
メ
リ
カ
の
場
合
で
も
、
内
需
の
大
幅
減
に
よ
る
国
内
生
産
縮
小
の
か

な
り
の
部
分
は
純
輸
出
の
増
加
で
埋
め
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
日
本
は
、
バ
ブ
ル
が
破
裂
し
た
あ
と
の
９２
年
半
ば
か
ら
ず
っ
と
円

相
場
が
も
の
す
ご
く
上
が
っ
て
い
る
。

【
原
田
】
９５
年
ま
で
上
が
っ
て
い
ま
す
ね
。

【
重
原
】
そ
う
で
す
ね
。
そ
し
て
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
内
需
の
低
迷
に
加
え

て
、
円
高
に
よ
る
純
輸
出
数
量
の
減
少
が
国
内
生
産
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
原
因
は
何
だ
ろ
う
か
。
日
本
銀
行
が
金
融
政
策
を
緩
和
し
て
い

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
緩
和
し
て
い
た
け
れ
ど
、
な
お
円
の
対
ド
ル
相
場

が
上
昇
し
て
い
る
の
は
何
故
か
。
私
た
ち
が
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
」
を

作
る
に
あ
た
っ
て
研
究
し
て
も
、
ど
う
も
経
済
要
因
だ
け
で
は
説
明
が
十
分
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
た
め
持
参
し
て
き
た
９６
年
６
月
号

の
p．
３０
に
そ
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
、
よ
く
分
か
ら
な
い
、
と
。
基
本
的

に
数
量
ベ
ー
ス
で
は
経
常
収
支
の
黒
字
の
ア
ジ
ャ
ス
ト
メ
ン
ト
は
行
わ
れ
て
い

る
け
れ
ど
も
、
Ｊ
カ
ー
ヴ
効
果
も
あ
っ
て
ド
ル
ベ
ー
ス
で
見
る
と
あ
ま
り
黒
字

は
減
っ
て
い
な
い
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
日
米
間
の
貿
易
摩
擦
が
続
き
、
以
前
か

ら
円
相
場
に
み
ら
れ
る
イ
ナ
ー
シ
ャ（inertia

慣
性
）の
中
で
上
昇
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
書
い
て
あ
り
ま
す
。
と
も
か

く
こ
の
円
相
場
の
上
昇
が
バ
ブ
ル
破
裂
後
の
日
本
経
済
に
と
っ
て
異
常
な
マ
イ

ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
第
１
。
日
本
銀
行
と
財
政
当
局

の
対
処
を
益
々
困
難
に
し
た
一
つ
の
不
幸
な
要
因
で
す
。
そ
れ
は
さ
っ
き
申
し

上
げ
たPalgrave

か
ら
出
版
さ
れ
た
本
に
掲
載
さ
れ
た
私
の
Ｉ
Ｅ
Ａ
提
出
論

文
の
中
に
も
書
い
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
と
違
う
の
は
、
日
本
が
そ
の
よ
う
な

円
相
場
動
向
のvictim

（
犠
牲
）
に
な
っ
た
要
素
が
あ
る
と
。

２
番
目
は
、
日
本
の
学
者
が
ど
の
程
度
議
論
し
て
い
た
の
か
知
り
ま
せ
ん

が
、
９４
年
の
世
界
的
な
長
期
金
利
の
上
昇
で
す
。
こ
れ
も
ま
た
名
目
金
利
で
見

て
も
話
に
な
ら
な
い
。
当
時
、
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
率
の
低
下
で
実
質
金
利
が

ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
る
。
実
質
金
利
を
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
」
９６
年

６
月
号
の
p．
２９
に
あ
る
グ
ラ
フ
で
ご
覧
い
た
だ
く
と
、
日
本
の
実
質
長
期
金
利

は
９３
年
の
後
半
あ
た
り
を
ボ
ト
ム
と
し
て
１
・
５
％
ポ
イ
ン
ト
も
上
が
っ

ち
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
。

日
本
の
長
期
債
金
利
が
実
質
ベ
ー
ス
で
ど
う
し
て
こ
う
高
く
な
っ
た
の
か
。

そ
れ
と
円
高
と
い
う
も
の
が
国
際
的
な
投
資
家
の
動
き
と
ど
う
い
う
関
係
が

あ
っ
た
の
か
と
い
う
の
は
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
日
本
の
長
期
債
の
実

質
金
利
が
１
・
５
％
も
上
が
る
と
い
う
の
は
日
本
の
経
済
に
と
っ
て
相
当
な
マ

イ
ナ
ス
の
イ
ン
パ
ク
ト
で
し
た
。
バ
ブ
ル
の
崩
壊
の
後
の
こ
う
い
う
長
期
金
利

の
動
き
に
つ
い
て
の
日
本
の
学
者
の
研
究
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
か
。

【
原
田
】
２
番
目
は
た
ぶ
ん
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

【
重
原
】
１
番
目
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
？

【
原
田
】
１
番
目
は
、
も
っ
と
緩
和
す
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
だ
と

思
い
ま
す
。

【
重
原
】
円
高
の
背
景
は
我
々
の
目
か
ら
見
る
と
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ

れ
か
ら
、
２
％
ぐ
ら
い
金
利
を
下
げ
て
円
高
が
止
ま
る
と
い
う
よ
う
な
話
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
ら
。

【
竹
中
】
こ
れ
は
〔
ビ
ル
・
〕
ク
リ
ン
ト
ン
（
政
権
）
第
１
期
の
日
米
貿
易
摩
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擦
の
反
動
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
か
ら
ね
、
ア
メ
リ
カ

は
。

【
重
原
】
こ
の
頃
、
彼
ら
は
い
ち
お
うstrong

D
ollar

と
言
っ
て
い
る
わ
け

で
す
よ
。

【
竹
中
】
細
川
と
ク
リ
ン
ト
ン
が
「W

e
agree

to
disagree.

」
と
か
や
っ
た

の
が
９４
年
２
月
で
す
。
そ
れ
で
バ
ー
ッ
と
７９
円
７５
銭
ま
で
上
が
っ
た
の
が
９５
年

４
月
。
そ
の
あ
と
、
結
局
日
米
自
動
車
交
渉
が
妥
結
し
た
の
が
９５
年
６
月
ぐ
ら

い
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
完
全
に
政
治
相
場
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
言
っ
て

も
、
そ
れ
を
実
証
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
で
す
が
。

【
重
原
】
難
し
い
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
も
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
誰

か
が
言
わ
れ
て
い
た
ら
い
い
な
と
私
は
思
う
ん
で
す
。
も
し
学
者
が
指
摘
し
て

い
な
い
と
し
た
ら
、
少
な
く
と
も
私
は
こ
う
い
う
コ
メ
ン
ト
を
持
っ
て
い
た
こ

と
を
出
来
た
ら
残
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
９０
年
代
の
日
本
経
済
に
は
、
不
幸
な

外
生
的
な
要
因
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
９３
〜
９５
年
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
申
せ
ば
、
特
に

私
が
持
っ
て
い
た
悲
観
的
な
見
方
に
対
し
て
、
日
本
銀
行
の
企
画
局
長
の
あ
た

り
の
人
達
か
ら
「
ど
う
し
て
重
原
さ
ん
は
そ
う
悲
観
的
な
ん
で
す
か
。
違
和
感

を
覚
え
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
。
あ
の
言
葉
は
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。「
違
和

感
を
覚
え
ま
す
」と
言
わ
れ
て
、「
う
ー
ん
、
君
た
ち
の
経
済
見
通
し
が
当
た
っ

て
い
れ
ば
い
い
け
れ
ど
ね
」
と
言
っ
て
パ
リ
に
戻
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
期
の
私
の
日
本
経
済
に
関
す
る
見
方
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
よ
り
も
厳
し
か
っ
た

訳
で
す
。
例
え
ば
、
副
専
務
理
事
の
ス
タ
ン
レ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（
現
在
イ

ス
ラ
エ
ル
中
央
銀
行
総
裁
）
は
、
ほ
か
の
海
外
の
友
人
と
同
じ
く
、
私
の
こ
と

を
「K

um
i

」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
け
れ
ど
、「K

um
i

、
君
は
日
本
に
帰
れ
な

い
だ
ろ
う
」
と
言
う
わ
け
で
す
。
そ
の
く
ら
い
日
本
経
済
に
関
す
る
私
の
見
解

は
厳
し
く
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
だ
け
で
な
く
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
日
本
担
当
デ
ス
ク
に
比
べ

て
も
悲
観
的
だ
っ
た
で
す
ね
。
国
際
機
関
の
中
で
一
番
厳
し
か
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
そ
れ
で
も
結
果
的
に
は
私
の
見
方
で
も
甘
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
よ
。
円
高
が
予
想
よ
り
も
も
っ
と
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
ね
。

次
は
９０
年
代
の
後
半
で
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
ま
ず
指
摘
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
で
す
ね
。
こ
れ
が
日
本
に
と
っ
て
も
非

常
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
こ
れ
が
９０
年
代
に
お
け
る
日
本
経
済
に
と
っ

て
も
不
幸
な
第
３
番
目
の
外
生
的
な
出
来
事
で
す
。

４
番
目
は
、
９８
年
以
降
の
円
相
場
の
反
転
上
昇
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
私

が
あ
ま
り
内
情
を
言
う
べ
き
で
な
い
の
で
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
・
メ
ロ
ン
大
学
の
ア

ラ
ン
・
メ
ル
ツ
ァ
ー
が
ど
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
彼
の
発
言
は
、
日
本
で
の
セ
ミ
ナ
ー
の
た
め
に
私
が

英
語
で
書
い
た
論
文
に
載
っ
て
い
て
、
私
の
個
人
的
に
持
っ
て
い
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
行
っ
た
講
演
の

該
当
箇
所
を
私
の
論
文
で
紹
介
し
て
い
い
か
と
彼
に
問
い
合
わ
せ
、
許
可
を
得

て
全
文
引
用
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
彼
が
書
い
た
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
す
。

「
９８
年
に
な
っ
て
、
円
の
対
ド
ル
相
場
が
下
が
っ
て
い
き
、
６
月
に
１
４
５

円
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
な
か
で
米
財
務
副
長
官
の
サ
マ
ー
ズ
が
日
本
に

来
た
。
そ
し
て
、
彼
は
、
円
安
政
策
を
止
め
さ
せ
た
」
と
書
い
て
あ
る
わ
け
で

す
（
注
１２
参
照
）。

つ
ま
り
、
こ
の
時
期
も
ア
メ
リ
カ
に
振
り
回
さ
れ
て
、
円
高
に
転
じ
ま
し

た
。
日
本
国
内
で
財
政
を
引
き
締
め
過
ぎ
て
い
た
こ
と
と
、
東
ア
ジ
ア
で
発
生

し
た
通
貨
危
機
、
こ
の
三
つ
を
日
本
経
済
は
食
ら
っ
ち
ゃ
っ
た
訳
で
す
。
ダ
ブ

ル
で
は
な
く
ト
リ
プ
ル
パ
ン
チ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
の
財
政
に

つ
い
て
は
、
私
共
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
立
場
か
ら
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
引
き
締
め
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に
賛
成
を
示
し
た
わ
け
で
す
が
、
こ
う
い
う
外
生
的
な
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
加
わ
っ

て
い
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
私
共
が
想
定
し
た
経
路
よ
り
も
の
す
ご
く
深
い
落

ち
込
み
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
日
本
銀
行
の
対
応
も
遅
か
っ

た
。
ゼ
ロ
金
利
に
な
っ
て
い
く
過
程
が
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

要
す
る
に
、
バ
ブ
ル
の
形
成
期
と
破
裂
し
た
後
の
日
本
経
済
に
関
す
る
研
究

に
当
た
っ
て
は
、
そ
う
い
う
外
生
的
な
要
因
と
、
そ
れ
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て

の
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
分
析
を
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
上
に
は
っ
き
り
と

残
し
て
い
か
な
い
と
、
私
た
ち
の
記
憶
の
中
に
あ
る
だ
け
で
は
残
念
な
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
財
務
官
だ
っ
た
方
や
ほ

か
の
方
々
か
ら
話
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
と
し
て
も
も
う
１
度
こ

の
点
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
原
田
】
ど
う
も
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

不
幸
な
外
生
的
要
因
と
い
う
問
題
に
対
し
て
は
、
私
は
金
融
政
策
で
半
分
ぐ

ら
い
対
応
で
き
る
よ
う
な
気
も
す
る
わ
け
で
す
が
、
日
本
の
経
済
学
者
、
金
融

学
者
に
は
、
金
融
政
策
は
効
か
な
い
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
非

常
に
多
い
。
日
本
銀
行
が
そ
う
言
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
経
済
学
者
と
日
本
銀
行

が
、
あ
あ
、
そ
う
だ
ね
と
お
互
い
に
エ
ー
ル
を
交
換
す
れ
ば
そ
う
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
気
が
し
ま
す
ね
。

―
―

了
―
―

（注１２）
In 1998, monetary stimulus showed signs of depreciating the exchange rate. The yen/
dollar exchange rate depreciated to 145 in June from about 100 a few months earlier.
Then Deputy Secretary Summers came to Tokyo and ended that policy. The yen soon
appreciated to 105, a massive and foolish change in an economy with falling prices and
rising unemployment. The policy was mistaken, wrong, and it failed. The major mistake
was a failure to recognize that the yen was overvalued. If Japan could not depreciate its
nominal exchange rate, prices had to fall until Japan had a real exchange rate that was
consistent with steady growth and stable prices.（Alan Meltzer, “International Economic
Policy in the Clinton Administration”, prepared for “American Economic Policy in the
1990s”, Harvard University, Cambridge,２７June２００１）
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